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➨㸯❶ ᮏ研究のᴫせ 
 

㸯㸬ᮏ研究の⫼ᬒ・目ⓗ 
 
 2014 年 12 ᭶ 27 日の閣議決定を受けて各自治体が策定したࠗまち・ࡦと・しごと創生

総合ᡓ略࠘は、①地方における安定した㞠用を創出する、②地方への新しいࡦとの流れを

つくる、③若い世代の⤖፧・出産・子育てのᕼᮃをかなえる、④時代に合った地域をつく

り、安心なくらしをᏲるとともに、地域と地域を連携する、という 4 つの目標をᰕとして

いる。上記の 4 つは、人口ῶ少下における地方 1)が直面しているᶓ᩿的課題の返しとも

いえ、近年、これらの課題解決の⣒口として「若年層の存在」に大きな関心が寄せられて

おり 2)、地域の現場でも、若年層と地域を繋ぐ論議や実践が┒んに行われている 3)。 
このような中で、戸田市は、㒔心への交通アクセスの利౽性を背景に、ᑵ⫋や⤖፧を機

に転入してくる若年層が多く、人口 137,407 人 4)の約 30%を 20 代・30 代が༨めており

（2017 年 3 ᭶ 1 日現在）、全国的に見ても平ᆒ年㱋が若いまちとして知られる。近㞄のさ

いたま市の平ᆒ年㱋は 44.3 ṓ、埼玉県に広げると 45.4 ṓであるのに対して、戸田市の平

ᆒ年㱋は 40.7 ṓである。その値は全国平ᆒ 46.4 ṓと比べてみると更に際立っており 5)、

この点は戸田市の大きな㸺強み㸼といえる。一方で、戸田市では転出者も多く、特に 34〜
39 ṓでは、転出者が転入者を上回っている 6)。とりわけ㸺30 代後半から 40 代㸼では、

2000 年から 2010 年の平ᆒで、転出入がᆒ⾮状ែから転出㉸過傾向へと転じている。戸田

市は、こうした現状を踏まえ、2015 年 10 ᭶に策定したࠗ戸田市まち・ࡦと・しごと創生

総合ᡓ略 （࠘戸田市，2015a）で、基本目標の 1 つに若年層の転出ᢚไを掲げ、重要な政策

課題と位置づけている 7)。具体的には、１）ᐙ᪘のᣑ大、親との同ᒃ等による転ᒃを戸田

市内で可能とする「ライフステージに応じた住み᭰え支援」、２）治安の改ၿ、近㞄住民と

のⰋ好な関係、生活の憩い✵間等を創出することを目指す「住みやすいと感じられる住環

境の整備」のつの施策を策定し、その展開を図っているところである。 
上記の通り、若いまち・戸田市においても、若年層の転出をᢚไするために、若年層の

地域への愛着をዴ何に育て、定着を図るかは今後の地域ᡓ略を༨う大きな論点となってい

                                                
1) ࠗ平成 27 年国勢調査࠘では、全国 1,719 市⏫ᮧのうち 1,416 市⏫ᮧ（82.4㸣）が人口ῶ少と直面してい

ることが指されている。 
2) ᯇ下ၨ一(2016)：若者の力をどう地域に活かすか——自治体若者政策への展ᮃ，ガバࢼンス，2016 年 5

᭶号，p.19． 
3) 若者と地域を⤖びつける取組は、以前より山間部など若者の不在が問題となる地域で取り組まれてきた

（第 3 章参照）。しかし近年は、同様の取り組みが、㒔市部でも取り組まれ始め、その方策をめぐっての

ᶍ⣴が続いている現状である。 
4) 戸田市人口統計㏿報 2017 年 3 ᭶ 1 日現在。 
5) 総務省ࠗ平成 27 年国勢調査࠘による。 
6) ࠗ戸田市まち・ࡦと・しごと創生総合ᡓ略に係る人口ビジョン࠘2015 年による。 
7) 戸田市（2015a）であげている４つの基本目標は、「①新しい人の流れをつくる～若い世代（特に子育て

世代・住宅㉎入世代）の転出をᢚไする～」「②若い世代の出産・子育てのᕼᮃをかなえる～「この地で

出産・子育てしたい」と思われるまちをつくる～」「③安定した㞠用を創出する～市民に仕事と働きやす

さを提供するとともに、企ᴗの成長で働き口をቑやす～」「④時代に合った地域をつくり、安心なくらし

をᏲるとともに地域と地域を連携する～ᑗ来の人口構造の変化にᰂ㌾に対応できる、まちの基礎・基┙

をつくる～」である。なお、目標②における「子育てと仕事の両立支援」「出産、子育てへの経済的支

援」「出産・子育てへの不安解ᾘ」学ᰯ・教育環境の充実」という施策も若年層が対象となっている。 
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る。ణし、戸田市の場合は、人口動ែでもみても他地域に比べまだいくらかవ⿱があり 8)、

30 代後半の転出ቑこそᠱᛕされるものの、若年層の༨める割合からみればまだᜨまれてい

る状況にある。それゆえに、戸田市としては、ႚ緊の対応に㏕られている他地域とは一線

を画し、長期的かつ実験的スタンスから、若年層の転出ᢚไや定着促進に向けた施策のあ

り方について⭜を据えて議

論・検討することが可能で

ある。 
 
以上のような戸田市の若

年層をᕠる現状と課題を踏

まえ、筆者らは、戸田市にお

ける実効性のある若年層向

けの施策を講じる基礎資ᩱ

を得るために、2015 年、

2016 年の 2 か年にரり、

「若年層」及び「若年層と地

域を繋ぐ仕掛け・システム」

に着║した研究を進めてき

た（図 1-1 参照）。 
 
࠙1 年目ࠚは、主に戸田市の若年層の意識・行動面での特性をᢕᥱする目的で、戸田市

在住の 20～39 ṓにヱ当する住民（1500 名）を対象に、①ᒃ住関連項目（転入理由、ᒃ住

継続理由、生活‶足度、想定される転出理由等）、②地元行動項目（ᾘ㈝行動、ᾘ㈝場所、

お気に入りの場所、⛣動手段等）、③生活意識項目（交関係、地域活動・ボランティア活

動、地域情報等）を調査項目とするアンケート調査を実施した（調査⤖果の概要は第 2 章

で詳述）。具体的には、１）若年層の意識・行動面での特性を捉えるための枠組みを検討し、

２）それに沿った調査⚊を設計した上で、３）実査を行い、次年度の若年層の転出ᢚไ・

定住促進の足掛かりとなる実証実験のための基礎資ᩱ（戸田市の若年層の意識・行動特性）

を得るとともに、その⤖果を中間報告書 9)にまとめた。 
 
࠙2 年目ࠚは、まず、１）１年目の調査⤖果から導き出された「戸田市の若年層の意識・

行動特性」を、「地域リソース（人・場所・ライフスタイル・イベント等）への好奇心・興

味関心」、「繋がり・ネットワーク・交流志向」、「動き出したい志向（地域活動・まちづく

り志向）」から捉え、それらを「まち意識」と総称・定義し、若年層の転出ᢚไ・定住促進

に向けた「㘽となる概ᛕ」と位置づけた上で、２）その「まち意識」の孵化・育成 10)に資

                                                
8) 戸田市（2015，p.2）においても、1985 年の埼ி線開通を契機に現在もቑ加を続け、2010 年時点で

12.3 人を✺◚し、2030 年前後に 13.1 人でࣆークを㏄えるとの人口動ែのண が記されている。 
9) 戸田市政策研究所／目白大学社会学部地域社会学科(2016)：戸田市における 20 代・30 代の若年層に関

する基礎研究（共同研究中間報告書） 
10) 若年層に限定した議論ではないが、㕥木ら（2008）は、ᒃ住年ᩘが長いほど地域愛着が高い傾向にある

こと、地域愛着が高い人ほど、⏫内会活動やまちづくり活動に⇕心であることを導出している。そのこ

図 1-1 2015 ᄂᆮからࡇ࠰ 2016  開ޒᄂᆮồのࡇ࠰
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するプログラム（場・機会）の実現可能性を実証実験によって検証・確認した。具体的に

は、①若年層の「まち意識」を養し、地域での動き出しを直接間接に契機する場・機会

としての、若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット版）の設計枠組みの検討に

向けて、関連文⊩及びඛ行事例を⢭査して知見を導出し、②それに基づき、現場で試験的

に運用し得るプログラム（パイロット版）の設計・運用を行い、③そのプロセスから᥇取

した質的データの総合的分析・考察によってプログラムを総ᣓし、④それらを踏まえて、

若年層向け「まち意識育成プログラム（ITFP for YWG）11)」の設計・運用ガイドラインを

提案した。 
 
なお、本書は、2016 年度の実証実験の成果を中心にまとめたものである。ణし、第２章

においては、2016 年度の実証実験の基礎となった 2015 年度の調査⤖果（概要）を提示

している。 
 

 

㸰㸬ᮏ研究のㄢ㢟・᪉ἲ 
 

表 1-1 は、本研究の研究課題及び方法を示したものである。研究課題は、上記の研究目

的①～④に照らして表中の 4 点に設定し、それぞれに適した研究方法によって段階的に進

めるものとした。 

表 1-1 ஜ（2016）ࡇ࠰のᄂᆮᛢ題と૾ඥ 
ᄂᆮ課題 方 法 

１）「地域と若者」等に関するଏ存૨ྂ・先行事例のӓ

集・分ௌ 

Ṟ૨ྂᄂᆮ 

ṟ事例ᄂᆮ 

２）若年層向け「まち意識育プログラム」 

（機会・仕掛け）のኵみ౨᚛と・ᚨᚘとᢃ用แͳ 

Ṟ想定対ᝋ者ӏびݦᧉ家に対する意見Ꭾӕとその分ௌ 

ṟワーỿンググループ（ᵵᵥ）による᚛ᜭ、ˎᚨᚘḵシミュレ

ーションḵોծἇイクルによるプロジỹクト方ࡸ 

Ṡ実ᚰ実᬴のためのแͳ 

３）若年層向け「まち意識育プログラム」の 

試᬴的ᢃ用とዮ合的考察 

Ṟᢃ用ᢅᆉにおける᪦声・映像データの分ௌ 

ṟᵵᵥ によるアクションリἇーἓ 

Ṡ参加者のӒ応分ௌ（アンケート・インタἥュー質的デー

タの分ௌ） 

４）若年層向け「まち意識育プログラム（ᵧᵲᵤᵮ ᶄᶍᶐ 

ᵷᵵᵥ）」のᚨᚘ・ᢃ用に資するガイἛラインの策定 

Ṟᄂᆮ課題１）῍３）からࢽられた知見のዮ合的分ௌ 

ṟᵵᵥ による᚛ᜭ 

 
࠙研究課題 ・では、「地域における若者」や「地域と若者を繋ぐシステム（愛着・関係ࠚ1

定住）」等に関する既存文⊩とඛ行事例の分析・検討を行った。具体的には、筆者らの 2015
年の調査報告書を含み、「地域における若者」や「若者の意識や行動」に関する調査研究（図

1-2 の 1 段目参照）と近年活発化している若者と地域を繋ぐ各地の取り組み事例を収集・

                                                
とを踏まえるならば、戸田市における若年層の潜在的な「まち意識」の育成が、⤖果的に「転出ῶ少」

「担い手育て」に繋がることも示唆される。 
11) 若年層向け「まち意識育成プログラム」は “Interest in Town Foster Program” for Younger Working 

Generation とⱥ文表されるため、「ITFP for YWG」と略す。  
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分析し、若年層向け「ま

ち意識育成プログラム」

（パイロット版）の開発

に資する知見を見出し、

課題 2 を進める指針とし

た（文⊩研究は第 2 章・

第 3 章、事例研究は第 4
章で詳述）。 

 
࠙研究課題 、ではࠚ2

課題１から抽出された知

見に基づき、若年層向け

「まち意識育成プログラ

ム」（パイロット版）の枠

組みを検討し、プログラ

ム（2 種）を設計した。設

計に際しては、①プログラムの対象者となる若年層への意見聴取や、若年層と地域を繋ぐ

活動に実績を有する実践者に対するࣄアリングを行い、②その⤖果をワーキンググループ

（WG）において討議し、プログラムに有用な視点を抽出しながら、それらを設計に反映

し、シ࣑ュレーション及び改ၿを⧞り返すプロジェクト方式で進行させた。同時に、地域

の現場で実際に 2 種のプログラムを運用するための準備（実施場所の㑅定・交΅、協力者

との調整、告知・参加者ເ集等）を進ᤖさせた（プログラムの枠組みと設計プロセスは第

5 章 1～3 節で詳述）。 
 
࠙研究課題 3 では、課題ࠚ 2 で設計したプログラム２種を実際に若年層に対して運用し、

総合的考察を行った。運用過程では、㹕㹅によるプログラム 2 種のアクションリサーチ、

参加者を対象とする反応チェック（アンケート・インタビュー）を行い、その後、運用過

程で᥇取した㡢声・映像データとアンケート・インタビューデータ（図 1-2 の 2～4 段目参

照）を、WG 内で整理・分析し、プログラムの効果及び課題に関する検討を進めるととも

に、課題 4（プログラムのガイドライン作成）に向けた論点の抽出を行った（プログラム

の運用過程は第 5 章 4～5 節、効果と課題は第 6 章 1 節で詳述）。 
 
 ࠙研究課題 では、課題ࠚ4 3 を踏まえ、若年層向け「まち意識育成プログラム（ITFP for 
YWG）」の設計・運用に資するガイドラインを策定した。具体的には、課題 1～3 で得た知

見に基づき、㹕㹅内での議論を重ね、ガイドラインの枠組みの設定と内容の検討を行った

（ガイドラインの枠組みと内容は第 6 章 2 節で詳述）。 
 
  

図 1-2 2016  ᄂᆮにおけるЎௌ対ᝋとするデータリἋトࡇ࠰
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㸱㸬ᮏ研究のᐇయไ 
 

実施体ไは図 1-3 に示した通り

である。実施主体となる戸田市政

策研究所は、プログラム（パイロ

ット版）の実証実験に係る地元協

力者との調整、実証実験の準備、

研究の進ᤖ⟶理等、目白大学社会

学部地域社会学科は、プログラム

（パイロット版）の理論構築、実

証実験の運用、効果 定・分析、

総ᣓ等を主に担当した。 
その他、外部の専門ᐙ 3 名の協

力を得た。NPO 法人とちぎユー

スサポーターズネットワーク事務

局長古河大輔氏、一般社団法人地

域力発᥀サポートネット事務局長

᪩ཎ聡子氏の 2 名は、若年層と地域を繋ぐ支援活動に実績を有する専門ᐙの立場から、

ワーキンググループのメンバーとして実践知の提供、実証実験でのファシリテーション及

び参与観察等をそれぞれ担当し（両名の関わった取り組みは第 4 章を参照）、岩手県立大

学講ᖌ富澤浩樹氏は、まちづくり学習（市民と地域を繋ぐ仕掛け）及び地域情報分析を専

門とする立場から、協力研究員として当ヱ分野の知見提供の他、実証実験の映像記㘓、そ

のアーカイビング化と分析等を主に担当した。 
その他、実証実験においては、一般参加者 16 名とロールモデル（地域で活動している

実践モデル）8 名の 24 名の協力者を得た。 
 
࠙➨㸯❶ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ 

㕥木⳯・⸨聡(2008)：地域愛着が地域への協力行動に及ࡰす影㡪に関する研究，土木計

画学研究・論文集，第 25 号，pp.357−362． 

総務省統計局(2010)：平成 22 年国勢調査，http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/，
2017/3/15． 

総務省統計局(2015)：平成 27 年国勢調査，http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/, 
2017/3/15． 

戸田市政策研究所／目白大学社会学部地域社会学科(2016)：戸田市における 20 代・30 代の

若年層に関する基礎研究（共同研究中間報告書） 

戸田市(2012)：戸田市若年世帯意識調査成果報告書，

https://www.city.toda.saitama.jp/uploaded/attachment/45.pdf，2017/3/15． 

戸田市(2015a)：戸田市まち・ࡦと・しごと創生総合ᡓ略，

https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/152/kikaku-sougousenryaku.html，
2017/3/15． 

図 1-3 2016  ᄂᆮの実施体Сࡇ࠰
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戸田市(2015b)：戸田市まち・ࡦと・しごと創生総合ᡓ略に係る人口ビジョン，

https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/152/kikaku-sougousenryaku.html，
2017/3/15． 

戸田市(2017)：HP オープンデータ・統計 人口統計㏿報（2017 年 3 ᭶ 1 日），

https://www.city.toda.saitama.jp/site/opendata/jinkou.html，2017/3/15． 

ᯇ下ၨ一(2016)：若者の力をどう地域に活かすか——自治体若者政策への展ᮃ，ガバࢼンス，

2016 年 5 ᭶号，pp17-19． 
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➨㸰❶ 若年層ᑐ㇟ࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ㸦2015 年ᗘ研究㸧の▱ぢ 
 

㸯㸬2015 年ᗘ研究のᴫせ⤖ᯝ 
 
㸦㸯㸧研究目ⓗ・ㄪᰝ᪉ἲᑐ㇟ 

本章は、2015 年度研究で実施した若年層対象アンケート調査の⤖果の中から、2016 年

度研究の中心概ᛕである「まち意識」に⤖びついた論点に焦点を⤠り、その要点を示す。 
まずは、2015 年度研究の目的・調査方法と対象を説明する。2015 年度研究は、20 代・

30 代の若年層の転出ᢚไに資する策を検討する上での基礎情報を得ることを目的として

実施した。一般に、若年層の転出可能性の高さは、ᑵ⫋、転⫋、転や⤖፧等の「ライフ

イベント」 12)にకう「ᒃ住年ᩘの短さ」13)と関連しており、この世代の特徴とも考えられ

ている。それゆえに、若年層の転出は、戸田市に限ったことではなく、近㞄の自治体でも

同様にᢪえている課題である 14)。 
そういった若年層の特徴を踏まえ、2015 年度研究は、若年層がどのような施設やไ度、

支援を求めているかという点ではなく、若年層の戸田市への愛着度、人間関係や日常的な

生活への‶足度等のソフトパワーに着目し、興味関心・地域との繋がり・ネットワークへ

の欲求、地域活動・まちづくりへの意識等のᢕᥱを目指した。 
 

表 2−1 2015  ᄂᆮの૾ඥ・対ᝋ・ᛦ௹᧓・ׅӓཞඞࡇ࠰

方 法 アンケートᛦ௹（ᣁᡛᣐࠋ・ᣁᡛ回ӓ） 

対ᝋ者 2015 年 6 月 1 日時点で戸田市在住の 20 歳〜39 歳のဏ1 ڡᵊ500 人 

対ᝋ者の 

ਁ出方法 

住民ؕ本台ࠚにؕづく無作ໝਁ出 

（年齢：5 歳Цみ、居住地ғの人口比率をؕแ） 

ᛦ௹᧓ 2015 年 10 月 10 日〜11 月 16 日 

回ӓཞඞ 
回ӓᅚ：616 ᅚ（回ӓ率：41.1ᵃ）、無効ᅚ ᵕ ᅚ  

有効回ሉᅚ：609 ᅚ（有効回ሉ率 40.6ᵃ） 

表 2-1 は、2015 年度研究の方法・対象・調査期間・回収方法についてまとめたものであ

る。アンケート調査は、2015 年 6 ᭶ 1 日時点で戸田市在住の 20〜39 ṓの男女 1,500 人を

対象とし、㒑㏦配ᕸ・㒑㏦回収の方法で行なった。対象者の抽出は、年㱋 5 ṓ้みでᒃ住

地区の人口比率を基準にした住民基本ྎᖒに基づく↓作Ⅽ抽出にて行なった。2015 年 10
᭶ 10 日〜11 ᭶ 16 日を調査期間とし、回収⚊は 616 ⚊、回収率 41.1㸣、その内、↓効⚊

                                                
12) Ọ（2014）によれば、人口⛣動は、個々人のライフサイクルの変化に合わせて，①世帯主の⛣動にక

うもの、②転等の⫋ᴗ的理由によるもの、③住宅事情によるもの、④生活環境の変化によるもの、⑤

⤖፧や離፧等に起ᅉするもの、ն進学等の学ᴗを理由としたもの，շ親᪘との同ᒃを理由とするもの、

といった 7 つの主要ᅉを提示している。そして、20〜24 ṓは進学、ᑵ⫋といったライフイベントによる

⛣動要ᅉが加わるが、20 代・30 代については、「世帯主の⛣動」を㝖く、6 つの要ᅉがヱ当するとい

う。  
13) 山本ら（2012）は、ᮾி㒔の㑹外㒔市である立ᕝ市の住民を対象とした調査において、「ᒃ住Ṕ 5 年ᮍ

‶」の多くが 20 代・30 代であり、転ᒃ可能性の高い流動層であることを明らかにしている。 
14) ᕝ口市（2014）やᮅ㟘市（2014）の市民調査や埼玉県と埼玉大学の共同調査（2015）においても、他の

年代と比較した際に、30 ṓ代以下の若年層が「ずっとこのまちに住み続けたい」の回⟅比率がపいこと

が報告されている。 
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が 7 ⚊あったため、有効回⟅⚊は、609 ⚊（有効回⟅率 40.6%）であった。 
 

㸦㸰㸧ㄪᰝ㡯目 

主な調査項目は、図 2−1 に示した通り、①ᒃ住関連項目、②地元行動項目、③生活意識

項目にまとめられる。 
 
①ᒃ住関連項目は、「戸

田市に住むようになった

きっかけ」、「戸田市に住み

続けている理由」、「戸田市

で生活する上での‶足

度」、「戸田市からᘬっ㉺す

場合の理由」、「今後、住み

たいまちのイメージ」「今

後、住みたいエリア」等を

設定した。 
②地元行動項目は、「戸

田市内でのᾘ㈝行動」「日常的なᾘ㈝（日用ရ）の場所」、「出かけるエリア」、「戸田市内の

お気に入りの✵間・場所」「自動㌴の利用㢖度・目的」（⛣動手段）等で構成した。 
③生活意識項目は、「交関係（立ち話等する人ᩘ／戸田市内の人間関係）」、「地域活動

（ボランティア）へ期待すること」、「地域情報の収集」、「今後、戸田市で力を入れるべき

点」、「戸田市の問題点／期待する点」についての自由記述を用意した。 
その他、④基礎的項目として、「年㱋と性別」「学Ṕ」「世帯構成」「配അ者の有↓」「子ど

ものᩘ」「現在の立場（⫋ᴗ）」「自由に使えるお㔠（可ฎ分所得）」をᑜねた。 
 
㸦㸱㸧ᢳฟࡓࢀࡉㄽⅬ 

2015 年度研究の⤖果から、2016 年度研究に向けて抽出された論点は、大別すると、戸

田市へのᒃ住意向・理由に関する①戸田市への定住意向の高さ、②戸田市の強みである交

通アクセスが転出理由にもなり得ること、ไ度や施設・生活環境等のハードパワーについ

ての不‶、③戸田市内での繋がり・人間関係等のソフトパワーについての不‶・意欲に関

する住みたいまちで求める「Ⰻ好な人間関係」、④身近な「ᒃ場所」を求める若年層、⑤地

域への関心の高さ、ն地域での繋がり・ネットワーク・交流意欲の高さ等の 6 点に要約で

きる。 
次節では、上記の 6 つの論点の詳細について説明し、その知見が 2016 年度研究にどの

ように⤖びついたのかを示す。 
  

図 2-1 2015  ᄂᆮの概要ࡇ࠰
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㸰㸬2015 年ᗘ研究⤖ᯝのࢺ࣏ࣥ 
 
㸦㸯㸧戸田市のᐃఫពྥࡣ 77.7% 

若年層、特に 35〜39 ṓの転出㉸過が戸田市の課題とされている 15)。このような現実か

らは、戸田市に住む若年層は、戸田市への定住意向がపいように思われるかもしれない。

しかし、2015 年度研究から見えたのは、若年層の定住意向の高さであった。 

 
図 2-2 ᒉޖ࠰のৎဋࠊồのܭ˰ॖӼ 

   
表 2-2 ᒉޖ࠰のৎဋࠊồのܭ˰ॖӼ（要ኖ） 

Ṟ 「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」が ᵕᵕ.ᵕήと᭗い定住意向を有している。 

ṟ 「今後住みたいと思う地域」は、戸田市が 4ᵕ.6ή、ிʮ都内が 33.3ήで、合ᚘ 80.9ήをҩめている。 

Ṡ 「戸田市に住みዓけたい」と回ሉした人の内、94.1ήの人は「定住意向」をਤっている。 

ṡ 「ிʮ都内に住みたい」と回ሉした人の内、60.2ήの人は「定住意向」をਤっている。 

図 2-2 で示した①戸田市への定住意向、②今後住みたいまち、③今後住みたいまちが戸

田市の人の戸田市への定住意向、④今後住みたいまちが㒔内の人の戸田市への定住意向に

ついての⤖果を要約したものが表 2-2 である。すなわち、戸田市に住む若年層は、高い定

住意向を示しており、「今後、戸田市とは異なるまちに住みたい」と回⟅した若年者でも、

戸田市への「定住意向」が極➃にపいわけではない。その⤖果、若年層は、戸田市への定

住意向が高いことを前提とした上で、戸田市とᮾி㒔内との間で、ᒃ住地㑅ᢥがなされる

                                                
15) 戸田市(2015b)：戸田市まち・ࡦと・しごと創生総合ᡓ略に係る人口ビジョン，https://www.city.toda.sa

itama.jp/soshiki/152/kikaku-sougousenryaku.html 
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可能性が高いことが示唆された。 
 

㸦㸰㸧戸田市ࡽの㌿ฟ⌮⏤に࠺ࡾ࡞ࡶる㏻ࢫࢭࢡ 

 次に、戸田市への転入／転出の理由についてである。戸田市は「交通アクセス」のⰋさ

がりであるが、「交通アクセス」が転出理由にもなり得るという点がᢕᥱできた。「戸田

市に住むようになった理由」「戸田市から転出を考える際の理由」の順に確認する。 
「戸田市に住むようになった理由」のトップは「通・通学の౽」で 31.2%。次いで、

「⤖፧・離፧」（27.8%）、「⫋ᴗ上の理由」（22.3%）と続く（図 2-3①）。ここからも「交通

アクセスのⰋさ」が戸田市への転入理由となっていることが理解できる。この⤖果につい

て、①性別、②年㱋別による特徴を示したのが、表 2-3 である。「通・通学の౽」、すな

わち「交通アクセスのⰋさ」を㝖くと、性別による転入理由のᕪ異、「20−24 ṓ」はそれ以

外の年㱋と転入理由が異なることが理解できる。 
一方、「戸田市から転出を考える際の理由」のトップは、「⫋ᴗ上の理由」で 40.6%。

次いで、「通・通学の౽」（26.1%）、「ᘬっ㉺すண定はない」（23.6%）の順となる（図

2-3②）。 

 
図 2-3 ᒉޖ࠰のৎဋࠊồの᠃λ᠃Јྸဌ 

表 2-3 ᒉޖ࠰のৎဋࠊồの᠃λྸဌのཎࣉ（ࣱК・࠰ᱫК） 

Ṟ性К 
「通勤・通学の̝」が性Кをբわẵトップ（ဏ性：31.6ᵃ、ڡ性：31.1ᵃ）であるが、それをᨊくと「ဏ性」は
「Ꮀ業上の理ဌ」（25.ᵕᵃ）、ڡ性では「結۟・離۟」（29.4ᵃ）の回ሉ割合が᭗い。 

ṟ年齢К 
「20-24 歳」の 48.1ᵃが「戸田市内での親との同居・近居」、3ᵕ.5ᵃが「生まれてからẵっと住んでいる」と
回ሉしている。その他の年齢では、「通勤通学の̝」「結۟・離۟」「Ꮀ業上の理ဌ」のにዓく。 

 

「⫋ᴗ上の理由」は、若年層のᑵ⫋、転⫋、転などのライフイベントとの関連で不可

㑊的な面もあるが（Ọ，2014）、「通・通学の౽」が想定される転出理由としてᣲげら

れる点は、「交通アクセス」に若年層が問題をᢪいていることを示唆する。この⤖果につい

て、①性別、②年㱋別による特徴を表 2-4 に示した。 

表 2-4 ᒉޖ࠰のৎဋࠊからの᠃Јửᎋảるᨥのྸဌのཎࣉ（ࣱК・࠰ᱫК） 

Ṟ性К 
「ဏ性」はᎰ業との関連（「Ꮀ業上の理ဌ」が 4ᵕ.6ᵃ、「通勤・通学の̝」が 31.ᵕᵃ）がࢍく、「ڡ性」は、
「Ꮀ業上の理ဌ」（35.9ᵃ）について、「結۟・離۟」（26.8ή）がዓいている。また、「引っ越すʖ定はな
い」はڡ性の方が回ሉする割合が᭗い。 

ṟ年齢К 
年齢をբわẵ、「Ꮀ業上の理ဌ」が᭗い割合を示しており、20 代では「結۟・離۟」が᭗い割合を示して
いることから、ライフイベントとの関連で、戸田市からの転出を考えていることがᛠみӕれる。 
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つまり、戸田市の若年層は、転、転⫋といった「⫋ᴗ上の理由」、「⤖፧・離፧」とい

ったライフイベントとの関連で、戸田市からの転出を考えࡊるを得ない状況にあることが

理解できる。注目したいのは、特に男性において、戸田市のりでもある㒔心への「通・

通学の౽」は転入理由でもあるが、転出理由にもなり得ることである。その理由を「戸田

市の問題点／期待すること」の自由記述の⤖果から大別すると、「1．埼ி線に対する不‶」

「2．市内の交通手段の問題」に分けられる。 
「1．埼ி線に対する不‶」では、「通ᛌ㏿が戸田公園を通過してしまう」「ᛌ㏿が戸田

㥐にまらない」「各㥐㌴の本ᩘが少ない」「終電が᪩すぎる」といったことへの不‶と

して表出される。「2．市内の交通手段の問題」は、「バス（toco バス）の本ᩘが少ない」等

への不‶として語られる。戸田市の「交通アクセスのⰋさ」は、若年層のプル要ᅉである

ことは確かである。だが、戸田市外への⛣動、戸田市内部での⛣動に関わる不‶をᢪく層

が存在しており、若年層が他地域へ転出するプッシュ要ᅉともなり得ることが示唆される。 
 
㸦㸱㸧ఫ࡛ࡕࡲ࠸ࡓࡳồࡵるࠕⰋዲ࡞ே㛫関ಀࠖ 

続けて、「若年層が戸田市に住み続けている理由」と「今後住みたいまちのイメージ」の

ᕪから、戸田市の若年層が何を求めているのかを確認する。 
「今後、住みたいまちのイメージ」（理想）と「戸田市にᒃ住し続けている理由」（現実）

ᕪを示したのが、図 2-4 である。 

まず、ᒃ住し続けている理由のトップである「㒔心への交通アクセス」は、そのᕪが 20
ポイント前後であり、他の項目と比較すれば、理想と現実のᕪが少ない。前述の「交通ア

クセス」への不‶はあるものの、若年層にとって戸田市は㒔心へのアクセスのⰋさが魅力

となっていると考えられる。 
次に、戸田市での生活環境、ไ度等のハードパワーに関わる項目についてである。「自然

環境が豊かである」（47.3 ポイント࠙理想：60.1㸣、現実：12.8% 子育て環境が充実」、（ࠚ

している」（51.4 ポイント࠙理想：67.7㸣、現実：16.3% と、大きな落ᕪがある。戸田（ࠚ

市は、「ᙬ†・㐨‶グリーンパーク」等の自然環境があり、「子育て支援」にも力を入れて

いることを踏まえれば、若年層に戸田市の魅力が十分に伝わっていない可能性もある。一

方で、「買物や食事等に౽利なお店がᥞっている」（54.7 ポイント࠙理想：78.2㸣、現実：

図 2-4 ᒉޖ࠰がৎဋࠊồ˰Ớዓけềẟるྸဌとʻࢸ˰ỚたẟộちのイἳーἊ 
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23.5% ップがあり、若年層のニーズに対応できていないと考ࣕࢠも理想と現実に大きな（ࠚ

えることもできる。 
そして、戸田市での人間関係、すなわちソフトパワーに関わる項目についてである。「戸

田市にᒃ住している理由」として「Ⰻ好な人間関係が築けている」を㑅ᢥした人は 12.0%
であるのに対して、「今後、住みたいまちのイメージ」として「Ⰻ好な人間関係が築けそう」

を㑅ᢥした人は 35.5%と、23.5 ポイントのᕪがある。つまり、戸田市の若年層は、「Ⰻ好

な人間関係が築けている」とする回⟅率はపいが、「Ⰻ好な人間関係」を求めている。この

ような若年層の人間関係構築への意欲の高さが 2015 年度研究から得られた特徴である。 
 
㸦㸲㸧㌟㏆ࠕ࡞居場所ࠖࢆồࡵる若年層 

若年層は、戸田市内でどのような場所を「お気に入りの場所」として捉えているのだろ

うか。 
 若年層の日常生活における「お気に入りの場所」を回⟅してもらう設問においては「公

園・店⯒名等何でも構いません」と付記した。その記述内容を分類した⤖果が図 2−5 であ

る。 

大カテࢦリーでは、Ⲩᕝ、ᙬ†・㐨‶グリーンパーク等の「自然・公園・スポーࢶ」、イ

オン等の「ショッࣆングセンター・スーパー」と続く（図 2-5）。この⤖果は、ࠗ 戸田市若年

世帯意識調査成果報告書 （࠘戸田市，2012）とも重なるが、（３）で確認したように、「戸田

市に住み続けている理由」として「自然・公園・スポーࢶ」が㑅ᢥされていない点は課題

であろう。その他、大カテࢦリーでは、戸田市内の「飲食店・カフェ・商ᴗ施設」、「公共

施設・インフラ・行政関連」が記述されており、地域に関心のある若年層にとっては、㥆

ᰁみの場所となっていることが理解できる。 
ここで注目すべきは、日常的に立ち寄る飲食店やカフェの具体的な名称が多ᩘ記述され

た点である。さらに、「戸田市の問題点／期待する点」の自由記述においては「気軽に行け

る飲食店の少なさ」「おしࡷれなカフェが少ない」という回⟅が目立っており、飲食店やカ

図 2-5 ᒉޖ࠰のৎဋࠊでのおൢにλりの場 
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フェへの関心の高さが窺える。その一例を示したのが表 2-5 である。 

表 2-5 ᒉޖ࠰がৎဋࠊに൭Ờるᆰ᧓（自ဌᚡᡓ） 
・ おしゃれで子連れが入りやすい食店がفえたらうれしい。 

・ 気᠉に家族でいける食店、፦味しいところが少ない。 

・ 食店が少ない。商業施ᚨが少ない。 

・ 駅周ᡀがさみしい。ちỢっとしたおしゃれなỽフỹやお店がほしい。 

・ 私たちの世代が普段М用するỽフỹがほぼない。スターバックスやἛトールではなく、ᩃᛏでኰʼされるような個人

ኺփのỽフỹ。そのため、ファミリー層でも᭗齢者でもない私たちの層（20῍30 代のシングルڡ性）は都内で出か

けるᢠ৸をする。生活はしやすいが遊びỺリアではないと感じる。 
 
 以上より、若年層が「ᒃ心地のⰋさ」を感じる場所や日常的に集う場所、交流できる場

所等の身近な「ᒃ場所」を重視していることが窺える。身近な「ᒃ場所」は、「コ࣑ュニテ

ィにᬽらすၿⰋな市民が、特別な、あるいは明確な目的もなしにみんなで楽しい時を過ご

せるような場所を見出すとき、そのような交流には、じつは目的がある。さらに、インフ

ルな公共の集いの場が果たす最も重要な目的機能は、社会のほかのどんな機関であ࣐ー࢛

れ提供できない」 16)と指される。このような✵間は、ᐙᗞ、⫋場とは異なる第三の✵間

（サードプレイス）と捉えられ、近年、注目を集めている。そのような交流の場を戸田市

における若年層も求めていると推察される。 
 
㸦㸳㸧ᆅᇦの関ᚰの㧗ࡉ㸫ᾘ㈝✵㛫ᆅᇦ࡛のάື 

（３）（４）から示唆されるのは、若年層の人間関係のஈしさへの༴機感である。転出可

能性の高い若年層に対しては、戸田市での人間関係を求めていないかのような༳象をᢪく

かもしれない。だが、ᙼ／ᙼ女らの声に⪥を傾けてくると、人間関係のᕼⷧさに対して決

して㕌感なわけではなく、むしろその改ၿを強く求めていることがᾋかび上がってくる。 
同様の点は、若年層が「今後の戸田市に力を入れて欲しいこと」の⤖果からも理解でき

る。注目すべきは、若年層が「商ᴗ施設」（ハードパワー）の整備を求めるばかりか、自分

たちが動き、人と繋がる機会となる「まちづくり・地域活動」（ソフトパワー）にも関心が

あることである（図 2-6）。前者の「商ᴗ施設」については、「㥐前の活性化」は、89.2%の

人が「力を入れて欲しい」と回⟅しており、性別・年㱋による大きなᕪは見られない。「大

型商ᴗ施設の誘⮴」は、全体では 65.3%の人が「力を入れて欲しい」と回⟅しているが、

「25-29 ṓ」だけが 75.7%と高い回⟅割合を示している。「戸田市に対する不‶／期待する

こと」の自由記述では、①大型商ᴗ施設が少ない、②㥐前を活性化して欲しい、③他のま

ちと比較した際の不足感が語られている。 
また、後者の「まちづくり・地域活動」については、「まちづくり機会の充実」が 60.4%、

「地域活動への参加しやすさ」が 61.9%であり、地域への関心は決してపくない。性別で

見ると、「女性」は、「まちづくり機会の充実」で 65.5%、「地域活動への参加しやすさ」で

69.7%と全体よりも高い⤖果を示している。年㱋で見ると、「20-24 ṓ」は、「まちづくり機

会の充実」で 66.3%、「地域活動への参加しやすさ」で 63.8㸣と他のどの年㱋カテࢦリー

                                                
16) Oldenburg, R.(1991)：The Great Good Place，New York: Marlowe & Company.（ᛅ平⨾ᖾヂࠗサード

プレイス：コ࣑ュニティの᰾になる「とびきりᒃ心地のよい場所」࠘，みすず書ᡣ，2013，p.6） 
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よりも高い⤖果となっている。 

このような若年層の「まちづくり・地域活動」への意識は、「戸田市に対する不‶／期待

すること」の自由記述と重ねてみると、（３）で示唆した、地域との関わり・繋がりのᕼⷧ

さへの問題意識と関連しているように思われる（表 2-6）。それは、共働き、子どもがいな

いᐙᗞの場合でより㢧ⴭに、地域内での繋がりのᕼⷧさに問題意識が記されることからも

窺える。したがって、௬説的にではあるが、人間関係のᕼⷧさに不‶をぬえ、地域での人

との繋がり意欲がある若年層は、潜在的には、地域への興味関心を有していると考えられ

る。 
表 2-6 ৎဋࠊ内での「繋がり」のᕓさồのүू（自ဌᚡᡓ） 

・ 地域、近ᨩ同ٟの繋がりがᕓい。共きの家ࡊにΟしくない。 

・ 人と人のコミュニケーションがとりづらい。 

・ ３年住んでも知り合いが戸田市に１人もいないこと。あまり地域と関わりが無いのは少しɧܤ。 

・ ベッἛタỸンとしてはよいが、地域との繋がりが少なすẩる。 

・ 一人らしと家族ਤちの᧓にُがある。ӑ方のコミュニケーションがない。 

・ 新しい住ܡ地は人の繋がりがない。子どものいない若い世代は近所づきあいをしないので。害時等ܔ立しそう。 
 
㸦㸴㸧ᆅᇦ࡛の⧅ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ・ࡾࡀ・ὶពḧの㧗ࡉ 

（５）で示した௬説は、若年層の地域への潜在的な関心は、地域での繋がり・ネットワ

ーク・交流意欲の高さに起ᅉしているのではないか、と言い換えることができる。その点

について、「地域活動に参加するとしたら、何を期待するか」に対する回⟅から検討する。 
女性（特に 30 代の女性）は、他のカテࢦリーと比較して、「同世代・異世代との新たな

繋がり」を求める傾向にある（図 2-7）。特に、回⟅率を೫ᕪ値化した 4 象限でみると、30-
34 ṓの女性は、「異世代との繋がり」「同世代との繋がり」のいずれもが೫ᕪ値が 70 前後

となっている。すなわち、30-34 ṓの女性は、人間関係の構築を目的にまちづくり・地域

活動に関心を持っているといえる。 

図 2-6 ᒉޖ࠰がৎဋࠊにʻࢸщửλれềഒẲẟと࣬ạ点 
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一方、男性は、「地域課題の理解・解決」を目的とする傾向がある（図 2-8）17)。それは、

回⟅率を೫ᕪ値化すると㢧ⴭであり、男性の 25-29 ṓを㝖けば、いずれも೫ᕪ値 50 を㉺

えていることからも理解できる。 
以上、性別や年㱋に応じてᕪ異はあるものの、若年層の「繋がり・ネットワーク・交流

意欲の高さ」「地域課題への関心」が理解できる。㏫言すれば、若年層は、「繋がり・ネッ

トワーク・交流意欲の高さ」「地域課題への関心」を潜在的に有しているから、「まちづく

り・地域活動」をその実現の場として、興味関心をᢪいていると考えられる。また、この

性別・年㱋によるᕪ異を᥀り下げると、繋がり・ネットワーク・交流を期待する女性は具

体的にはどのような問題意識を持っているのか、女性が「地域課題」と向き合うためには

どのような仕掛けがあるのか、地域課題の理解や解決に関心のある男性を「参加」へ誘う

仕掛けとは何か、を考えることも重要に思われる。このような⤖果を踏まえるならば、若

年層が有する「地域」へ関心をᘬき出し、実際の「動き出し」に繋げていくためには何が

必要かを検討することが今後の課題であろう。 
 
  

                                                
17) ただし、回⟅率は全体で 20%ᮍ‶のため、極めて潜在的である点には注意する必要がある。 

図 2-7 ૼたễʴ᧓関̞構ሰồのࢳ 
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㸦㸵㸧若年層にぢࢀࡽるࡕࡲࠕព㆑ࠖ—2016 年ᗘ研究のᒎ㛤 

2015 年度研究において特徴的に見出された若年層の「地域活動・まちづくりへの関心」

「繋がり・ネットワーク・交流」は、「戸田市に対する不‶／期待」の自由記述にも目立っ

てᩓ見された内容であった。最後に、その点について確認し、2015 年度研究の知見が 2016
年度研究にどのように⤖びついたのかを説明する。 

具体的には、「交流の場」「繋がりを持つ機会」「地域と関わる機会」のஈしさが問題点と

して語られる。その一部を提示する（表 2-7）。その記述からは、戸田市の若年層が、地域

での交流機会の少なさに不‶を持っていること、ならびに、地域で交流を図りたいが、そ

の機会・場所を見出だせていない現状が読み取れる。すなわち、若年層は、「地域への関心」、

「繋がり・ネットワーク・交流」意欲を有している。この若年層の地域への関心や地域で

の人間関係、すなわちソフトパワーを志向する意識特性を見出したことが、2015 年度研究

で実施したアンケート調査から得られた特徴的な点である。 

表 2-7 ᒉޖ࠰の地域でのếễがりồのࠎ൭（自ဌᚡᡓ） 
・ ʐδや未ݼ学δがいる親同ٟの交流の場や転居者によるコミュニティをもう少しΪ実させてほしい。参加のしやす

いؾがいい。 

・ 人との繋がりをਤてる場所がない。近所づきあいがない。 

・ 地域内で他者と交流する機会がない。 

・ 地域内のコミュニティが少ない。近所づきあいがない。 

・ 新ሰἰンション居住だが、地域に関わる機会がਤてなくɧܤがある。 

・ 地域のբ題、課題を知るタイミングが少ないため、地域にまつわる考えやपみ等「ཎにない」というբ題意識がある

こと自体բ題。 

・ 戸田市の人口はفえていると感じるが、ଥから住んでいる者として、らしやすいまちになったか分からない。新しい

住民の人たちと交流する場がفえるとよいと思う。 

図 2-8 「地域ᛢ題のᚐൿとྸᚐ」ồの関࣎ 
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そこで、2016 年度研究は、2015 年度研究より見出した、若年層の「地域への関心」

「繋がり・ネットワーク・交流への意欲」、そして、「まちづくり・地域活動等への関心」

を踏まえ、それらをᾰ養し、地域での動き出しに繋げていくことを課題とする。そこで、

育成すべき若年層の要素を以下のように捉え直す。すなわち、 
１）「地域リソース（人・場所・ライフスタイル・イベント等）への好奇心・興味関心」 
２）「繋がり・ネットワーク・交流志向」 
３）「動き出したい志向（地域活動・まちづくり志向）」 

である。2016 年度研究ではこの 3 点を総称して、「まち意識」として捉えることとした。 
 
 
㸱㸬2016 年ᗘ研究にྥけ࡚㸸ㄪᰝ᪉ἲにࡳるᮏ共同研究の≉ᚩ 
 

以上、概観してきた通り、2015 年度研究においては、若年層の意識をᢕᥱするために㔞

的調査を行い、若年層の戸田市への定着意向が高いことに加え、場所への愛着、地域への

興味関心の高さ、繋がり・ネットワークや地域での交流機会の少なさへの不‶といった意

識特性を明らかにした。ここから、若年層は、地域で何かしたくても何もできない現実、

人と交流したくともできない現実とのⴱ⸨をᢪえている、という可能性を見出した。 
そこで 2016 年度研究では、2015 年度研究から得られた意識特性を、「まち意識」と定

義し、若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット版）の設計・試験的運用を行い、

具体的な政策・事ᴗへの実現可能性を検討する。 
最後に 2015 年・2016 年の 2 年間の共同研究の特徴を方法という観点からまとめる。➃

的に言えば、その特徴は、2 つの調査方法を組み合わせた点に求められる。社会調査は、

多ᩘのサンプルからデータを得て、それをᩘ㔞的に分析する㔞的調査と、個別具体的な事

例から対象者の主観に㏕る質的調査に分類される。両者のどちらがᮃましいかは方法それ

自体ではなく、何を知りたいかによって㑅ᢥすべき方法は異なってくる。例えば、意識や

行動の傾向、意識と行動の関連といった目には見えない情報を明らかにしたいのであれば

㔞的調査がᮃましい。一方で、ある条件はᢕᥱできており、それを᥀り下げる、あるいは、

㔞的調査では捉えきれない対象のライフスタイル、意識等をᛕに調べることから社会の

本質、課題を明らかにしたいのであれば質的調査がᮃましい。 
この 2 つの方法論を掛け合わせ、㔞的調査、質的調査それぞれのᙅ点を⿵する「ΰ合

調査法」が、近年、注目を集めている 18)。それゆえに、2 年間で実施した本共同研究の特

徴は、①㔞的調査と質的調査（とりわけワークショップ、参与観察）の方を展開したこ

と、②その 2 つの方法を取り入れたことで、知見の提示に留まらず、それを「見える化」

し、政策立案に資するプログラムの提案に⤖実させたことに求められる。 
 次章では、2016 年度研究で実施する若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロッ

ト版）の設計・試験的運用に向けて、既 研究から得られる知見について検討する。 
  

                                                
18) 後⸨⠊章(2013)：㒔市・地域社会調査における࣐ルチメソッド・アプローチの展開Ɇᩘ字と言葉と映像の

"ΰ合"をいかにはかるのか㸽Ɇ，社会と調査，有ᩫ閣，11 号，pp.22-32． 
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➨㸱❶ ᆅᇦの若年層ࢆᑐ㇟ࡓࡋ᪤ 研究 
 
㸯㸬ࡵࡌࡣに 
 
㸦㸯㸧ᮏ❶の࠸ࡽࡡ 

本章では、2016 年度研究における若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット

版）を設計するにあたり、地域の若年層を対象とした既 研究と若年層の意識調査につい

ての既 研究及びඛ行事例を概観する。本章の目的は、①プログラム設計のために活用し

得る若者と地域を繋ぐ取り組みの要点の検討、②プログラムに取り入れるための若者の意

識や行動の特性の理解、他地域の現状及び課題のᢕᥱである。 
 

㸦㸰㸧᪉ἲ 

 地域の若年層を対象とした既 研究については、国立情報学研究所による学術情報ࢼビ

ゲータ（CiNii）19)を主な情報源として利用し、以下のキーワードをタイトルに含む論文・

ⴭ書を収集した。キーワードは、「市民参加㸤まちづくり」「若者㸤まちづくり」20)、「若者

㸤地域づくり」21)、「若者㸤地域活動」22)を対象として抽出された文⊩リストを対象に、分

析を行った。また、若年層の意識調査についての既 研究は、領域が多ᒱに及ぶことから、

当ヱ領域の研究が積されている教育社会学、ປ働社会学、若者文化論等の代表的なඛ行

研究を対象とし、分析を行った。さらに、他地域におけるඛ行事例の中で、若者の市政参

加への提言を行なっているᮾி㒔小㔠市、若者を中心としたまちづくりの場を設定して

いる新₲県⇩市の取り組みを事例としてᢅう。 
 
 
㸰㸬᪤ 研究のືྥ 
 
㸦㸯㸧ᆅᇦの若年層ࢆᑐ㇟ࡓࡋ᪤ 研究 

2000 年代以㝆から、ゆるやかに市民参加型まちづくりの主体として「若者」への期待が

集まっている 23)。地方創生がྉばれるようになった 2014 年以㝆になると、「若者を地域に

呼び込む」「若者の地域参加・市政参加」といったキーフレーズは、全国の自治体で注目を

集めている 24)。だが、安直に若者を使おうといった考え方では、まちづくりがኻᩋする可

                                                
19) NII 学術情報ࢼビゲータ（http://ci.nii.ac.jp/）における、2017 年 3 ᭶ 15 日時点の情報。 
20) 論文 497 件、ⴭ書 45 件がヱ当した。 
21) 論文 46 件、ⴭ書 12 件がヱ当した。 
22) 論文 19 件、ⴭ書 1 件がヱ当した。 
23) 「若者」への焦点化は、地方自治研究機構の調査研究から理解できる。2014 年度にはࠗ若者を呼び込み

協働するまちづくりに関する調査研究 、࠘2015 年度には、▼ᕝ県㔠ἑ市を対象としたࠗ若年層の定住促

進による地方創生に関する調査研究 、࠘⚟県㪆Ụ市を対象としたࠗ若者が住みたくなる・住み続けたく

なるまちづくりに関する調査研究࠘に取り組んでいる。 
24) ᯇ下は、全国の自治体でつくられた地方版の総合ᡓ略のᰕが、①地方における安定した㞠用を創出す

る、②地方への新しいࡦとの流れをつくる、③若い世代の⤖፧・出産・子育てのᕼᮃをかなえる、④時

代に合った地域をつくり、安心なくらしをᏲるとともに、地域と地域を連携する、の 4 つの目標となっ

ており、その実現の㘽をᥱるのが「若者」であることを指している（ᯇ下，2016，p.17）。 
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能性も指されている 25)。 
まず、市民参加型まちづくりについて概観すると、㤫ᗞ（2005：3−4） 26)は、市民参加

型のまちづくり自体は、1960 年代ᮎより取り組まれてきたという。その㯪明期において

は、⥳地、日照ᶒ、部落改ၿ等、個別的な課題（イシュー）に対する同時多発的な取り組

みが始まり、やがてそれらが相互に収ᩡして現在の参加型まちづくりの大きな流れとなっ

たと指する。また、久（2001：27）は、「関西では㜰⚄ῐ㊰大㟈⅏を契機として住民主体

のまちづくりが当然のこととなったという感じを受ける」と指している。その理由とし

て、行政の限界を知るとともに、市民の力を実感するようになったことをᣲげている。こ

のように 1990 年代後半以㝆、市民が地域に参画することが広がり始めたのである。 
CiNii で、タイトルに「市民参加㸤まちづくり」を含むⴭ書、論文のᩘを調べると、ⴭ書

は 30 件ある。その内、1980 年代が 2 件（6.7%）27)、1990 年代が 9 件（30.0%）28)、2000
年代以㝆が 19 件（63.3%） 29)である。また、論文は、合計で 379 件発表されているが、

2000 年代以㝆が 325 件（85.8%）とᅽಽ的である。既 研究からは、市民参加型のまちづ

くりへの注目が、1998 年の NPO 法ไ定等、市民が地域に関わる㞀ቨが下がってきた 1990
年代後半以㝆、より正確に言えば 2000 年前後から高まってきたことが理解できる。 

そして、「若者」に焦点が置かれ始めたのは 2000 年代以㝆であり、かつ「地方」を対象

とした研究 30) や報告書 31)が中心である。「若者㸤まちづくり」をタイトルに含むⴭ書は

14 件ある。その内、12 件（85.7%）が 2000 年代以㝆、論文においては、99 件の内、91
件（91.9%）が 2000 年代以㝆に発表されている。また、「若者㸤地域づくり」を含むⴭ書

12 件の内、10 件（83.3%）が 2000 年以㝆、論文においては 46 件の内、実に 45 件（97.8%）

が 2000 年以㝆、さらに「若者㸤地域活動」をタイトルに含むⴭ書は 2012 年に 1 件のみ、

論文は、19 件の内、16 件（84.2%）が 2000 年代以㝆に発表されている。 
以上より、市民参加型まちづくりに関する論考がቑ加した 2000 年代以㝆において、活

動する主体のターゲットが、「若者」へ転換したことが理解できる。上記の⤖果からは、地

域の若年層を対象としたඛ行研究は十分に存在するように思われる。しかし、その多くは、

るさと協力㝲や地域おこし協力㝲、自治体の取り組み、大学教育の実践例といった事例ࡩ

報告が中心である。 
例えば、ᐑ口ら（2010）は、㎰山ᮧにおいて⤯対的に少ない若者を意図的に㒔市から㏦

り込み、新たな地域づくりのうねりを起こそうという試みが「協働の段階」の㒔市㎰山ᮧ

交流であるとし、1990 年代半ばから始まった「地域づくりインターン」はその➃緒にあた

                                                
25) ᯇ下は、若者をうまく使おうといったご㒔合主義的な発想では、若者参加によるまちおこしは、うまく

いかないし、自治体が本来取り組むべき若者政策ともずれてしまうことを指している（ᯇ下，2016，
p.17）。 

26) 㤫ᗞఙ(2005)：参加型まちづくりの技術の積と今後の展ᮃ，PL-Forum，1 号 1 巻，pp.3-10． 
27) ᆏ田期㞝編(1983)：市民参加のまちづくり：各地での試みと情報公開，ぎࡻうせい、等。 
28) ᭹部則ோ編ⴭ(1999)：まちづくりと市民参加，まちづくり市民財団、等。 
29) 2000 年代以㝆になると、タイトルに「NPO」が含まれるものもⓏ場し、市民参加と NPO・ボランティ

アが接近したことが理解できる。西ᕝⰾ・ᯇᑿ・ఀబ῟編ⴭ(2001)：市民参加のまちづくり——
NPO・市民・自治体の取り組みから，創成社、等。 

30) ᐑ口౦ᘑ他編ⴭ(2010)：若者と地域をつくる——地域づくりインターンに学ぶ学生と㎰山ᮧの協働，ཎ

書ᡣ、等。 
31) 地方自治研究機構(2015)：若者を呼び込み協働するまちづくりに関する調査研究、等。 
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る事ᴗである、と述べ、その成果を取りまとめている。また、住吉（2008）32)は、ᯇ本大

学の内閣府への「地方発の地域経済立て直し」政策コンペ政策提案書作成のプロセスを報

告している 33)。 
 しかし、それらの多くは事例を踏まえているものの「地域で若者を活動に参加させる重

要性」を課題として抽出した議論に留まっている。若者を地域へ誘う仕掛け（プログラム

の設計・運用の有用性、ጇ当性の検証等）に関する学術的な研究は極めて少なく、ഹかに

筆者らの研究 34)があるのみである。したがって、本研究における若年層向け「まち意識育

成プログラム」設計のためには、戸田市の実情に見合った事例から論点を抽出することが

必要となる。 
 
㸦㸰㸧若年層のព㆑ㄪᰝに࡚࠸ࡘの᪤ 研究 

㸯㸧若⪅のᆅᇦព㆑研究㸫ᆅ᪉ࡽ㒔ᚰ࠺ྥ若⪅ࡑࡕࡓの⫼ᬒ࡚ࡗࡄࡵࢆ 

ඛに 2000 年前後が、まちづくり、地域づくりと若者が⤖びつく転換点であることを確

認した。しかし、そのタイ࣑ングで、若者が地域へ目を向けたのかというとそうではない。

それを付けるように、高ᰯ༞ᴗのᑵ⫋、進学、大学༞ᴗ後のᑵ⫋という人生の㑅ᢥ時に

おける若者の地域㑅ᢥを対象としてきた教育社会学 35)、ປ働社会学 36)等の領域の主║は、

若者の「上ி志向」 37)に置かれてきた。これらの研究は、若者にとって、より高い教育を

受けること、仕事の場を求めることの背景に地方と㒔市部との᱁ᕪがあることを明░に示

している。つまり、若者が地域に留まるのではなく、㒔心へ向かっていくことが合理的な

㑅ᢥとされ続けてきたことを指している。ここからは、ᐑ口ら（2010）が対象とした「地

域づくりインターンシップ」の取り組みが社会的注目を集めた背景として語られる、「地方

における若者の不在」という問題の᰿深さを理解できるだろう。 
ところが、2010 年前後から、大㒔市㑹外に生活する若者の「地元志向」に着目した研究 

が発表され始めた 38)。若者の地域への意識をめぐっては、地方から大㒔市へという上ி志

向、まちづくりの文⬦では、㒔市から地方への㑏流という「⛣動」を軸に議論されてきた。

しかし、これらの研究において指される若者の「地元志向」の高まりは、⤖論的には、

若者の「人関係」「ᾘ㈝」を軸としたものであった。続けて、その点を考察する。 
 

                                                
32) 住吉廣行(2008)：「地方発の地域経済立て直し」政策コンペ政策提案書 「地域に定着する若者の育成」

とそれを支える「産・官・学連携の地域づくり」(4.内閣府提案書,第 2 部 大学改革・教育改革の

「今」)，地域総合研究，8 号，pp.205−210． 
33) その他、大学での実践報告としては、⩚多野（2014）、㝕内ら（2015）等がある。 
34) 富澤浩樹・大西律子(2015)：観光まちづくりボランティア学習プログラムの試験的運用—活動に必要な基 

礎力養成を目指した学習スキームの導入と実践を中心として，日本観光研究学会全国大会学術論文集，

30 号，pp.13-16 
35) 吉ᕝ徹(2001)：学Ṕ社会のローカル・トラック——地方からの大学進学，世界思想社、等。 
36) 中ᕝ聡ྐ(1996)：コー࣍ートからみた日本の大学༞ᴗ人口の分ᕸ変化−−ᮾிᅪの動向に着目して，人口

問題研究，52 号 1 巻，pp.41−59、中ᕝ聡ྐ(2005)：ᮾிᅪをめぐる近年の人口⛣動−−高学Ṕ者と女性の

㑅ᢥ的集中，国民経済雑ㄅ，191 号 5 巻，pp.65−78、బ⸨㤶(2004)：地域⛣動のṔྐ社会学，ᮾὒ㤋出

版社、等。 
37) ▼㯮᱁ら(2012)：「ᮾி」に出る若者たち——仕事・社会関係・地域間᱁ᕪ，࣑ネルࣦァ書ᡣ、等。 
38) 㜿部真大(2013)：地方にこもる若者たち——㒔会と田⯋に出現した新しい社会，ᮅ日新書、ὸ野ᬛᙪ

(2011)：趣味⦕からはじまる社会参加，岩波書店、等。 
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2010 年前後から地元志向の高まりが注目されるようになった 39)。それは、2008 年に内

閣府が実施した「第 8 回世界㟷年意識調査」（18 ṓ〜24 ṓが対象）において、「今住んで

いる地域が好き（地域愛着度）」と回⟅をした者が 91.3%、2003 年の第 7 回調査の 85.1%
から約 6 ポイント高くなったという報告 40)を受けた⤖果である。しかし、「第 8 回世界㟷

年意識調査」における「地域愛着度」の高さの理由は、「だちがいる」「愛着がある」「通

学、通、買い物等、生活が౽利である」と指されている。このように、各自治体のま

ちづくり主体としての若年層への期待と若年層の意識は⤖びついているとはいえない。 
具体的に若者の「地元志向」がどのように語られるのかを見ていく。㜿部（2013）は、

ᒸ山県の大学生を対象とした調査から、若者たちが大㒔市へのれをᢪくのではなく、地

元での生活を中心としていることを明らかにした。その若者たちの意識とは、地元に人

がいて、「イオン」やショッࣆングモールがあることに‶足し、大㒔市ではなく、地方に留

まることをᮃむようになったことである。また、ὸ野（2011）は、若者が、社会運動＝࣑

ッションに基づいての社会参加ではなく、趣味活動を通じた௰間との関連で社会へ参加し

ていく可能性を提示している。ὸ野は、委員を務めた小㔠市市民参加推進会議 41)では、

⬺ཎ発デモや電等のテー࣐・イッシュー次第では若者が社会運動に参加し得るが、それ

はどこかゲーム的に楽しんでいること、⾤コン等のᾘ㈝を軸にした地域イベントへ若者が

参加するようになったことも指している。 
また、࣐ーケティング・リサーチ分野でも、2010 年以㝆、関連書⡠ 42)が出版され、若

者の地元志向が社会的に注目を集めるようになった。中でも注目を集めたのは、ཎ田

（2013）、中ἑ（2014）の議論である。ཎ田は、地元で生活する若者たちの姿を 1980 年代

のいわゆるࣖンキー文化と比較し、ファッションも⢭⚄性も落ち着いた地元に集まる若者

層を「࣐イルドࣖンキー」と呼び、ᙼらの地元での「繋がり」を重視する行動パターンや

ᾘ㈝生活から、「地元志向」を読み解いている。また、中ἑは、「イオン」、「ユニクロ」等、

ある程度のᾘ㈝装置を備えた㑹外㒔市のᒃ心地のⰋさに若者たちが‶足し、地元志向が高

まっていることを指している。そして、そのようなᾘ㈝装置を備えた㑹外㒔市の姿を「埼

玉」（ᮾிでもなく関ᮾでもなく丁度Ⰻいつᶍの㒔市の比႘）になぞらえ、日本社会が「埼

玉化」していると論じている。 
これらは、若者の地域への関心が、地元での人関係への‶足度の高さ、地元がどの程

度౽利であるか、興味をᘬき寄せるテー࣐・イシューに拠ることを示唆している。つまり、

その若者の地域への関心は、いわゆる地域課題の解決を目指す地域での活動への主体的な

参加意欲の高さに由来していない点には注意が必要である。 
 

                                                
39) ὸ野ᬛᙪ(2011)：趣味⦕からはじまる社会参加，岩波書店、古市᠇ᑑ(2012)：⤯ᮃの国のᖾ⚟な若者た

ち，講談社、等。 
40) ణし、対象を 13 ṓから 29 ṓとして、2013 年に内閣府が実施した「平成 25 年度ᡃが国と諸外国の若者

の意識に関する調査」では、同項目への回⟅が 74.8%となっている点には注意が必要である。 
41) 小㔠市(2012)小㔠市市民参加推進会議（第 28 回、2012 年 2 ᭶ 10 日），

https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/seisakukeikaku/kyoudounorule/siminnsannkakaigi.files/28kaigi
roku.pdf 

42) ཎ田᭙平(2014)：ࣖンキー経済，ᗁ社、中ἑ明子(2014)：埼玉化する日本，イースト・プレス、等。 
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以上、既 研究では、2010 年代以㝆の若者の地元志向が高まってきた要ᅉとして、地域

活動への参加意欲ではなく、人・ᐙ᪘等との繋がり、ᾘ㈝を軸とした㑹外的生活のᒃ心

地のⰋさ等が」合的に関係していることが指されている。また、地域活動への参加意欲

は高くないものの、興味関心を持ちうるテー࣐やイシューであれば、地域活動へ参加する

可能性も提示されている。このような若年層の特性は、2016 年度研究において定義した

「まち意識」とも通ᗏしている。その意味で、若者の意識調査についての既 研究は、若

者を地域に誘う、若者と地域を繋ぐ仕掛けづくりに向けての重要な知見を示している。だ

が、それらは社会調査、࣐ーケティング手法を用いた知見の提示が目的であり、その知見

を実践に応用・転用した実証研究はⓙ↓である。それゆえ、本研究における若年層向け「ま

ち意識育成プログラム」（パイロット版）は、既 研究から得られた若者の意識の特性と関

連する知見を組み込み、それを実践する試みとして意義が見出せる。 
 
 
㸱㸬⮬య➼のඛ⾜ 
 

地方創生の流れを受け、近年では、「若者の地域参加」を༳に、その推進に向けたᑂ議

会を開ദし施策決定する自治体が全国にቑえている 43)。一例をあげれば、ᒸ山市、⚄戸市、

༓葉市、ி後市、ி㒔市区、ᮾி㒔小㔠市等、ᪧ来の山間部、地方の人口ῶ少に直

面した地域のみならず、大㒔市周辺の地域でも取り組まれつつある現状である。 
その中でも、ᮾி 23 区の周⦕に位置づく小㔠市では、2005 年から市民参加推進会議

を㝸᭶ペースで、2016 年までに 46 回、開ദしてきた。そして 2015 年には、今後の若者

の市政参加を推進する具体的な方針として、短期的課題に対応する「若者中心のワークシ

ョップ」、中期的課題に対応する「若者討議会」、長期的課題に対応する「若者分科会」を

設置する提言を行った 44)。 
また、若者の地域参加に積極的に取り組んでいる地域に、「つばめ若者会議」45)を立ち上

げている新₲県⇩市 46)があげられる。「つばめ若者会議」は、2012 年、若手⫋員有志 15
名で検討を開始し立ち上げられた。その活動は、⇩市を楽しくしたいとの思い、まちのた

めに必要なこと大ษなことを創造し、主体的に動こうという気持ちを持った若者が集まり、

「理想とする⇩市のᑗ来像を実現するためのアイデアを考える」「若者のまちづくりに対

する意識の醸成」「若者同士の交流による「つながり」の強化」を目的とし、情報発信も含

め、⢭力的に取り組んでいる。具体的には、山崎ு氏が代表を務める「studio-L」にファ

シリテーターを依頼し、᭶ 1 回のワークショップを開き、起ᴗ支援、ものづくり、┳取り、

                                                
43) ࠗガバࢼンス （࠘2016 年 5 ᭶号）では、「若者�地域—若い力を地域づくりに活かす」というテー࣐で、

人口ῶ少、少子高㱋化が進展する中で、若者が地域づくりにかかわり、活気を生み出している地域のቑ

加を踏まえ、その現状と課題を探る特集を組んでいる。 
44) 小㔠市(2015)：提言本文「若者の市政参加」を推進するための具体的な方策について，

https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/seisakukeikaku/kyoudounorule/teigen.files/5teigen.pdf 
45) つばめ若者会議（http://tsubame-wakamono.com/） 
46) 平成 29 年 2 ᭶ᮎ現在の人口は、81,162 人。面積は、110,96 、人口ᐦ度は、719.3 人/で新₲市に

次いで県内 2 位。 
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場づくり、࣐ップづくり、食、イベント、子育て、スポーࢶの 9 つのチームに分かれてア

クションプランをまとめる活動を行なっている 47)。また、2016 年には活動のᖜを広げ、

「つばめ若者会議」の次世代メンバーの育成を目的としたプロジェクト、「⇩（エン）ジョ

イ活動部」を立ち上げ、15 ṓから 29 ṓのメンバーをເ集し、ガイダンスと交流イベント

に始まって活動内容のアイデア出し、ブラッシュアップ作ᴗ、アイデアの発表、実行等を

行い、自分たちで楽しみながら活動を行なっている 48)。「つばめ若者会議」からは、地域

外のファシリテーターをᣍき、若者を地域に⤖びつけるという特徴、若者が興味関心をᢪ

くテー࣐・イシュー、ネー࣑ング等で参加を促進するという工夫が読み取れる。 
上記の他にも、一例を示したように、若者の参加を促した地域活性化の取り組みを実践

している自治体は見られるが、それらの取り組みは➃緒についた段階である。それゆえ、

その取り組みを踏まえ、「いかに若者を地域へ誘うか」というᡓ略・仕掛けについての研究

は、今後展開されると思われるが、現状ではほࡰ見られない。 
 
 
㸲㸬ࡵࡲ 
 

以上、地域の若年層を対象とした既 研究、若年層の意識調査についての既 研究、他

自治体等のඛ行事例について確認してきた。地域の若年層を対象とした既 研究において、

若者の有効な地域への誘い方、地域との接点作りの仕掛け方に着目した実証研究はഹかで

あること、若年層の意識調査についての既 研究においては、重要な知見は提出されてい

るものの、それを実際に現場に応用した研究がⓙ↓であること、他自治体のඛ行事例にお

いては、ඛ㥑的な取り組みの紹介はなされるものの、そのᡓ略・仕掛けについての研究は

まだ積されていない現状であることを確認した。 
このような状況下において、若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット版）を

設計するためには、特徴的な事例を取り上げ、そこから枠組みを抽出し、戸田市に応用す

ることが重要となる。そこで次章では、他地域で取り組まれている若者を地域に呼び込む

様々な実践事例の中から、若者と地域の方への効果を生み出している 2 つの事例研究を

行う。その 1 つは、ᰣ木県を中心に「若者の力を活かして地域課題を解決する」ことを目

途にさまࡊまなプログラムを展開している NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワ

ーク、もう 1 つは、一般社団法人地域力発᥀サポートネット・目白大学共同プロジェクト

である。このプロジェクトの中で、埼玉県さいたま市岩槻区の住民主導型イベント「人形

のまち岩槻まちかど雛めぐり」の関連事ᴗとして、5 回にரって実施された交流サロンプ

ロジェクト「ほっとステーションプロジェクト」の取り組みを取り上げる。 
 
  

                                                
47) 「つばめ若者会議」が 1 年がかりでまとめたアクションプランを「つばめ若者大会議」で発表、約 200

人が参加（http://www.kenoh.com/2014/04/28_wakamono.html 最終アクセス日：2017 年 3 ᭶ 15 日） 
48) ⇩市長定例記者会見、若手㎰ᴗ者の௰間づくり支援やつばめ若者会議が「⇩（エン）ジョイ活動部」始

動（http://www.kenoh.com/2016/05/31_kaiken.html, 2017/3/15） 
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➨㸲❶ ᆅᇦにおける若⪅ࢆᆅᇦにࡧ㎸ࡳ⤌ࡾྲྀࡴの研究 
 

第 3 章で確認した通り、既 研究から若者を地域に呼び込む具体的な方策を得ることが

難しい。そこで、本章では、筆者らのこれまでの研究の中で見出した特徴的なඛ行事例を

取り上げる。対象と目的は以下の通りである。１つ目の事例は、課題解決のために若者の

力が必要な地域・企ᴗと「何かやってみたいけれども、どうしたらよいかわからない」と

いう若者を繋ぎ、「若者の力を活かして地域課題を解決する」ことを目途とし、活動を展開

している NPO 法人とちぎユースサポートネットワークである。2 つ目の事例は、地域イ

ベントを通した若者と地域住民の交流を通して、学生の成長、地域住民への気づきに関す

る効果検証を継続的に行なってきた、一般社団法人地域力発᥀サポートネット・目白大学

共同プロジェクトである。 
この 2 つを事例とした理由は、前者については、若者の多様性に応じたプログラム展開

とその工夫から本研究への示唆が、後者については、埼玉県さいたま市岩槻区の住民主導

型イベント「人形のまち岩槻まちかど雛めぐり」の関連事ᴗとして 5 回にரって実施され

た交流サロンプロジェクト「ほっとステーションプロジェクト」を通じた知見から、本研

究への示唆が得られると考えたためである。以上を踏まえ、本章は、この 2 つの事例研究

から得られる知見を本研究における若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット版）

の設計と試験的運用に活かすことを目的とする。 
 

㸯㸬NPO ἲேࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢬ࣮ࢱ࣮࣏ࢧࢫ࣮ࣘࡂࡕ㸦Ᏹ㒔ᐑ㉳Ⅼのάື㸧の 

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

 
㸦㸯㸧⫼ᬒ・目ⓗ・᪉ἲ 

㸯㸧⫼ᬒ・目ⓗ 

本節では、2016 年度研究において実施体ไメンバーとして、アドバイࢨー等の協力を௮

いだ、NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワーク（以下、ユースと表記）の取り組

み事例を取り上げる。ユースの特徴を整理すると、次の 3 点にまとめられる。①地方自治

研究機構が、全国の市⏫ᮧがᢪえている地域での若者の不在という問題に対する取り組み

事例を取りまとめたࠗ 若者を呼び込み協働するまちづくりに関する調査研究 （࠘地方自治研

究機構，2015）において、現地調査事例とされた 7 つの団体の中の 1 つとして取り上げら

れるほどの実績を有していること、②地域課題の解決を目的とするユースが「何かやって

みたいけれども、どうしたらよいかわからない」という若者をターゲット層とし、若者の

地域への関心を高める仕掛けを展開していること、③若者の段階や志向性に応じたᖜのあ

るプログラムを提供している、の 3 点である。これらユースの特徴は、若年層の潜在的な

「まち意識」の育成を目的とする 2016 年度研究において、どのようにすれば「地域への

おࡰろげな関心を持っている層が動き出すきっかけを提供することができるか」を検討す

る上で、十分に意識しなければいけない点である。 
以下では、ユースの取り組みの背景、目的をᢕᥱし、若年層への仕掛けの要点をᘬき出

し、若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット版）の設計・実施に向けたアイデ

ィアを探ることを目的とする。  
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㸰㸧᪉ἲ 

以下では、①ユースの事務局長古河大輔氏へのインタビュー及び若年層向け「まち意識

育成プログラム」（パイロット版）実施時における同氏への参与観察、②ユースからの提供

資ᩱ及び文⊩資ᩱにもとづいて、プログラムの設計・実施に向けたアイディアを見出すこ

ととする。 
  

表 4-1-1 ʙ例ᄂᆮの૾ඥと૰ 

① ʙѦޅᧈ・Ӟඕ大᠒൞ồのインタἥἷーᛦ௹及び参ɨᚇݑ 

インタἥューᛦ௹ 2016 年 ᵕ 月 15 日、8 月 25 日、9 月 20 日、201ᵕ 年 2 月 13 日、3 月 3 日 49) 

参与観察 
古ඕ൞がファシリテーターをਃ当した 2016 年 11 月 21 日、28 日の若年層向け「まち意識育

プログラム」（「とだプラス」ワークショップ） 

② 提供૰・૨ྂ૰ 

提供資૰ 
とちẩἸースἇἯーターἌネットワーク年次報ԓ（2011 年度〜2015 年度）、とちẩἸースἇ

ἯーターἌネットワーク行動ਦᤆ（2016 年 5 月） 

૨ྂ資૰ 
地方自ᄂᆮ機ನ(2015)：若者を呼び込みңするまちづくりに関するᛦ௹ᄂᆮ、その他、メ

ディアਫ਼᠍記事等 

 
 構成は以下の通りである。ඛず、（２）ユースの概要、（３）活動背景、（４）メディア掲

㍕等からみる注目度、これらについて概観した後、若者を地域に呼び込むための（５）ユ

ースの活動方針、（㸴）活動・提供プログラムの特徴をまとめ、最後にそれらから抽出され

た（㸵）若者を地域に呼び込み、繋ぐための要点を提示する。 
 
㸦㸰㸧ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢬ࣮ࢱ࣮࣏ࢧࢫ࣮ࣘࡂࡕのᴫせ 

ユースの活動拠点は、ᰣ木県Ᏹ㒔ᐑ市である。Ᏹ㒔

ᐑ市は、人口 518,594 人、面積 416.85 ࠗ 平成 27 年

国勢調査 、࠘ᰣ木県の中༡部に位置する、関ᮾ最大

の㒔市である。明治 17 年の県ᗇ設置以㝆、県内の政

治・経済の中心地となっている。 
ユースは、௵意団体として 2008 年 7 ᭶ 11 日設立、

2010 年 4 ᭶ 1 日に法人化し、NPO 団体として㸵年

経過している。2016 年 3 ᭶ 31 日時点のスタッフは

常 3 名、非常 3 名、会員ᩘは合計 147 名であり、

その内ヂは、運営会員 58 名、㈶助会員（個人）32 名、

㈶助会員（企ᴗ／団体）13 団体／社、チࣕレンジ会

員 44 名となっている 50)。 

                                                
49) なお、上記のインタビュー調査を総合した古河氏の考えを記したため、本文中では具体的なインタビュ

ー日時等の情報を省略した。 
50) 運営会員は、総会での議決ᶒを持ち、団体の運営に関わることができる会員（会㈝ 5,000 ／年）。㈶助

会員は、総会での議決ᶒはなく、団体の活動と若者の成長を応援するサポーター（会㈝ 個人：1 口 
5,000 ／年、団体 A：1 口 100,000 ／年、団体 B：1 口 50,000 ／年、団体 C：1 口 10,000 ／

年）。チࣕレンジ会員は、39 ṓ以下の若者で社会的活動に興味のある方を対象とした会員資᱁で、ユー

スのプログラムに参加するために必要となる（入会㔠 500 （Ọ年有効）。チࣕレンジ会員という資᱁

がユース独自の若者を呼び込むための工夫である。 

図 4-1-1 ஙჄܢᣃܷࠊのˮፗ 
 （地ྸᨈႉ地図より˺成ם）
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ᙼらの「目指すべき社会（Vision）」は「それぞれの強みや㐪いを活かし、繋がり合い、

主体的にᮍ来を創る行動にあࡩれた社会」を目指すこと、「社会的使（Mission）」は「若

者の力を活かし、地域の課題解決／活性化を加㏿させる」ことである（図 4-1-2）。 
これらに基づき、若

者と地域を繋ぐプログ

ラム・事ᴗを多ᩘ用意

し、活動を展開してい

る。ඛ述の通り、このよ

うな活動が評価され、

近年では、国や地方自

治体、各種メディア等

からも若者と地域を繋

ぐ NPO として注目さ

れている（地方自治研

究機構（2015）等）。 
 
㸦㸱㸧ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢬ࣮ࢱ࣮࣏ࢧࢫ࣮ࣘࡂࡕのάື⫼ᬒ 

ユースの社会的使は、「若者の力を活かした地域課題の解決／活性化」である。この使

の背景は、①地域がᢪえる課題と②若者の「動き出し」に対する意識の 2 つの側面に関

係する。 
まず、地域がᢪえる課題についてである。古河氏は、現代社会において各地域が直面せ

るを得ない課題を解決することの重要性への認識がある、という。具体的には、現在のࡊ

日本社会は、人口ῶ少、ప経済成長社会、少子高㱋化を㏄えた⦰㏥社会に✺入しており 51)、

地域には、㞠用、᱁ᕪ、子育て、コ࣑ュニティ等における社会課題が山積している 52)、と

いう。 
次に、若者の「動き出し」に対する意識についてである。内閣府によるࠗ社会意識に関

する世論調査࠘53)における「社会への㈉⊩意識」の回⟅⤖果を見ると、2001 年には、20〜
29 ṓで 50.8%、30〜39 ṓで 59.2%であったが、2017 年には 18〜29 ṓで 63.5%、30〜39
ṓで 65.2%と上᪼している。だが、総務省統計局によるࠗ平成 23 年社会生活基本調査࠘54)

                                                
51) こういった議論の中で社会的インパクトを与えたものとして、日本創成会議が 2014 年 5 ᭶に発表した

「ᾘ⁛可能性㒔市」に関する報告を想起されたい。 
52) 例えば、中小企ᴗᗇによるࠗ地域課題を解決する中小企ᴗ・NPO 法人 100 の取組 （࠘2015 年）では、地

域課題を、①子育て支援、コ࣑ュニティ活性化等、「少子高㱋化」、②ᗣ⟶理、་⒪等、「ᗣ・་

⒪」、③介ㆤ支援、㞀がい者⚟♴等、「介ㆤ・⚟♴」、④ᑵປ支援、教育等、「㞠用人材育成」、⑤省エネル

ー、ᗫᲠ物ฎ理等、「省エネ・リサイクル」、ն㎰ᴗ活性化、新産ᴗ創造等、շ「地域産ᴗ」、そのほࢠ

か、「」合的な課題」の領域に分類し、事例を紹介している

（http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/H27/PDF/150617jirei2.pdf）。 
53) ࠗ社会意識に関する世論調査࠘は、社会や国に対する国民の基本的意識の動向を調査し、広く行政一般

のための基礎資ᩱとすることを目的に、（1）国や社会との関わりについて、（2）社会の現状に対する認

識について、（3）国の政策に対する評価について、を主な調査項目とし、毎年実施されている

（http://survey.gov-online.go.jp/index-sha.html）。 
54) ࠗ社会生活基本調査࠘は、統計法に基づく基ᖿ統計ࠗ社会生活基本統計࠘を作成するための統計調査で

あり、生活時間の配分やవᬤ時間における主な活動の状況等、国民の社会生活の実ែを明らかにするた

めの基礎資ᩱを得ることを目的に 5 年ごとに実施されている。直近では 2016 年に第㸷回調査が実施さ

図 4-1-2 とちẩἸーἋἇἯーターἌットワークの概要 
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におけるボランティア参加率を見ると、20〜29 ṓで 18.9%、30〜39 ṓで 26.1%であり、

「何かやってみたい」と思っていても、実際に活動をしている人は少ない現状がある。 
古河氏は、この背景を踏まえユースの現状認識を以下のように指する。一方の軸には、

地域課題が山積した、行き場のない地域の現状があり、もう一方の軸には、地域で動き出

したいが、場所が見つからない若者の現状がある。そして、地域と若者のこの現状を解き

ほぐすと、課題解決のために若者の力を必要としている地域があり、他方、活動の場を求

めている若者が存在している。地域は若者を欲し、若者は活動の場を欲しているけれども、

両者が自然発生的に接続することはない。それゆえに、ユースの社会的使である、「若者

の力を活かした地域課題の解決／活性化」は、この࣑ス࣐ッチをపῶさせ、若者と地域を

繋ぎ、地域の課題解決を図ることが目的である、と言い換えることができる 55)。 
ユースの活動は、「地域には、これからの時代を担い、ᮍ来をษりᣅく若者が足りない」

と若者不足をჃくのでもなく、「地域には、若者の力を生かし、育む土ተがない」と若者の

受け─がないことをᢈุするのでもなく 地域に新しいⱆが次々生まれる土ተをつくるこ

とを目指し、「若者」の可能性を信じ、若者と地域を繋ぎ、地域課題を解決する多様な仕掛

けを提供、実践している点が特徴である。このような形で、「地域と若者の࣑ス࣐ッチのప

ῶ」という目標を掲げるユースは、地域と若者を繋ぐ、すなわちコーディネート及び࣐ッ

チング機能を果たしている。 
 
㸦㸲㸧ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢬ࣮ࢱ࣮࣏ࢧࢫ࣮ࣘࡂࡕの࣓ࢹᥖ㍕➼ࡳࡽるὀ目ᗘ 

ユースのメディア掲㍕ᩘは、図 4-1-3 に示した通り、2014 年度は 22 件であったが、2015
年度には 40 件とほࡰಸቑしている。2015 年度のメディアに掲㍕された記事の内容で目立

つのは、若者を活用した地域課題の解決、地方の若者支援に取り組むඛ㥑的団体という位

置づけである 56)。 
2015 年度のメディア掲㍕ᩘのቑ加は、ᰣ木県を離れてᮾிで生活している若年層をタ

ーゲットにした UIJ ターン促進事ᴗ「はじまりのローカルコンパス」（章ᮎの参考資ᩱ・

紹介 6 を参照）に取り組み始めたことが大きな要ᅉである。それは、ᰣ木県内ではな

く、県外での取り組みとなったこの事ᴗを通じて、ᰣ木県に限らず、全国的に発信される

情報メディアへ掲㍕される等、そのᖜが広がったためである。その⤖果、2014 年度まで

は、地元の「下野新聞」を中心に「ᮅ日新聞」「読新聞」「産経新聞」、雑ㄅ、web メデ

ィア等にその取り組みが掲㍕されてきたが、2015 年度以㝆、ユースへの注目度は、ᰣ木

県内のみならず全国へと広がりつつある。 

                                                
れたが、2017 年 3 ᭶ 15 日時点では⤖果が公表されていない

（http://www.stat.go.jp/data/shakai/2016/）。 
55) 代表の岩氏は、「若者のことだけを考えるのではなく、地域に受け─を作らなければ事ᴗは成立しな

い。力を活かしたい若者と、課題解決に⇕心な地域とをつなぐからこそ、方が生きる」（地方自治研究

機構，2015：15）と語っている。 
56) 主なメディア掲㍕は、雑ㄅ：ࠗ ソトコト （࠘2014 年 11 ᭶号，12 ᭶号、2016 年 3 ᭶号）、ࠗ 社会教育࠘

（2015 年 6 ᭶），ࠗ のんびる （࠘2017 年 3 ᭶）等、web：「ココロココ」（2015 年 9 ᭶ 25 日、2016 年 1
᭶ 21 日）、「࣐チコࣀコト」（2015 年 11 ᭶ 12 日）等、ラジオ：「TOKYO FM」（2015 年 12 ᭶ 8 日）

等。また、全国の若者支援に取り組む好事例を取りまとめた、地方自治研究機構(2015)：若者を呼び込

み協働するまちづくりに関する調査研究、現代社会の新たな社会づくりの実践について紹介しているỤ

口ኴ㑻他(2016)：日本のシビックエコ࣑ࣀー――⚾たちが小さな経済を生み出す方法࠘フィルムアー

ト社、等でも紹介されている。 
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ところが、2016 年度に

なるとユースでは、当初

と比べ、メディア掲㍕の

重要性がప下したとい

う。社会的認知度や信頼

性を高めるという点で

は、メディアを通した情

報発信の情報ᣑᩓのメリ

ットは確かにある。しか

し、௬に新聞に情報が掲

㍕されても、ターゲット

となる若者が新聞を読ん

でいない等、メディアと

ターゲットとのࣕࢠップ

が生じているという。このことはユースは、活動を継続する中で、人を集める＝「㔞」を

重視するステージから、どのような人を支援できるか＝「質」を重視するステージへ⛣行

しつつあることを意味する。 
この姿勢の変化は、ユースの目的である「若者の力を活用して地域課題を解決する」こ

とを再確認する中で生じている。つまり、「若者」を呼ぶことではなく、最終的に「地域課

題の解決」に㈉⊩することが目的であり、そのために、ターゲットとなる「若者」に適ษ

に情報が届けていく、という姿勢が⫢要なのである。 
 

㸦㸳㸧ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢬ࣮ࢱ࣮࣏ࢧࢫ࣮ࣘࡂࡕ⾜ືᣦ㔪 

ඛのメディアᡓ略の変化は、ユースの「行動指針」と重ねて考えることもできる。2016
年 5 ᭶にユースでは、活動のᖜが広がる中で、目的を再確認するために、スタッフ間で「行

動指針」について議論し、決定したという。 
ユースの具体的な「行動指針」及び「目指すべきスタッフの姿」を示したものが図 4-1-

4 である。ユースは、若者に対して常にチームで対応し、出会いの場を提供し、成長を促

すこと、そのために若者の可能性を信じること、ユースのみが活動の⯙ྎではないことを

伝え、囲い込まないことを行動指針とし、若者の支援を行なっている。その要点は 4 点に

大別できる。 
第 1 は、個人ではなくチームで対応することである。具体的には、」ᩘのスタッフが若

者を支援していくスタンスの現われであり、例えば、あるスタッフが若者に注意や指を

した際には、それを共有し、別のスタッフがフ࢛ローに回る等して、スタッフ一人が㈐௵

を背㈇いすぎないようにする工夫を意味している。 
第 2 は、若者の成長を促すため、様々な人との出会いを設けることである。具体的には、

ユースではフ࢛ローできない場合や紹介したいロールモデルがいれば、若者のネットワー

ク・考え方のᖜを広げる支援を行うことを意味している。 
第 3 は、若者の可能性を信じることである。「何かしたいけれども、どうしたらⰋいかわ

からない」と思い、ユースのᡬを開いた若者の主体性のⱆを₽さないためにも、スタッフ

「ͤとちぎユースサポーターズネットワーク年次報告書」（2011 年度〜2015 年度）
より作成 

図 4-1-3 とちẩἸーἋἇἯーターἌットワークのἳディỴਫ਼᠍ૠのਖ਼ᆆ 
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が若者と向き合い続ける姿勢を意味している。 
第 4 は、若者を囲いこまないことである。大学༞ᴗ、ᑵ⫋、⤖፧等、様々なライフイベ

ントが生じる若者に対して、ユースに関わった以上、継続的にユースで活動するべきとし

てしまうのではなく、ユースの活動から離れること、ᰣ木県以外の場所で活動することも

支援していくという姿勢である。それが、「ᕢ立ち・ᕢ立たせる」57)という行動指針に現れ

ている。 

 
 以上を踏まえ、ユースが具体的にどのような意図を持ち、プログラムを提供しているの

か、そして、そこから見出される若者を地域に呼び込むためのポイントを提示する。 
 

㸦㸴㸧ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢬ࣮ࢱ࣮࣏ࢧࢫ࣮ࣘࡂࡕのάື 

ユースは、ᩘ多くのプログラムを提供しているため、そのすべてを⥙⨶的に紹介するこ

とは難しい 58)。そこで、本研究では、3 つの基準を設けて、対象とするプログラムを㑅定

した。 
その基準は、①大学生や社会人等の若年層を対象としていること、②「何となく地域に

関わりたい」「仕事として取り組みたい」といった多様な層を対象としていること、③地域

課題への関心を高める、地域と関わるきっかけの提供、解決に向けた活動への支援に通じ

ていること、の 3 点である。  
この基準で㑅定したプログラムの事ᴗ名は、「インターンシップ事ᴗ」「起ᴗ・創ᴗネッ

トワーク事ᴗ」「中小企ᴗの人材確保・定着支援」「地域担い手定着支援」「その他」の 5 つ

となった。そして、それぞれの事ᴗにヱ当するプログラム 9 つ 59)を㑅定した（図 4-1-5）。 
                                                
57) 岩氏は、ユースの活動の一つである「GENBA CHALLENGE」に関して、「1 人の参加者が長期間に

わたって取り組む点が特徴であり、そこをᕢ立った若者が、その後の活動−−−−現在に活動に活かすこと

こそが「㘽」である」（地方自治研究機構，2015，p.25）と指している。 
58) ユースの取組の何に注目するかによって、取り上げるべきプログラムは異なる。例えば、地方自治研究

機構（2015）では、インターンシップに注目しているため、「GENBA CHALLENGE」を取り上げてい

る。また、Ụ口他（2016）では、「はじまりのローカルコンパス」を取り上げている。 
59) 各プログラムの詳細は、章ᮎのプログラム紹介を参照されたい。 

ᘍѣਦᤆ 

目ਦすỔẨ 

Ἃタッフのۋ 

１ώਪを自ら体現し、地域と若者へ未来をༀらせるἓーム 

２ώኵጢ内外をբわẵ、地域の資源と連携し、多ಮ性・個のᢌい・ࢍみを活かすἓーム 

３ώ地域・若者・事業パートἜー、そして自分たち自៲のᧈをᡙ൭するἓーム 

Ṻスタッフとしての心ನえ 

ミッションをࠝに意識し、地域課題にദ直ɫつᛗ実に対応する。ڂやあらỡるኺ᬴を学びに
変え、自分たちのᧈと地域に活かしていく 

Ṻ若者との関わり方 

若者を一人のẒ個ẓとして向き合い、ݭ重し、 その声・想いをӖけഥめる、ߺ立ち・ߺ立たせる 

Ṻありたいۋ 

プロフỹッショἜル意識をਤちዓけ、自分にも他人にもᨂမをつくらない。何を൭められているか
を考える 

Ṻἓームメンバーとして 

 メンバーを̮᫂し、яけ合い、言いづらいことも言えるἓーム、個々のࢍみを᭗め、ࢊみをᙀい、
ἓームとして連携・連動していく 

図 4-1-4 とちẩἸーἋἇἯーターἌットワークのᘍѣਦᤆ（ਦᤆのỚ） 
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 図 4-1-5 ஜᄂᆮで対ᝋとẲた「ᒉ者と地域」に関̞するプログラム一ᚁ 

  
2016 年度研究で行う、若年層を対象とする「まち意識育成プログラム」（パイロット版）

の設計と試験的運用に向けては、地域活動への関心を持ち始めた人や地域活動を継続して

いる人等、多様な層に対して、どのような仕掛けが可能となるのかを検討する必要がある。

そこで、対象とした 9 つのプログラムについて、その内容・目的・対象を踏まえて、プロ

グラムの分類を行った。 
プログラム分類の基準の一つは、ձᆅᇦの関ࡾࢃ᪉のࣞࣝ࣋にࡼるศ㢮である。具体

的には、地域課題を認識する段階から地域課題の解決に向けた行動を行う段階の 4 段階で

分類される。もう一つはղάືのᚿྥᛶのࣉࢱにࡼるศ㢮であり、地域でのボランティ

ア活動等の「地域活動志向」と事ᴗを視野に入れた「ビジネス志向」の濃ῐで分類される
60)。この 2 つの分類を重ね、ユースのプログラムを࣐ッࣆングしたのが図 4-1-6 である。 
ユースのプログラムを࣐ッࣆングした⤖果、その特徴は以下の 2 点にまとめられる。そ

の第 1 は、ユースが、若者の段階に応じたプログラム提供を行っていることである。例え

ば、地方自治研究機構（2015，p.17）の記述によると、「GENBA CHALLENGE」は、学

生が実践的な社会経験とᖌ（ロールモデル）と出会えることが大きな特徴であり、自ら

も成長を続ける事ᴗᐙや経営者の元で、プロジェクトに参画し、目標にᣮᡓし、社会に「価

値」を想像するスキルと࣐インドを身に付けることが可能となる。事ᴗは県内を中心に（一

部県外）実施されており、インターンシップへの参加を通じ「ࠗ ᰣ木で働く࠘を実感する」

ことも目的の一つとなっている。ᰣ木をよりᬽらしやすく、より面白く−−−−地域の仕事づ

くりへのᣮᡓがテー࣐として掲げられているとされる。 
 しかし、「GENBA CHALLENGE」は、図 4-1-6 で見ると、Level 4 段階に位置づけら

れており、決して、ㄡもが参加できるものではない。この点に対して、古河氏は、「GENB
A CHALLENGE」は、「何となく何かをやってみたい」という若者の第一歩目の活動とし

て捉えられていないと指する。その理由は、ユースにおいては、「課題を認識する段階」

「自分でチࣕレンジする段階」「課題の解決に向けて活動を継続する段階」で若者を捉えて

おり、「課題を認識する段階」の若者には、「GENBA CHALLENGE」はハードルが高く

なるためであるという。そこで、「何となく何かやってみたい」という若者に対しては、

                                                
60) 「地域活動志向」と「ビジネス志向」はまったく対立するわけではなく、「地域活動」を通して地域課題

をビジネス手法で解決するソーシࣕルビジネスという展開も想定していることを付言しておく。

「iDEAĺNEXT」はその代表例として位置づけられる。 
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興支援のボランティア活動である「FukuFuku」や「ワークキࣕンプ」等を່めるという。

若者がそのような入り口的位置づけとなるプログラムを経験する中で、地域への課題意識

や共に参加した若者や出会った人たちに刺激され、自己成長への思いを強くし、自分でも

チࣕレンジしてみたいと感じた後に、「GENBA CHLLENGE」等、次のステージのプログ

ラムへ参加する段階になることを見Ᏺるのが、ユースの特徴である 61)。 
第 2 は、ユースが若

者の志向性のᖜに対

応してプログラムを

提供していることで

ある。例えば、「GEN
BA CHALLENGE」

は、大学生を対象 62)と

していることもあり、

インターンシップを

通して「地域課題を知

りたい」という若者や

「キࣕリアを考えた

い」という若者等、参

加する若者の目的の

多様性に対応してい

る。ここで、地方自治

研究機構（2015，p.1
7）でも取り上げられている「iDEA→NEXT」の例を見ていきたい。「iDEA→NEXT」は、

社会をよくする若者のアイデアプランコンテストであり、「とちぎの新しい物語をつむぐ」

をテー࣐に、若者のアイディアの孵化を、ᰣ木県内の実践者や経営者が約 3 か᭶間、క㉮

者となり☻いていくという、地域に᰿ࡊした地域のための事ᴗと紹介されている。ユース

では、このコンテストをビジネスグランプリではなく、「ソーシࣕルアクションへの入口」

と位置づけており、起ᴗしたい人（ビジネス志向）のみに対象を限定していない。そのた

め、「iDEA→NEXT」は、図 4-1-6 で見ると、「地域活動志向」と「ビジネス志向」の方

に広がるプログラムとして位置づいている。 
以上を要約すると、ユースの特徴は、①それぞれのプログラムを、若者の「段階」に応

じて提供すること、②若者の「志向性」に応じて提供することである。この対応は、「地域

の課題解決に㈉⊩するプロセスで、⤖果として若者個人の成長もサポートすること」をユ

ースの目標としているために必要なことである、と古河氏は指する。それは、若者と言

っても個人の地域への関心、これまでの活動経験、ᑗ来的にユースの活動を通して、ビジ

ネスに繋げたいのか、キࣕリアデࢨインの一つとしたいのかといった点も多様であり、そ

                                                
61）つまり、「GENBA CHALLENGE」に参加したいという学生がユースに来た場合、その学生の段階によ

っては、別のプログラムを提供することもある、ということである。 
62）大学生を対象としているが、社会人でも参加可能である。 

図 4-1-6 ᒉ者の地域ồのᛔẟ૾ 
㛈ᒉ者のٶ様ࣱử視にλれたプログラムのἰッἦング㛈 
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のどれが正解とは言えないためである。それゆえに、「何となく何かやってみたい」という

若者には、その段階に見合った Level 1 のプログラムを提供し、また同じ段階であっても、

「地域活動」と「ビジネス」のいずれを優ඛするかという志向性に応じて、異なるプログ

ラムを提供することで、若者が地域と関わる機会を提供している。 
では、若者はどのようにしてユースのプログラムに参加するのだろうか。「GENBA 

CHALLENGE」を例にすると、参加のステップは、Step1〜4 までの 4 段階となる。その

段階を示したのが、図 4-1-7 である 63)。 

 
図 4-1-7 からも理解できるようにユースでは、「学生への告知」の後に、「エントリー」

をすれば参加可能とはなっていない。参加以前に、ユースでの「面談」、受入ඛの面談、事

前研ಟ・オリエンテーションという段階を経て、実際のプログラムへの参加が可能となる。

学生、受入ඛ等の関係者の同意を得るという丁寧な対応もユースの特徴である。 
以上のユースの取り組みを支える上で、①ターゲットとなる若者の興味関心をᘬき出し、

また若者の目に届く情報発信の工夫、②若者と向き合いつつ、その受け入れඛとなる行政・

企ᴗ・地域の理解を得て、方のᶫΏし＝コーディネートを行っていることが重要である。 
㸦㸵㸧若⪅ࢆᆅᇦにࡧ㎸ࡵࡓࡄ⧄ࠊࡳのࢺ࣏ࣥ 

ここまで、ユースの「若者の力を活かした地域課題の解決」という目的を㐙行するため

に、「情報発信」「プログラム」について概観してきた。「情報発信」においては、どのよう

なメディアに、どのような目的で情報を公開するのか、すなわち、ターゲットとなる若者

にどのようにすれば、より的確に情報が届くのかが重要であった。また、「プログラム」に

ついては、若者の意識の多様性、段階を踏まえた上での働きかけ、アプローチが重要とさ

れていた。そしてユースでは、行政や企ᴗ等と連携しながら、活動を展開している。 
以下では、このユースの取り組みから見出される本研究における若年層向け「まち意識

育成プログラム」（パイロット版）の設計に有用となるポイント（「若者を地域に呼び込み、

繋ぐためのポイント」）について、「若者の特性を踏まえた働きかけ・アプローチ」「若者に

                                                
63) 地方自治研究機構（2015，p.19）をもとに作成。 

学生に対して、プロジỹクトの説明とѪ集を行う。ԓ知には、Ἰース自らが

ᢃփする ᵵᶃᶀ ἇイト「ᵱᵭᵸᵭ（ἏỸἐỸ）」をɼに活用している 

上記ἇイトから学生自៲がỺントリーシートをダỸンローἛし、Ἰースに 

ᡛ˄する（メールช˄も可能） 

Ἰースにおける面ᛩを行う 

Ӗ入先˖業において学生の面接を行い、両者の合意ができればインタ

ーンシップをスタートする 

インターンシップのൿ定後、事前ᄂ̲とỼリỺンテーションを実施する。 

このほか、中᧓報ԓやௐ報ԓ会への参加も必᪰である 

Step１ 
学生ồのԓჷ 

Step２ 
Ỻントリー 

Stepᾂ 
学生との᩿談 

Stepᾃ 
Ӗλέの᩿談 

Step５ 
ʙЭᄂ̲・オリỺンテーション 

図 4-1-7 ἸーἋにおけるᒉ者の参加Ἃテップ（GENBA CHALLENGE） 
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届く情報発信への配慮」「NPO 側からの行政への要ᮃ」という 3 点（図 4-1-8）をもとに、

その詳細をまとめる。 

 

 

㸯㸧若⪅の≉ᛶࢆ㋃ࡓ࠼ࡲാࡁけ・ࢳ࣮ࣟࣉ 

ձ若⪅のẁ㝵ࢆぢᴟ࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡵのᥦ౪ 

 ユースは、以下の a）〜c）の 3 点を意識して、若者と接し、プログラムを提供している

（表 4-1-2）。 
表 4-1-2 ἸーἋのᒉ者ồのẲ૾のἯイント 

ᵿ） 地域の課題ᚐൿにᝡྂするプロἍスで、結ௐとして若者個人のᧈもἇἯートする（必ẵしも ᵪᶃᶔᶃᶊ4 を目ਦす必要

はない） 

ᶀ） 個人の興味・地域への関心等の段᨞に応じて、ኰʼするプログラムを変える 

ᶁ） 大学生の場合、ỿἵリアᢠ৸との関わりになっていることも理ᚐする 

 ユースは、若者の段階を上げることではなく、若者の意識の多様性を踏まえ、地域の課

題解決へのその人なりの㈉⊩とその⤖果としての成長をサポートすることを目的としてい

る。そのため、若者個人の興味や関心の段階に応じて、その人にあったプログラムを提供

する。特に、大学生の場合は、ᑵ⫋活動等を᥍え、キࣕリア㑅ᢥとの関わりもあることを

視野に入れ、若者と接している。 
 上記を踏まえ、ユースは若者を 3 つのࢰーンで捉えている。それは、①何かやりたがっ

ているけれども、きっかけがない段階である「課題認識ࢰーン」、②ちࡻっとしたきっかけ

で地域へ関心を持ち、誘われたら活動に参加する段階、活動をしていたら使感が出てき

て、自ら動き出した段階である「チࣕレンジࢰーン」、③課題解決のために周囲も巻き込み

ながら、活動をやり続けていく段階（カタチにしていくことをめࡊす段階）である、「継続

 。ーン」であるࢰ

図 4-1-8 ᒉ者ử地域にԠびᡂỚẆ繋ẫたỜのἯイント 

ᒉ者にފく 

ऴإ発̮ồのᣐॾ 

Ṟ 若者の段᨞を見ಊめたプログラムの提供 
ṟ 若者の興味関心を引き出す 
  １） プログラムのネーミング・ち出し方をپする（テーἰ・イシュー） 
  ２） 人と出会う場とする 
Ṡ 若者に「出番」「役割」を与える 
ṡ 若者を呼び込むための若者の活用、効ௐ的なプログラムの౨᚛ 
Ṣ 若者の段᨞に応じた対応をする 
ṣ 若者を地域に呼び込むためには、᧓・時᧓がかかることをᙾथする 

Ṟ 若者にˡわる言ᓶにᎇᚪする 
  １）ターἄットにˡわるかどうかがஇΟ先 
  ２）自分たちの「思い」とӖけが欲しい情報にἌレがないかを౨᚛する 
ṟ 若者に魅力的になるようなワーディング・デἈインを考える 
Ṡ デἈインだけではなく、地ᢊな情報発̮を行うが重要 
ṡ 情報発̮のਤつ意味を理ᚐする 

NPO ͨからの 

ᘍͨồの要ஓ 

Ṟ行ͨの目・ἥジョンを明ᄩにする 
ṟ行ᵍᵬᵮᵭ（民᧓）のࢍみ・ࢊみを理ᚐした役割分ਃをする 
Ṡ若者と地域をつなぐコーディネート機能の重要性を認識する 
  １）地域で見つからないならば、「できる人」とң力する 
  ２）地域でのネットワークをਤつ行Ꮀ員を育てる 
  ３）連携した ᵬᵮᵭ（民᧓）を育てていく意識をਤつ 

ᒉ者のཎࣱử៊ộảた

Ẩかけ・Ỵプローチ 
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このユースの分類は、筆者らが過ཤに「まちづくり学習」プログラムで検討してきた 5
段階図とも重なる（図 4-1-9）。「地域に関心がない」（Level 0）、「地域課題認識段階」（Level 
1）、「地域課題を認識し、活動に参加してみる段階」（Level 2）、「地域課題解決に向けて、

自ら動き出す段階」（Level 3）、「地域課題解決に向けて、周りを巻き込み活動する段階」

（Level 4）と分類した筆者らの 5 段階図と、ユースの段階図を重ねると、「地域に関心が

ない」（Level 0）、「地域課題認識段階」（Level 1）が、ユースにおける「課題認識ࢰーン」

に、「地域課題を認識し、活動に参加してみる段階」（Level 2）、「地域課題解決に向けて、

自ら動き出す段階」（Level 3）が、「チࣕレンジࢰーン」に、「地域課題解決に向けて、周

りを巻き込み活動する段階」（Level 4）が、「継続ࢰーン」に対応している。すなわち、若

者を地域に呼び込むためには、若者を一律的に捉えるのではなく、若者と接しながら、個

人の興味関心を見極め、個人に見合った仕掛けの提供が重要となる。 

 

 ղ 若⪅の⯆関ᚰࢆᘬࡁฟす 

 ユースが意識するのは、௬にそのプログラムに社会的意義があったとしても、若者の興

味関心とჶみ合わなければ、プログラムが成立しないということである。そのため、a）プ

ログラムの見せ方・ᡴち出し方を工夫する、b）ロールモデルとなる人や興味関心を広げる

人と出会う場とする、ことを意識し工夫しているという（表 4-1-3）。 

表 4-1-3 ἸーἋにおけるᒉ者のᐻԛ関࣎ửࡽẨЈすたỜのپ 
a） プログラムのᙸẶ૾・ちЈẲ૾ửپする 

  Ẕφ体的なἯイントẕ 

・地域活性҄ありきではなく、地域のཎငԼ・名ཋ（パン、ἥール等）若者に馴染みのあるものをӕり上げて、結ௐ

的に若者の地域への関心を᭗めるپをする 

 ・日々、若者に届くテーἰ・イシューは何か、またそのˡえ方等の情報ӓ集や実ោを通しての試行ᥴᛚをጮりᡉす 

b） ロールモデルとễるʴởᐻԛ関࣎ửਘậるʴとЈ˟ạ場とする 

  Ẕφ体的なἯイントẕ 

 ・ こういうことがڤきならば「こんな面白い人がいるよ」と、その人に݃りชいながら誘う 

 ・ Ἰース以外の人とも出会う場を提供する（ˬし、ኰʼされるͨのメリットも考える必要あり） 

「プログラムの見せ方・ᡴち出し方を工夫する」ためのポイントは、若者に㥆ᰁみの

あるものをテー࣐に取り上げ、入り口の㞀ቨを下げ、⤖果的に地域への関心を高めるこ

と、そして、若者にどのようにすれば情報が届くのか、関心を持ってもらえるのかを常に

考えることである。また、「ロールモデルとなる人や興味関心をᣑげる人と出会う場」と

㸨） 筆者らの過ཤの「まちづくり学習」を基にした分類を参考 

図 4-1-9 地域ѣに対するᒉ者のെ᨞イἳーἊ 
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するために、若者の興味関心を理解した上でユース以外の人であっても、その若者が興味

をᢪくと思われるロールモデルを提示し、誘うことが重要となる。 
 

ճ 若⪅にࠕฟ␒  る࠼ࢆᙺࠖࠕࠖ

 若者に継続的に関わってもらうにはどうしたらよいかを考える上では、若者の「出␒」

「役割」を意識する必要があるという（表 4-1-4）。 

表 4-1-4 ἸーἋにおけるᒉ者にዒዓႎに関ỪẾềもらạたỜのپ 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ 若者の力を発ੱできる引き出すような「出番」「役割」を提示する 

・ 若者をМ用しない 

 ユースが意識しているのは、それぞれの得意分野を見極め、その力を発できるように

する、あるいはその力をᘬき出すような「出␒」「役割」を提示することである。それは、

参加した若者を「利用しない」という考え方を徹ᗏすることに基づいている。 
 

մ 若⪅ࢆࡧ㎸ࡵࡓࡴの᪉策ࠊຠᯝⓗ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞の᳨ウ 

 若者の参加意欲を高めるに効果的な方法を、ㄡが誘うのか、どのようなプログラムがそ

の人に適しているのかをྫྷ味することが重要となる 64)。そのためのポイントは以下の通り

である（表 4-1-5）。 

表 4-1-5 ᒉ者ửԠびᡂớたỜの૾ሊとјௐႎễプログラムの౨᚛ 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ 誰が呼びかけると効ௐ的かを考える（同世代の若者が声をかけた方が効ௐ的等） 

・ プログラムの参加人ૠによってコミュニケーションのຜ度が変わるため、少人ૠがよいのか大人ૠがよいのかを

考えて、提供する 

 若者を呼び込むためには、スタッフが声をかけた方がよいのか、それとも若者と同世代

の大学生が声をかけた方がよいのかを検討するという。すなわち、プログラムの内容に応

じて、どのような方策がより効果的かを検討している。また、若者を誘う場合も、その人

の興味関心、関わり方の意識等に応じて、コ࣑ュニケーションの濃度が高い少人ᩘのプロ

グラムがよいのか、セࢼ࣑ー等の大人ᩘのプログラムがよいのかを見極めることを重視し

ている。 
 

յ 若⪅のẁ㝵に応ࡓࡌᑐ応ࢆする 

 ユースの活動を継続する中で、「課題認識ࢰーン」から「チࣕレンジࢰーン」「継続ࢰー

ン」へ段階が上がる若者がいる。そうした若者が、௬に、自らのアイディアをカタチにし

ていきたい、地域で仕事をしたいと考えるようになった段階で対応を変える必要があると

もいう（表 4-1-6）。 

                                                
64) 「大学との連携と同時に、代表の岩氏を含む༞ᴗ生と、現役の学生との間に代々受け継がれている

「口コ࣑」的なコ࣑ュニティも存在し、そのことが学内における TEAM ユース（ཎ文࣐࣐）の「ブラン

ド化」につながっている。これは、ごく⡆単にいえばインターンシップをやるなら TEAM ユース（ཎ文

，がいいよ」という会話が、学生の間で広まっている」と指されている（地方自治研究機構（࣐࣐

2015，p.23）。 
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表 4-1-6 െ᨞にࣖẳた対ࣖのپ 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ きっかけを与える段᨞と今後、活動をዒዓしていく段᨞での接し方をپする 

・ 仕事としてやっていくためにද意すべき点をਦઇする（ӈしいਦઇをした場合は、Кの人がフỻロー） 

 ユースでは、若者に地域への関心を持つきっかけを与える段階と、若者が自分で活動を

継続していこうと考え始めた段階で接し方を変えるように意識している。それは、その若

者が、仕事として多くの人と関わって行く際に注意しなければいけない点を伝えるためで

ある。ただ、その際にもチームで若者に接することを意識し、ཝしい指をするスタッフ

とそれをフ࢛ローするスタッフで対応している。このような若者の段階に応じた対応が、

ᙼらのᑗ来を考えた時に重要となる。 
 

ն 若⪅ࢆᆅᇦにࡧ㎸ࡵࡓࡴにࠊࡣᡭ㛫・㛫ࡀるࢆࡇぬᝅする 

 若者はライフイベントに応じて、参加意欲に変化が生じることや、物理的に参加できな

くなる場合もある。また、若者はスムーズに段階を上がっていくわけではない、というこ

とを前提に、接し続けていくことが重要である（表 4-1-7）。 

表 4-1-7 ᒉ者と関ỪりዓけるたỜのἯイント 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・若者の可能性を̮じる、認めてあげた上で、関わりዓけていく 65) 

 ユースでは、「行動指針」にも示されたように、「若者の可能性を信じ、認める」ことを

重要視している。それを踏まえ、ユースから一時的に離れ、その後またᡠってくることや、

別の場所で活動を展開することも受け入れ、継続的に何らかの形で若者と関わり続けるこ

とを意識している。 
 

 

㸰㸧若⪅にᒆࡃ報Ⓨಙの㓄៖ 

 若者を呼び込むためには、まず、しっかりとした企画を作ることが重要である。その上

で、若者の必要性や期待を伝えること、若者がワクワクすることは何かを考えて丁寧に届

けることが求められる。どのように情報を発信し、伝えていくべきか、という点について、

ユースが意識しているポイントを以下にまとめる。 
 
ձ 若⪅にఏࢃるゝⴥに⩻ヂする 

 情報発信する側の「思い」は、受け手に伝わらないことを前提とし、情報を届けるため

の工夫が必要となる（表 4-1-8）。 
  

                                                
65) 岩氏は、受入事ᴗ者の㑅定のポイントに経営者がチࣕレンジングであることが、第一の条件であり、

次いで、若者の可能性を信じてくれる経営者であることをあげている（地方自治研究機構，2015，
p.20）。 
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表 4-1-8 ᒉ者にˡỪるᚕᓶồᎇᚪするたỜのپ 
a）ターἄットにˡỪるかỄạかがஇΟέ 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ 行用語やݦᧉ用語をɳべることはᢤける 

b）自Ўたちの「࣬ẟ」とӖけがഒẲẟऴإにἌレがễẟかử౨᚛する 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ 第ɤ者の目ዴをӕり入れることをࣔれない（デἈイἜーに外දするのも一つの方法） 

 若者に情報を届けるためには、若者に届く言葉に⩻ヂする必要がある。そのためには、

ターゲットとなる若者に伝わるかどうかを最優ඛし、行政用語や専門用語を並べることは

㑊ける必要がある。また、自分たちが伝えたい「思い」と受け手が欲しい情報にズレがな

いかを確認するために、第三者の目線を取り入れることも工夫の一つだという。 
 
ղ 若⪅に㨩ຊⓗに࡞る࠼⪄ࢆࣥࢨࢹ・ࢢࣥࢹ࣮࣡࡞࠺ࡼる 

 単⣧に見た目のデࢨインのⰋさではなく、Ⰻい企画を作ることを前提とした上で、それ

をどのように見せるのか、届けるのかが重要となる（表 4-1-9）。 

表 4-1-9 ᒉ者に᭽щႎễワーἛディング・デἈインửᎋảるたỜのپ 
Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ スタイリッシュさは、若者をターἄットとする上では重要（Ἰースの活動ኰʼ等を参考） 

・ 「Ọっと見て、内容がターἄットにわかること、ˡわること」を意識する（᪦楽がڤきといっても、ターἄットが変われ

ば、᪦楽の内容（ロック、ജ）も変わるため、φ体的にˡえることを意識する） 

・ デἈインは、コンἍプトに応じて変わっていくため、ܲ観的な視点をӕり入れることが望ましい 

・ その効ௐを考えて、ʖም҄することが望ましい 

 若者をターゲットとする上では、スタイリッシュなデࢨインは重要であり、若者が「ࡥ

っと見て、内容が伝わること」を意識する必要がある。そのためには、キーワードの受け

取り方にズレが生じないように、具体的に伝えるといった工夫が求められる。また、ある

デࢨインが別のプログラムにそのまま転用できることはないため、コンセプトを意識して、

毎回、検討する必要がある。そのことを踏まえたண⟬化が理想的であるという。 
 
ճ ࡔࣥࢨࢹけ࡛ࠊࡃ࡞ࡣᆅ㐨࡞報Ⓨಙࡀࡇ࠺⾜ࢆ㔜せ 

 SNS といっても Facebook や Twitter 等、メディアの特性は多様である。そのため、ど

の፹体が若者にとって使いやすいのかを理解するために、若者と直接対話したり、若者と

接する機会のある大学教員等から、情報を届けてもらったりする工夫を重ねることが重要

である（表 4-1-10）。 
表 4-1-10 地ᢊễऴإ発̮ửᘍạたỜのἯイント 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ ターἄットを意識して、どの段が届きやすいかをࠝに考えて情報発̮ۥ体も౨᚛する 

・ ᵱᵬᵱ の活用は有意義だが、ただҥに ᵱᵬᵱ で情報発̮すればよいわけではない 

 若者に情報を届けるためには、情報発信の仕方も検討する必要がある。ターゲットはど

のような情報፹体であれば受信しやすいのかを常に考えることが重要となる。その際、た

だ単⣧に SNS で情報発信すればよいわけではないことを意識することが前提となる。 
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㸱㸧NPO ഃࡽの⾜政のせᮃ 

 最後に、ユースがこれまで行政と協働で事ᴗを行う中で、意識しているポイントを提示

する。若者を地域に誘うために、民間（NPO）としては、行政の持つ「信頼性」は頼るべ

き存在であるという。一方で、民間（NPO）だからできることもあるという。若者を地域

に誘うことを目的とするならば、いかに連携するかは大きなポイントである。以下、ユー

スが行政と連携して活動を展開してきた経験値から得られた行政に意識してもらいたいポ

イントを提示する。 
 
ձ⾜政ഃの目ᶆ・ࢆࣥࣙࢪࣅ᫂☜にする 
 行政と協働する上で、民間（NPO）が求めているのは、行政側の明確な目標・ビジョン

であるという（表 4-1-11）。 
表 4-1-11 NPO とᘍのңのἯイント① 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ 目・ἥジョンがおぼろげであるならば、その段᨞からңする可能性を౨᚛することもできる 

 行政が目標・ビジョンを事前に設定していなければ、必ずしも協働が不可能となるわけ

ではない。NPO 側としては、目標・ビジョンがおࡰろげであるならば、それを踏まえた協

働の可能性の検討ができるという。 
 
ղ⾜政／NPO㸦Ẹ㛫㸧のᙉࡳ・ᙅࢆࡳ⌮ゎࡓࡋᙺศᢸࢆする 66) 
 行政と協働する上では、行政と NPO（民間）の強み・ᙅみが異なることを理解した上で

の役割分担が重要となる（表 4-1-12）。 

表 4-1-12 NPO とᘍのңのἯイント② 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ 行のਤっている地域への̮᫂・̮用を活かす一方で、ݦᧉ的知識・ኺ᬴をᆢみ重Ỉている民᧓の力を活用す

る（ᙀܦ的な関係性をನሰする） 

 行政は、NPO（民間）には持ち得ない地域への信頼・信用がある。その一方で、NPO（民

間）は、事ᴗ展開する過程で、専門的知識・経験を積み重ねている。相互の強みを活用す

る、⿵的な関係性を構築することを心がけることが⫢要となる。 

ճ若⪅ᆅᇦࢺ࣮ࢿࢹ࣮ࢥࡄ࡞ࡘࢆᶵ⬟の㔜せᛶࢆㄆ㆑する（表 4-1-13） 
 若者と地域を繋ぐためには、コーディネート機能が重要となる。そのために、a）地域で

見つからないならば「できる人」と協力する、b）連携した NPO（民間）を育てていく意

識を持つ、c）地域でのネットワークを持つ行政⫋員を育てる、の 3 点を認識してもらいた

いという（表 4-1-13）。 
  

                                                
66）例えば、行政⫋員は定期的な異動があるため、当ヱ領域の専門ᐙは育ちにくい点がある。そのことを自

ぬして、民間と連携する際に、何を⿵してほしいのかを検討しておく必要がある。 
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表 4-1-13 NPO とᘍのңのἯイントṠ 
a）地域でᙸếからễẟễらịẆ「でẨるʴ」とңщする 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ 地域外のݦᧉ家、民᧓、ᵬᵮᵭ と連携する方策はないかを౨᚛する 

・ そういった連携の中で、人を育てていくことも必要となる 

b）ᡲઃẲた NPO（ൟ᧓）ửᏋềềẟくॖᜤửਤế 67) 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ 中ᧈ的には、コーディネート機能をਃ̬しうる存在となる可能性を考える 

c）地域でのットワークửਤếᘍᎰՃửᏋềる 68) 

Ẕφ体的なἯイントẕ 

・ ီ業ᆔ交流会や地域でのイベント等に参加して、地域で相ᛩできる人を作っていく 

 コーディネート機能は重要であるため、地域内で専門ᐙが見つからない場合、地域外の

専門ᐙ、NPO 等と連携する方策はないかを検討し、その連携の中で、コーディネート機能

を担える人材を育てることを意識してもらいたい。そして、中長期的に見れば、コーディ

ネート機能を担保し得る存在となる可能性を踏まえ、行政が、連携した NPO（民間）を育

てていくという意識を持ち合わせることがᮃましいという。一方で、異ᴗ種交流会や地域

イベントに参加する等して、地域でのネットワークを持つ行政⫋員を育てることに意味を

見出すべきであるともいう。 
 

㸦㸶㸧ࡵࡲ㸫ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢬ࣮ࢱ࣮࣏ࢧࢫ࣮ࣘࡂࡕのάືにぢるࢺ࣮ࢿࢹ࣮ࢥᶵ⬟

の౯್・㔜せᛶ 

以上、地域課題の解決を社会的使とするユースの事例を通して、若者を地域に誘う仕

掛けづくりのためのポイントを理解してきた。ここからᾋかび上がるのは、プログラム内

容や情報発信の方法を検討する際、常に「若者」を意識することの重要性である。それは、

ユースが若者と地域のᯫけᶫとして機能し続けることを意識していることの現れである。

換言すれば、①地域課題の解決、活性化という目的達成のための手段としてコーディネー

ト（「若者と地域を繋ぐ」）を展開していること、②そのコーディネート機能を果たすため

に、プログラムや情報発信の工夫が重要となるということである。 
とりわけ、本研究における若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット版）の設

計にあたり重要となるのは、参加者が地域活動やまちづくりに参加した経験がない層であ

ると想定されること、行政の既存の情報発信が参加動機に繋がらない可能性があることで

ある。その点を踏まえるならば、ユースの「課題認識ࢰーン」の若者への向き合い方、そ

の若者たちを地域へ誘う仕掛け方、情報発信ᡓ略は参考にすべきポイントである。 
最後に、行政と民間が連携する上で、本研究のようなプログラムを設計する際に重要と

なる点に触れておきたい。それが、「コーディネート機能」である。地方自治研究機構（2015）
において、代表の岩氏が強調していたのも、若者と地域を繋ぐための受け─をㄡが担う

のかというコーディネート機能であった。ユースが注目される背景は、目的のために若者

                                                
67) 古河氏は、ユースがまだ実績にஈしい頃の行政人に信頼してもらって仕事を௵せてもらった経験を踏ま

えて、「自分たちは行政にも育ててもらった」という意識を持っていると語っていた。 
68) 古河氏は、これまでに関わって来た行政⫋員の中で、連携が取りやすかった人の特徴として、現場への

理解や知ろうとする姿勢のある⫋員や率ඛして自ら地域と関わろうとする⫋員であることに加え、地域

での他ᴗ種に及ぶネットワークを持っていることをあげる。 
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と地域を繋ぐコーディネート機能に徹ᗏしていることであろう。なࡐならば、地域に関心

をもって動き出した若者をサポートしていかなければ、その若者の「思い」は継続できず、

地域に点在する人的資源を「繋ぐ」には、❆口、受け─が必要であるためである。それを

行政が請け㈇うことが可能なのかどうか、不可能であるならば、どのような体ไを構築す

るかが問われている。それゆえに、若者を地域に呼び込むためには、コーディネート機能

の価値を捉え直し、その役割をㄡが担うべきなのか、担うことができるのかを検討する必

要がある。 
 
࠙➨㸲❶㸯⠇ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ 

Ụ口ኴᮁ他(2016)：日本のシビックエコ࣑ࣀー——⚾たちが小さな経済を生み出す方法，フ
ィルムアート社． 

総務省統計局(2011)：平成 23 年社会生活基本調査，http://www.stat.go.jp/data/shakai/2011/，
2017/3/15． 

総務省統計局(2015)：平成 27 年国勢調査，http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/，2017/
3/15． 

中小企ᴗᗇ(2015)：地域課題を解決する中小企ᴗ・NPO 法人 100 の取組，http://www.chush
o.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/H27/PDF/150617jirei2.pdf，2017/3/15． 

とちぎユースサポーターズネットワーク：年次報告書（2011 年度〜2015 年度） 

༏名記事(2014)：Ᏹ㒔ᐑでダブルプレイス始めませんか、ソトコト，2014 年 11 ᭶号． 

༏名記事(2014)：特集地域の仕事，ソトコト，2014 年 12 ᭶号． 

༏名記事(2016)：Ᏹ㒔ᐑの新しい過ごし方。ダブルプレイスをしてみたい㸟㹙働く編㹛，ソトコ
ト，2016 年３᭶号． 

地方自治研究機(2015)：若者を呼び込み協働するまちづくりに関する調査研究． 

内閣府世論調査(2017)：社会意識に関する世論調査，http://survey.gov-online.go.jp/index-sha.
html，2017/3/15． 
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㸦ཧ⪃㸧ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢬ࣮ࢱ࣮࣏ࢧࢫ࣮ࣘࡂࡕの࣒ࣛࢢࣟࣉ⤂ 

 
図 4-1-22 ኰʼ① 「GENBA CHALLENGE」 

 

 
図 4-1-23 ኰʼ② 「iDEAḵNEXT」 
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図 4-1-24 ኰʼṠ 「地域づくりἋỿルỴップᜒࡈὶフィールἛワーク」 

 

 
図 4-1-25 ኰʼṡ 「とちẩのᅈᧈသ学1day Ꮀ場体᬴」 Ṣ 「地૾でくʴ図ᦷ」 
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図 4-1-26 ኰʼṣ 「ỊẳộりのローỽルἅンパἋ」 

 

 
図 4-1-27 ኰʼṤ 「とちẩˁʙૅੲプロἊェクト FukuFuku」 
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図 4-1-28 ኰʼṥ 「ἸーἋワークỿἵンプ for ෙެ」 

 

 
図 4-1-29 ኰʼṦ 「green drinks Utsunomiya」 
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㸰㸬୍⯡♫ᅋἲேᆅᇦຊⓎ᥀ࢺࢵࢿࢺ࣮࣏ࢧ・目白大学共同ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉのྲྀࡳ⤌ࡾ 

㸫ࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫࡗࠕにおける市Ẹ学⏕のὶࢺࣥ࣋㸫 

 
本節では、埼玉県さいたま市岩槻区の住民主導型イベント「人形のまち岩槻まちかど雛

めぐり」（以下、雛めぐり）の関連事ᴗとして、2009 年から 2014 年まで 5 回にரって開

ദされた交流サロンプロジェクト「ほっとステーションプロジェクト」（以下、HSP と記

す）を対象に、若年層（学生）の気付き・学習効果、地元関係主体の見方・評価にどのよ

うな影㡪があったかについて考察する。本研究にその知見を活かすことが目的である。 
研究方法としては、１）雛めぐり関係者へのインタビュー及び参与観察、２）特に、ⴭ

者らによる論考の整理・考察を中心とする文⊩調査・資ᩱ調査、３）2014 年に実施した参

加学生へのアンケート調査である（表 4-2-1）。  
 

表 4-2-1 ʙ例ᄂᆮの૾ඥ 

１）地域イἫント 「ʴ࢟のộちޥಹộちかỄᩇỜẫり」の関̞者ồのインタἥἷー・参ɨᚇݑ 

Ẕインタἥュー対ᝋẕ ・一ᑍᅈׇ法人地域力発ἇἯートネット事Ѧޅᧈ・ଔҾᎧ子൞ 

・一ᑍᅈׇ法人地域力発ἇἯートネット理事・݈ຓී൞（ޥ県立大学ᜒࠖ） 

・人࢟のまちޥಹまちかどᩇめぐり市民ボランティアਃ当・᪰ᕲ子൞  

（他プログラム参加者約 20 名） 

Ẕ参与観察ẕ ・2009 年〜2014 年の「人࢟のまちޥಹまちかどᩇめぐり」における Hᵱᵮ プログラム開催時 

２）૨ྂᛦ௹・૰ᛦ௹ 

・観ήまちづくり活動における学生参画システムのನሰὼさいたま市ޥಹғにおける住民ɼݰイベントにおける学生ボ

ランティアの関わり実ጚからの提కὼ、日本観ήᄂᆮ学会μ大会学ᘐᛯ૨集、第 25 ӭ、ᶎᶎ.401-402、2010 

・ḛ人࢟のまちޥಹまちかどᩇめぐり（2010）Ḝにおけるܫ民学ңによる交流ἇロンの試᬴的ᢃ用、日本観ήᄂᆮ学

会μ大会学ᘐᛯ૨集、第 25 ӭ、ᶎᶎ.399-400、2010 

・イベント観ήまちづくりにおけるਃいの参加意識に関する定性情報のӓ集と活用の試みー人࢟のまちޥಹまちか

どᩇめぐりを対ᝋとして、日本観ήᄂᆮ学会μ大会学ᘐᛯ૨集、第 29 ӭ、ᶎᶎ.42ᵕ-428、2014 

・観ήまちづくりケーススタディ・テỿスト さいたま市ޥಹғにおける市民ɼݰイベントḛ人࢟のまちޥಹ まちかどᩇ

めぐりḜ、目白大学ᅈ会学部地域ᅈ会学ᅹ大ᙱࢷ子ᄂᆮܴС作・Ⴓ̲、地域力発ἇἯートネットң力、2013 年 9

月 30 日 等 

ᾂ）参加学生ồのỴンἃートᛦ௹ 

（ᣐࠋᵍ回ӓ᧓：2014 年 10 月῍12 月、ᣐࠋᵍ回ӓ方法：メール・ᵵᶃᶀ、回ӓૠ：13（68ᵃ）） 

 
㸦㸯㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫࡗ㸦HSP㸧のᴫせ 

㸯㸧ࠕேᙧのࡕࡲᒾᵳ ࡕࡲ㞮ࡾࡄࡵ 㸦ࠖ㞮ࡾࡄࡵ㸧のᴫせ・ㄢ㢟 

HSP は、雛めぐりの実施期間中に実施されており、本項では、まず、その概要について

記す。 
埼玉県さいたま市岩槻区は、さいたま市のᮾ部に位置しており、ᮾは日部市・㉺㇂市、

༡はᕝ口市、はⶈ田市・白ᒸ市に㞄接している（図 4-2-1）。市政の開始は 1954 年、当

時の岩槻⏫が近㞄㸴ᮧと合ేしてからである。2005 年 4 ᭶ 1 日には、さいたま市との合

ేにより、さいたま市の第 10 ␒目の区となった。区の人口は現在 111,786 人で下げ止ま

り傾向を見せつつあるが、高㱋者比率は 28.2%と、さいたま市の中でもっとも高い（2017
年 1 ᭶ 1 日現在）。岩槻のまち中には、Ụ戸時代に由来する人形〇作に関係する企ᴗや工

ᡣ、小店、Ṕྐ的ᘓ造物、༤物㤋等が各所に点在している。 
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雛めぐりは、岩槻区の中心市⾤地にお

いて、毎年２᭶から３᭶の一定期間、「観

る」「創る」「食べる」を当初からのキー

コンセプトとして開ദされている。雛め

ぐりが住民主導型となった直接的な要

ᅉの一つは、2005 年のさいたま市との

合ేにある。当時は、近年の景気ῶ⾶、

少子高㱋化の影㡪でまちの活気がኻわ

れつつあり、そのような中でさいたま市

との合ేが現実のものとなったことに

よる༴機意識による。まちかど雛めぐり

実行委員会の当時の実行委員長は、「当

時は岩槻という名称がṧるかどうかも

不㏱明であり、有志が集まって小つᶍで

もいいからとにかく開ദしようと準備を進めた」と語っている。雛

めぐりは、期間中、まちの各所の飲食店、公共施設、住宅等に参加

店を示すのࡰりが立ち（写真 4-2-1）、イベント参加者がそれを目༳

に、࣐ップ付きのパンフレットを持ってまちをᕠる仕掛けとなって

いる。パンフレットによってスタンプラリーや飲食店での割ᘬを受

けられる。また、その他にも特定日に人形〇作体験やイベントが開

ദされる。 
雛めぐりへの参与観察を通して、「住民、来ゼ者、ボランティアと

いった参加者の交流を目的としたスペースが不足していること」

「雛めぐりそのもの（成り立ちや運営者、市民ボランティアの思い

等）の情報を知るすべがないこと」が課題であると考えられた。HSP
はそのような背景の下で企画されたものである。 

 

㸰㸧HSP の㛤ദᴫせ・目ⓗ・㐠Ⴀࣇࢵࢱࢫ 

HSP は、住民主導型イベント「人形のまち岩槻まちかど雛めぐ

り」の関連事ᴗとして、5 回（2009 年 2 ᭶～3 ᭶（25 日間）、2010
年 2 ᭶（2 日間）、2011 年 2 ᭶（2 日間）、2013 年 3 ᭶（2 日間）、2014 年 3 ᭶（2 日間））

にரって試験的に開ദされた。なお、2012 年は開ദされていない（図 4-2-2）。 
HSP の目的は、若年層（参加学生）に、まちづくり活動、ࡦいては社会人にḞかせない、

プロジェクトメンバーとして必要なコ࣑ュニケーションスキル、報告・連⤡・相談といっ

た最小単位の情報のやり取り、実効性のある成果物の作成と運用といった「プロジェクト

学習」を経験させ、まちづくり人材育成のために、その運営プロセスに含まれる学びの機

会の効果と課題を抽出することにある。  
なお、HSP の運営は、地域力発᥀サポートネット（2016 年より一般社団法人）及び目

白大学を主体として、学生有志（参加学生）をメインスタッフに、雛めぐり実行委員会、

図 4-2-1 さẟたộޥࠊಹғのˮፗ 

 （地ྸᨈ提供のႉ地図にბᑥם）

ϙჇ 4-2-1 のỗり 
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地元住民ボランティ

ア、行政、研究者の協

力体ไを築いて実施

している。 
 

㸱㸧HSP の㛤ദ≧ἣ・

せ㒊㛛 

 HSP①は、雛めぐ

り期間中、岩槻㥐から

ᚐ歩 10 分వりの場所

にあるコ࣑ュニティ

ーセンターいわつき

の一ゅをり受け、参

加学生が岩槻に関し

てフィールドワーク

を行い、情報収集した成果を展示することを目的に設計

された。しかし、長期にわたって運営する中で、展示だ

けではなく、来場者と相互作用する対話部門を段階的に

設けることが、参加学生にも来場者にも有用であること

が明らかになった。これは、HSP①において、来場者写

真コーࢼーとして⤖実した。具体的には，来場者の記ᛕ

写真をデジカメで撮影し、༳ๅした後に展示ブース内に

張り出すことで再ゼの動機づけとなり、来場者が記ᛕ写

真の中から知り合いを探す等、展示をキッカケに新たな

対話を創出することが可能となった。 
  HSP②は、HSP①の経験を踏まえ、岩槻㥐前の㥐前

情報プラࢨ（岩槻㥐ᮾ口コ࣑ュニティーセンター）に場

所を変え、期間も大ᖜに短⦰して 2 日間の開ദとされ

た。これは、HSP①において平日の参加者ᩘがఙびᝎん

だこと、短期集中開ദとなると立地がより重要であると

ุ᩿されたことによる。HSP②では、会場内に語り場コ

ーࢼーを設置したり、来場者を巻き込んだトークセッシ

ョンを開ദしたり、ちらし配ᕸによる呼び込み活動を積

極的に実施したりと、より「対話」と「協働」を重視し

た設計とされた（写真 4-2-2）。また、雛めぐりの来場者

の多くが親子連れであることに着目し、HSP において

も親子連れの来場者をቑやすことを目的に、「体験」を

主目的とした「手作り雛人形（デコ雛）体験コーࢼー」を新つに加えた（写真 4-2-3）。こ

れは、ᢡり⣬を用いた⡆易的なお雛様作りで、その〇作手順は、①ྎ⣬を㑅ᢥ、②すでに

ᢡってあるᢡり⣬の雛人形を㑅ᢥ、③ྎ⣬に雛人形と共に自分でデコレーションして成

ϙჇ 4-2-3  

ஹ場者がᙌ˺Ẳたデἅᩇ例 

ϙჇ 4-2-2 ̅ဇẲたチラシ 

図 4-2-2 HSP のኺྸૢ࠰ 
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という、極めて⡆単なものである。この体験コーࢼーは、若年層や親子連れを呼び込むた

めのࢶールとして機能したばかりでなく、⪁若男女が楽しめる人気コーࢼーとなった。ま

た、ポスター作成等に比べ、事前調査等なくスタッフとして容易に参加できるため、スポ

ット的な手伝い等、スタッフとしての参加のハードルを下げた企画であったといえ、以㝆

の HSP にもᘬき継がれることとなった。地域住民と参加学生との「対話」をねらったトー

クセッションでは、参加学生がテー࣐を提供し、ファシリテーターが参加者を巻き込みな

がら、行政・市民・学生によって比較的活発なやり取りが展開され、2 日間で 42 名が参加

した。HSP②では、そのような取り組みの⤖果、HSP①が 25 日間開ദで約 1000 人の来場

者があったのに対して、HSP②では 2 日間で約 400 人の来場者を㏄えることができてい

る。 
 HSP③では、同地域において実施されているイベントの紹介（㎰ᴗ体験イベント“あぐ

びず”）、岩槻商ᴗ高ᰯの作成したポスターの展示といった、同地域の他の取り組みも紹介

した。基本的には、HSP②の企画を改ၿ・踏くした上での運用となっており、2 日間でᘏ

べ 436 人の来場となった。そのことから、ほࡰ人ᩘの見込める企画が得られたといえる。 
HSP④は、前年の 2012 年が 2011 年に発⅏したᮾ日本大㟈⅏の影㡪や、スタッフ側の㒔

合で開ദを見㏦っており、1 年✵けての開ദとなった。この間に、雛めぐり開ദ主体から

の HSP に対する期待の大きさが明らかになっている。2013 年は、雛めぐりが 10 周年を

㏄えた時期と重なったこともあり、HSP④では、雛めぐりに参加する実行委員会や参加店

へのビデオインタビューを実施して、会場での上映を行うこととした。取材準備段階では、

参加学生によって質問項目が検討されるとともにビデオ取材の要領について、参加学生は

技術スタッフから指導を受けた。取材段階では、参加学生が 2 ⌜に分かれてビデオ取材が

実施された。参加学生は、取材初日こそ戸ᝨう様子が見られたが、その後は関係者の想定

を㉸えた主体性・積極性を発している。ビデオ取材は、キーパーソンの㑅定と取材依頼

を行った上で試行されており、比較的協力的な対象者から順に実施された。取材の難易度

が段階的に上がる仕掛けによって、参加学生の主体的姿勢がᚎ々にᘬきだされていったも

のと考えられ、回を重ねるごとに取材対象者に応じたᰂ㌾な内容を独自に織りΰࡐる等の

工夫が見られた。取材ビデオは技術スタッフによって㒔度編集され、会場のオープンスペ

ースにおいて「協働」企画として上映された。参加学生は取材対象者を含む来場者をもて

なし、地域情報について「対話」を交わした。なお、来場者は、HSP③とほࡰ同ᩘの述べ

397 人であった。 
HSP⑤は、前年の企画を踏くしつつ、地域とᐦ接な関わりのある保་⒪分野のコーࢼ

ーを新たに設けた（理学⒪法士によるᗣ相談コーࢼー）。また、他地域で実施されたまち

づくり学習の成果を展示したり、ワークショップ（ࡦなカフェコーࢼー）を開ദする等し

て、「対話」と「協働」をより意識した仕掛けとした。来場者はᘏべ 400 人であった。 
 
㸦㸰㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫࡗ㸦HSP㸧の学ࡧのけ 

㸯㸧㸲ࡘの学ࡧのけ 

前節をまとめれば、HSP では、参加学生に向けた学びの仕掛けとして、「展示」「体験」

「対話」「協働」の各部門があったといえる（図 4-2-3）。具体的には、「展示」部門は文⊩

調査、フィールドワーク、インタビュー調査といった情報収集活動や、いかに来場者にと
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って分かり易く表現する

かがカࢠとなるポスター

化や設営等が活動内容に

含まれる。「体験」部門は

来場者とのデコ雛づくり

等、「対話」部門は多様な

来場者へのポスターやビ

デオを通したプレゼンや

呼び込み活動等が活動内

容に含まれる。さらに、

「協働」部門は、地元キ

ーパーソンとの共同作ᴗ

や情報収集、他参加団体

との連携等がᣲげられ

る。 
図 4-2-4 は、HSP②を

例として、「展示」「体験」

「対話」「協働」の学びの

仕掛けと、それを取り巻

く体ไとの関係を示した

図である。交流サロンの

場を運営するために、大

学（地域力発᥀サポート

ネット）は主に企画とコンテンࢶไ作を担当し、市民は主に行政や実行委員会や参加団体

のキーパーソン、関連団体との連⤡調整を担当した。また、行政は施設設備の使用調整や

情報支援を担当した。 
さらに、4 つの部門ごとのねらいと効果・課題について検討する（表 4-2-2）。 

まず、「展示」部門では、

参加学生に地域の観光資

源への関心を喚起し、観

光まちづくりの理解を促

進することをねらいとし

た。行政⫋員、まちづくり

関係者、まちづくり関心

ᕼⷧ層が⇕心に㚷㈹する効果があり、それぞれが自立的に学ぶ場所として機能した。参加

学生にとっては、自身の学習成果を来場者に説明する機会を得ることとなり、プレゼン力、

コ࣑ュニケーション力の向上に㈉⊩したと考えられる。しかし、展示物の内容を説明でき

る参加学生が一部に限定されるほか、展示物の質上げ（分かり易さ、読み易さ）をどのよ

うに担保するかが課題といえる。 
次に、「体験」部門では、地域文化のイメージᾐ㏱とそれを通した来場者との交流をねら

情報ӓ集（૨ྂ、フィールἛワーク、インタἥュー）、Ἧスター҄、ᚨփ等 

来場者（観ήܲ、地域住民、子供たち）とデコᩇづくり等 

多ಮな来場者にἯスタープレゼン、呼び込み活動等 

 示ޒ

図 4-2-3 HSP における 4 ếの学びのˁੑけ（概要） 

体᬴ 

対話 

ң 地元ỿーパーἏンとの共同作業、情報ӓ集、他参加ׇ体との連携等 

図 4-2-4 HSP の学びのˁੑけ関ᡲ図(HSP②ử例とẲề) 

表 4-2-2 4 ếの学びのˁੑけのјௐとᛢ題 
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いとした。⪁若男女を問わず時間的ไ約のない来場者の大半が人形づくりを体験すること

ができた。参加者は参加学生に親近感をぬえ、人的交流を図ることができるとともに、

在時間をᘏばし“憩いのᒃ場所”として機能させることに成功したといえる。また、参加

学生が参加者と交流する中で地域情報をᘬき出し、参加学生自らがフィールドワーク等で

調査したり、展示物で表した内容について再認識させる効果があった。一方、参加学生に

よっては人形づくりの助言に೫重した対応となってしまい、来場者の関心を、地域の観光

資源やまちづくり全般へと転換しきれない場面も多くみられた。ణし、参加学生の問題意

識・対応力次第では転換も可能であると考えられることから、人形づくり体験を観光まち

づくり学習へどのように転化し得るかが重要課題といえる。 
 そして、「対話」部門では、地域の観光資源の発᥀と、その共有・ᄮをねらいとした。

具体的には、参加学生が事前にフィールドワークを通して取材した地域スポットを大きな

ップไ作に関与した。ไ作࣐、ップに落とし込み、その追加取材を来場者に行うことで࣐

過程において地域住民と行政がフィールドワークやインタビュー対象者として関わるため、

参加学生にとって地域理解の促進につながる効果があった。また、その際の地域資源（名

所・行事・人）の発᥀・確認を通して参加学生の地域習⇍度を確認することができる。さ

らに、展示内容は様々な来場者が関心を寄せるため、人的交流・人⬦構築に㈉⊩できる。

しかしながら、観光資源（名所・行事・人）への気づきから観光まちづくり活動の担い手

へ転換させる誘導・着ⅆの機会と方法を継続して考える必要がある。 
最後に、「協働」部門では、参加者の地域の観光資源への関心を喚起し、観光まちづくり

の理解を促進することをねらいとした。参加学生にとっては、学習成果を発表し、地域住

民の意見を聴くことができる機会となっており、行政・市民・学生というᒓ性の異なる参

加者による比較的活発なやり取りが展開されることとなった。そこでは、①当ヱ分野の知

識享受・理解度確認、②観光まちづ

くりのあり様・意義・課題等への気

づき（再発見含む）、③観光まちづく

りの活動契機の⋓得（始動・継続促

進）が促されたといえる。テー࣐提

供者が参加学生だったことで来場者

に親しみを与える効果があったと推

察できる一方で、テー࣐の㑅定や運

営のあり方に一層の工夫が必要であ

り、他の部門との連携・協調のあり

方（スタッフの分ᩓ、来場者の誘導

等）についても課題がṧる。 
 
㸰㸧ཧຍ学⏕のព㆑ㄪᰝ 

HSP⑤の運営終後、HSP に関わった参加学生述べ 19 名に対して、記名アンケート形

式で意識調査を行った（配ᕸ/回収期間：2014 年 10 ᭶～12 ᭶、配ᕸ/回収方法：メール・

Web、回収ᩘ：13（68%））。HSP の参加学生は、有志で、基本的には課外活動として参加

している（一部、༞ᴗ論文のテー࣐にしている学生あり）。HSP では運営の中心となる参

ϙჇ 4-2-4 Ӳ部ᧉの様子 

 （ɦ「対話」ύӫɦ「ң」ύӫɥ「体᬴」ύ「示ޒ」ɥ）
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加学生の他に、開ദ日にスポット的に参加する学生もいるが、ここでは区別している。ま

た、参加学生として関わった後、大学༞ᴗ後、社会人としてスポット的に参加している場

合は、そのときの関わり方や感想を聞いている。 
質問項目は、表 4-2-3 の通りである。質問項目の内容は「参加形ែの確認」「学習効果の

確認」「プロジェクト型演習の評価」「地域イベントへの関心」「まちづくり活動への参加意

義の評価」「まちづくり活動への関心、参加意欲、現在の課題の確認」「HSP の評価」「そ

の他意見の聴取」として設計し、記述・自由記述方式、5 段階評価（SA）、4 段階評価（SA）

を適宜用いた。Word 形式のファイルとして参加学生 19 名に対して、メールを用いて回⟅

依頼を行った。なお、同内容のアンケートを Web から入力して⟅えてもらうことも可能と

した。その⤖果、HSP の各回について参加学生の半ᩘ以上アンケートの回⟅があったため、

分析可能とุ᩿した。 
 

表 4-2-3 参加学生ӼけỴンἃートのؕஜᚨᚘ 

ᵬᶍ。 意 質բ項目 記入方法 

ᵯ1 参加࢟७のᄩ認 
「現役学生」として参加した年にṺを˄けて、そのときのɼな役割につい
てお教えɦさい。また、「ҡ業後」に来場した年にはṵを˄けて、そのとき
の๛在時᧓と行動内容についてお教えɦさい。 

・記ᡓࡸ 

ᵯ2 学習効ௐのᄩ認 
「現役学生」として参加していたとき、Үᝋに残っているỺἦἏーἛを理ဌ
と共に３つ以上ਫげてɦさい。（３つ以上ある方は、自ဌに行を加えて
きឱしてɦさい） 

・記ᡓࡸ 

ᵯ3 学習効ௐのᄩ認 
「ҡ業後」、来場したことのある方にお聞きします。そのときҮᝋに残って
いるỺἦἏーἛを理ဌと共に３つ以上ਫげてɦさい。（３つ以上ある方は、

自ဌに行を加えてきឱしてɦさい） 

・記ᡓࡸ 

ᵯ4 
プロジỹクト学習の
ᚸ̖ 

「ほっとステーション」は目的に向かって多ಮなɼ体がӕりኵむ「プロジỹ
クト」でᢃ用していました。この「プロジỹクトの中で自ら考え、動くスタイ

ル」を、今現在、どのようにᚸ̖されますか。（一つにṺҮ） 

・5 段᨞(ᵱᵟ) 
・自ဌ記ᡓ「理ဌ」 

ᵯ5 
まちづくり活動への 
関心ᄩ認（参加前） 

「ほっとステーション」に参加する前の時点で、イベント観ήまちづくり

（「まちかどᩇめぐり」のような地域イベント）への関心はどのᆉ度ありました
か。（一つにṺҮ） 

・5 段᨞(ᵱᵟ) 

ᵯ6 
まちづくり活動への 

関心ᄩ認（現在） 

今現在、イベント観ήまちづくりへの関心はどのᆉ度ありますか。（一つ

にṺҮ） 

・5 段᨞(ᵱᵟ) 

・自ဌ記ᡓ「理ဌ」 

ᵯᵕ 学習効ௐのᄩ認 
「現役学生」のとき、イベント観ήまちづくりに関わる「まちづくり人」につ

いてどう感じていましたか。φ体的にお聞かせɦさい。 
・記ᡓࡸ 

ᵯ8 

まちづくり活動への 
参加ཞඞ 

イベント観ήまちづくりのような活動への関わりについてどう考えていま
すか。（一つにṺҮ） 

・4 段᨞(ᵱᵟ) 
 

まちづくり活動への 
参加意欲、課題の

ᄩ認 

上記で４以外にṺをつけた方にお聞きします。イベント観ήまちづくりに
どのように関わっていきたいですか。ଏに関わっている方は「現在のཞ

ඞ」と「ݩ来の展望」についてお聞かせɦさい。  

・自ဌ記ᡓ 
・自ဌ記ᡓ（課題と

感じていること） 

ᵯ9 交流ἇロンのᚸ̖ 
今現在からਰりᡉって、「ほっとステーション」をዮ合的にᚸ̖してɦさ
い。 

・5 段᨞(ᵱᵟ) 
・自ဌ記ᡓ「理ဌ」 

ᵯ10 その他意見Ꭾӕ இ後に、何かごằいましたらご記入ɦさい。 ・自ဌ記ᡓ 

 
ձ ཧຍ学⏕のཧຍᙧែ㸦⌧ᙺ/♫ே㸧 

 表 4-2-4 は、アンケートに回⟅した参加学生の HSP 参加回と参加形ែをまとめたもの

である。 
HSP①への参加学生は 3 年生を中心としていた。HSP②、HSP③は、学部 4 年生が中心

となり、後㍮学生とともに参加していた。一方、HSP④と HSP⑤は、中心となる 4 年生を

社会人となった OB・OG が支援していた様子が窺える。 
 アンケートに回⟅した参加学生のうち、6 割以上の参加学生（HSP⑤の参加学生 2 名を

㝖く 11 名中 7 名）が、大学を༞ᴗしてから HSP を再ゼしている。特に 2013 年は、2012



55 
 

年に HSP を開ദしていなかったにも関わらず、学生時代 HSP に参加した多くの社会人が

来場した。アンケートに回⟅した参加学生の中では、4 名が社会人として来場している。 
 

表 4-2-4 参加学生の参加ׅと参加࢟७（ྵࢫ学生/ᅈ˟ʴ） (n=13) 

参加学生 
(性К) 

参加 
回ૠ 

第１回 
(2009) 

第２回 
(2010) 

第３回 
(2011) 

第４回 
(2013) 

第５回 
(2014) 

12ᵟ (ဏ) 4 学生(3 年) 学生(4 年) ᅈ会人(１年目） ᅈ会人(3 年目） ὼ 

12ᵠ (ဏ) 3 学生(3 年) 学生(4 年) ὼ ᅈ会人(3 年目） ὼ 

3ᵟ (ڡ) 5 学生(2 年) 学生(3 年) 学生(4 年) ᅈ会人(2 年目） ᅈ会人(3 年目） 

3ᵠ (ဏ) 1 ὼ ὼ 学生(4 年) ὼ ὼ 

3ᵡ (ڡ) 4 学生(2 年) 学生(3 年) 学生(4 年) ᅈ会人(2 年目） ὼ 

3ᵢ (ڡ) 2 ὼ ὼ 学生(4 年) ὼ ᅈ会人(3 年目） 

3ᵣ (ڡ) 1 ὼ ὼ 学生(4 年) ὼ ὼ 

4ᵟ (ဏ) 2 ὼ ὼ 学生(2 年) 学生(4 年) ὼ 

4ᵠ (ڡ) 3 ὼ ὼ 学生(2 年) 学生(4 年) ᅈ会人(１年目） 

4ᵡ (ڡ) 2 ὼ ὼ ὼ 学生(4 年) ᅈ会人(１年目） 

4ᵢ (ဏ) 2 ὼ ὼ 学生(2 年) 学生(4 年) ὼ 

5ᵟ (ဏ) 1 ὼ ὼ ὼ ὼ 学生(4 年) 

5ᵠ (ဏ) 1 ὼ ὼ ὼ ὼ 学生(4 年) 

ͤ参加学生の記号は「回次＋アルファベット」としている。回次は中心となって活動した回次を指す。12A は第 1 回・第 2

回の中心となった学生 A、4A の学生は第 4 回の中心となった学生 A という意である。「－」は不参加。  

 
ղ 学⩦ຠᯝの☜ㄆ 

 表 4-2-5 および表 4-2-6 は、質問項目 Q2、Q3 の内容をまとめたものである。 
 

表 学生ẆҮᝋにസẾềẟるỺἦἏーἛのˮと内容（Q2ࢫྵ 4-2-5 のỴンἃートኽௐより） 

ラベルᚘ 
(Ṟˮ-ṟˮ-Ṡˮ) 

現役学生時、Үᝋに残っているỺἦἏーἛのˮと内容 
（記ᡓは意味の変わらないᆉ度に編集） ᶌᵛ13 

後援者 

（市民・先学

生）との交流 

13(6-4-3) 

Ṟ地域の
方々との
出会い 

Ṟ駅前で 
声をかけ
られたこ
と。 

Ṟ実際に
まちをഩ
き、インタ
ἥューを
行ったこ
と。 

Ṟᢃփἇ
イἛの
方々への
ἥデỼイン
タἥュー 

Ṟインタἥ
ューをに
関する
ಮ々な意
見を聞け
たこと 

Ṟ商会
の方や街
の人々に
話を聞い
て回った
事。 

ṟゼミ生
との出会
い 

ṟ先や
後との
関わり 
 

ṟ年来
場してくだ
さる人、
活動をᙾ
えてくれて
いた人と
話ができ
たこと。 

ṟボラン
ティアさん
が声をか
けてɦさり
多くの来
訪者の前
で呼び込
みが出来
た事。 

Ṡお世話
になった
᩷年会ᜭ
所の方が
来場してく
ださったこ
と 

Ṡᘻ方の
作業を多
く見られ
たこと。 

Ṡボラン
ティア活
動をして
いる方々
と活動が
できたこ
と。 

作業プロἍス

での気˄き 

11（4-1-6） 

Ṟขٸも
寝ẵにἯ
スターを 
作した
こと 

Ṟ先方
の熱い気
ਤちがˡ
わったこと 

Ṟ日ᄂ
ᆮܴに通
い、終ᩓ
まで作業
したこと 

Ṟ先方
と少しの
時᧓では
あるが共
に活動が
できた 

ṟ地域活
動体᬴の
μ行ᆉを
Ἧスター
にしてኰ
ʼできた
こと 

Ṡまちഩ
きἰップ
作し、
展示でき
たこと。 

Ṡજࢨし
たἥデỼ
の感想を
聞けたこ
と。 

Ṡ試行ᥴ
ᛚをጮり
ᡉした事 

Ṡ後た
ちのᧈ 

Ṡこだわり
をਤつ事 

Ṡ͂れた
ː᧓のた
めに 

  

来場者との 

交流 

10(3-ᵕ-0) 

Ṟᨩのブ
ースで中
学生ボラ
ンティアの
子と友ᢋ
になる。 

Ṟ私も参
加してみ
たいとい
われた一
言 

Ṟᢅӊ、
ᙐૠ回に
บってお
越しいた
だいてい
る方も多く
いらっしゃ
ったこと 

ṟ̬育園
の学ᇜの
子ᢋが大
ਫして来
てくれたこ
と。 

ṟ多くの
地域の
方々がと
関わるき
っかけをも
つことが
出来た。 

ṟ自分た
ちがἓラ
シをบし
た方が会
場にきてく
ださったこ
と。 

ṟおじい
さんのᇰ
᫊が᠗い
て見えた
事 

ṟほっと
ステーショ
ン当日の
来場者の
方との接
ᚑ。 

ṟขく関
心のある
方々が多
からẵᙐ
ૠいらっし
ゃったこ
と。 

ṟデコᩇ
コーἜー
でご年ᣐ
や子ども
たちとの
交流 

   

自៲のኺ᬴ 

4(0-0-4) 

ṠἯスタ
ー内容を
ˡえられ
自分の自
̮になっ
た。 

Ṡ見ẵ知
らẵの人
に話しか
け、自分
たちがや
った活動
に関して
説明する
ということ 

Ṡまちか
どᩇめぐり
᧓に実
際にまち
ഩきを行
ったこと 

Ṡޥಹを
ᵤᵵ した
際にᅈ会
インフラに
目が行っ
た 

         

 
表 4-2-5（Q2）は、現役学生時、HSP で༳象にṧっているエࣆソードのベスト 3 をᣲげ

てもらったもので、 学習効果となり得る要素を確認することが目的である。⤖果をカテࢦ

リ別に整理してみると、「後援者（市民・ඛ㍮学生）との交流」、「作ᴗプロセスでの気付き」、

「来場者との交流」、「自身の経験」であった。中でも参加学生がもっとも༳象にṧってい
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たのは「後援者（市民・ඛ㍮学生）との交流」で、ベスト 1 としてᣲげている参加学生が

最も多く、また、ベスト 3 までの⣼積を見ても同様の⤖果となった。内容からは、市民ボ

ランティアの方々との交流や、ඛ㍮学生との交流等が、学年単位で活動することが多い大

学生活の中にあって、㈗重な社会経験となっていた様子が窺える。また、地域イベントを

支える方々の思いや、準備のための作ᴗを見聞きし手伝ったという経験も、日常生活の中

では得難い経験であったことが読み取れる。さらに、「作ᴗプロセスでの気付き」では、地

域イベントに出展するという緊張感の中、スタッフからのྏဂ激ບ、後援者の期待等も相

まって、よりよい成果物を作成するために試行錯ㄗをした経験に価値を持ったと考えられ

る。また、「来場者との交流」については、そのようにして作成した成果物を、来場者から

直接間接に評価される機会を持ったり、自身の行動によって㈉⊩したりすることによって、

プロジェクトの中で役割を果たした経験が大きいといえる。加えて、「自身の経験」として、

プレゼンテーション、フィールドワークといった活動そのものをᣲげた参加学生もいた。 
 

表 4-2-6 ҡಅࢸ参加ẆҮᝋにസẾềẟるỺἦἏーἛのˮと内容 （Q3 のỴンἃートኽௐより） 

ラベルᚘ 
(Ṟˮ-ṟˮ-Ṡˮ) 

ᅈ会人として参加した際、Үᝋに残っているỺἦἏーἛのˮと内容 

（記ᡓは意味の変わらないᆉ度に編集） ᶌᵛ6 

後との交流 

5（2-3-0） 

Ṟ現役時代に作ったἯ
スターを、後が一生懸
ԡ、ਰり៲ਰりで来場
者に説明しているۋ。 

Ṟブース（デコᩇ）がパワ
ーアップしてዓいていた
こと 

ṟデコᩇのዒዓ ṟ現役時代の自分
を思い出すことが出
来る。 

ṟ現役生が生き生き
と活動しているಮ子 

来場者との交流 

5(1-2-2) 

Ṟҡ業してからまた出会
えたޥಹの方々 

ṟ実行ۀ員会の方々や
市民ボランティアの方々
が、ᵭᵠ としてまたޥಹに
ってきてくれたことに
շんでいただけたこと。 

ṟ来場者と話をする
中で、自分自៲の仕
事・生活・地域活動
に関することを考える
ようになったこと。 

Ṡ呼び込みに外に出
て、今の仕事や現役
時代を思いだした 

Ṡ年来場されてい
る方や、ޥಹがڤき
という思いから地域
活動を行っている人
の話を聞けたこと。 

気˄き 

4(2-0-2) 

Ṟ思ってもみなかったͤ
相ᛩブースができていࡍ
たこと 

Ṟ学生の頃は見えなか
ったことが見えるようにな
ったこと。 

Ṡもう一度、ޥಹで
何かやりたいと思う。 

Ṡ地元の᭗ఄ生の
活動のኰʼがあった
り年々関わりのࠢが
広がっている 

 

場のᚸ̖ 

2(1-1-0) 

Ṟҡ業しても、集まる場
所があるとોめて思っ
た。 

ṟҡ業してもޥಹでお
世話になった方や、先
、後たちとの交流の
場になるということ 

  

 

 
 一方、表 4-2-6（Q3）は、༞ᴗ後、社会人になってから HSP に参加したとき、༳象にṧ

ったことをベスト 3 としてイいた内容をまとめたものである。今回アンケートに⟅えてく

れた 13 名のうち 7 名が対象であり、内 6 名が回⟅している。現役学生時と同様、「後㍮と

の交流」、「来場者との交流」をᣲげる一方で、現役学生時と比べての「気づき」や、現役

学生時にはなかった「場の評価」をᣲげていることが特徴といえる。内容に着目すれば、

「現役時代の自分を思い出すことが出来る」「今の仕事や現役時代を思い出した」といった、

現役学生の活動に触れることによって、自身の学生時代の成果を少しᘬいた立場から確認

している様子や、再会した地域の方々との交流に႐びを感じている様子が窺え、HSP の交

流の場としての㈗重性に気付き、それを評価していると考えられる。 
 

ճ HSP のホ౯ࡾࡃ࡙ࡕࡲάື・ᆅᇦࢺࣥ࣋の関ᚰႏ㉳ 

 プロジェクト学習（PBL: Project Based Learning または Problem Based Learning）
は、専門的な知識や思考力に加えて、コ࣑ュニケーション能力やプロジェクト㐙行能力と

いった実践知をఙばすために注目されている。HSP はまさに、実践的な課題に対して、参

加学生が一定期間自律的に関わるプロジェクト学習を企図して設計されている。 
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参加学生からの評価としても、「役立った」「まあ役立った」と 13 名中 12 名（92%）

が⟅えており、実践的な活動がプロジェクト学習として機能していることを付けたとい

える（図 4-2-5）。HSP そのものについての評価も、アンケート回⟅者の全てが「とても

意味のある経験」と⟅えていることも関連していると考えられる（図 4-2-6）。 

 
アンケートに回⟅した参加学生の中で、その時点においてまちづくり活動に関わってい

る学生は少なく、ഹか 13 名中 1 名（8%）であった（図 4-2-7）。しかし、今後のまちづく

り活動については、「積極的に関わりたい」「少しでも関わりたい」と 12 名中 10 名（1 名

はᮍ記入）が⟅えている（図 4-2-8）。それゆえ、HSP を通して、参加学生にまちづくり活

動の魅力を様々に伝えることに成功したといえ、その⤖果として関心を喚起できたといえ

よう。 

 
さらに、Q8(3)では、具体的にどのように関わりたいかをイいている。参加学生が༞ᴗ後

についた⫋種は、ᘓ築、飲食、サービス等、様々である。しかも、HSP では、岩槻出身者

ではないにも関わらず、岩槻を中心に地域活動をᛕに調査することとなった。その⤖果、

社会人１年目、2 年目の状況としては難しいとしていながらも、以下にᣲげるコメントの

ように、ᑗ来的には何らかの形で地域㈉⊩したいとのᕼᮃを表明している。 

  

図 4-2-5 プロἊェクト学፼とẲềのᚸ̖ 
 （Q4 より˺成） n=13 

図 4-2-6 HSP のᚸ̖ 
 （Q13 より˺成） n=13 

図 4-2-8 ʻࢸのộちづくりѣとの関Ừり 
 （Q8(2)より） n=12 

図  のộちづくりѣồの参加ཞඞנྵ 4-2-7
(Q8 より) n=13 
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・あるᆉ度時᧓の余裕ができるようになったら、自分の住んでいるまちのことから、何か関わっていきたい
（12A） 

・学生時代に関わってきたさいたま市や、その時に知り合った方々とも連ዂをӕりたい（12A） 
・自分のお店を出して、そのまちを活性҄させたいὲ（12B）」「Ἥットステーションのような場所で当日スタッ
フとして関わることが出来れば良いなと思う（3A） 

 μにらせるಮな活動に関わっていきたい（3B）ܤをሰき子どもが出来たときに子どもがࡊ来、家ݩ・
・観ήとはᨂらないかもしれませんが、地域のイベントや人との交流ができる場所に関わっていたい（3C） 
 来は自分も家族ぐるみで地域のイベントにᆢಊ的に関わっていきたい（3E）ݩ・
・៲近なものからἓἵレンジできたらと考えております（4B） 
・地域を盛り上げられるような人になりたい（4C） 
・˞日に可能なርで関わっていきたいと思っています（4D） 

そして、本経験を意義のある経験だとした理由について（Q9(2)）、以下のようにコメン

トしている（一部ᢤ⢋）。 

・大学時代に HSP に関わり、先生方や、地域のプロデューἇー的な方々の動きを見て、自分のなかで、そ
のプロデューἇーという存在が大きく意識するものになりました。現在は仕事の中でもプロデューἇーを意
識して行動するようにしています（12A） 

・人生を変えたターニングἯイントのひとつであるὲ人と接するのがᒊな私が今接ܲ業をᢠびいている
という現ཞ。この体᬴により変҄しました（12B） 

・Ἥットステーションでは、「ኺ᬴」をന֥にして人と関わることができ、知らệ᧓に人と話すことに関してのᒊ
意識が自とෞえていった気がする。自分が一番ᭃいている（3A） 

・接点のない大人と話すことのできる大事な機会でした（3B） 
・人とᚑれ合うことで地域に対してग़着もิき、自分の地元はどうなんだろう？とか有名な観ή地ではどうし
ているんだろうとか、地域に目を向けるきっかけにもなりました（3C） 

・仕事のӕኵみ方を学べたこともとても大きいですが、一ደに活動したː᧓たち、お世話になった方々、そ
の場でかかわった地域の方やおܲさんとの関わりが今までኺ᬴したことがなく、人と人との繋がりが大切な
んだということが実感できた活動でした（3D） 

・Иめての外部の方をࠇき込んだプロジỹクトの参加で、すべてがИめてで、こんなにも大変なのかということ
が分かりました（3E） 

 
以上から、参加学生が、地域でのプロジェクト学習を実施することを通して、プロジェ

クトの技術的なࣀウハウが積されただけでなく、その後の地域観をそれぞれに醸成する

ことに成功したといえる． 
 
 ここで、試みに、HSP の参加学生の中で中心的に活動した 12A（N さん）について、成

長᭤線を表してみる。その際に、ᶓ軸を時間として、⦪軸を「地域と社会」と置き、参加

学生の意識と行動の強ᙅとして、参与観察、対象へのࣄアリング、アンケート等の⤖果か

ら分析することとした。 
参加学生 12A（以下、N と表記）の成長イメージ᭤線は、図 4-2-9 の通りとなった。N

は、もともと₍然とした関心から、観光・まちづくり関係のゼ࣑に所ᒓしていた。HSP
①は学部 3 年生のとき、ᑵ⫋活動中、進㊰についてᶍ⣴する中で参加している。HSP①
のときに、「地域」への意識と行動を強めたのは、地域情報への気付き、地域の方々との

触れ合いであったと考えられる。インタビュー調査、フィールドワークといった社会調査

手法や、会場で来場者にプレゼンするといった行Ⅽを内省している様子は、アンケートの

コメントから明らかであった。また、「社会」への意識と行動を強めたのは、地域のキー

パーソンに接する際に、大学やᐙᗞ以外の第三者と、まずは見よう見まねで対応すること
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で、自ら働きかけ

ることによる関係

の作り方、コ࣑ュ

ニケーションの取

り方について学ぶ

きっかけになった

といえる。さら

に、自らがไ作し

た展示物の評価

を、大学の成績と

関係なく、いわば

参加学生 N 自身

を評価されている

ことを自ぬするこ

とで、社会的㈐௵について強く認識したといえる。これらはᑵ⫋活動ともリンクして、参

加学生を大きく成長させる土ྎになっていたと考えられる。HSP②は、N の༞ᴗ直前に

開ദされている。そこで、N は、前回 HSP でも中心的に活動していたこともあり、地域

からの期待を人一ಸ感じながら取り組むこととなった。そして、その期待に少なくとも応

えられたと実感することが、地域における意識を強めたといえる。HSP②では、展示物

の質にこだわりを見せ、トークセッションでは話題提供を務め、来場した市長を案内する

等、際立った成長をみせている。 
こうして༞ᴗを㏄え、社会人１年目に開ദされた HPS③、社会人 3 年目に開ദされた

HSP④に来場している。そこでは、現在の仕事と地域活動がしたいという思いとのⴱ⸨

をྤ㟢しており、2016 年 11 ᭶に開ദされた「とだプラス」への誘いに応じて参加して

いる。社会人になってからの N のⴱ⸨は、アンケートでは、観光まちづくり活動へ関わ

る際の課題（Q8(3)）として、次のように記述されている。 

・今私がいるのがሰ業မなのですが、本来であれば一番まちづくりに関係がある業မのはẵなのに、時᧓
的にも、ኺฎ的にも一番関わりにくい業မだということ。また、私自៲も仕事に؈ඐすると、その他のことが
ျかになりやすいので、時᧓の̅い方もԃめて自分の課題です。 

 ⫋ᴗとしての仕事と地域活動との関係性、時間の使い方（ワークライフバランス）につ

いてのⴱ⸨は、いわば、若年層の地域活動への参画をめぐる課題ともいえる。⩻って見れ

ば、地域社会へどのように入っていたらいいか、そのためのスキルを身に付けるにはどう

したらいいかといったᝎみはᢪえておらず、HSP が地域活動の担い手ೃ⿵を育んだ証左

といえるのではないだろうか。また、以上のような成長要素は、参加学生それぞれの個別

的な事情による㐪いが認められるものの、HSP の参加学生に共通していることが、参与

観察、アンケート、事後ࣄアリングによって現在までに示唆されている。 
 
  

図 4-2-9 参加学生 12A（N さỮ）の成ᧈイἳーἊ 
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㸦㸱㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫࡗ㸦HSP㸧の⥲ᣓ 

 これまでの内容を踏まえて、本項では HSP を総ᣓする。 
 
㸯㸧ཧຍ学⏕ࡀᆅᇦ᥋Ⅼࢆᣢࡘけ 

 PDCA は、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改ၿ）のプロセスを順に

実行する࣐ネージメントサイクルを指しており、ビジネス分野はもとより、様々な場面で

応用されている。HSP をこのサイクルに当てはめてみると、プロジェクトの中で、また

は次回に受け継がれる形で PDCA サイクルを回しながら展開されてきたと説明できる

（図 4-2-10）。 

 
 
 

PDCA に当てはめて HSP について考察すると、HSP は 4 つの学びの仕掛けとして

「展示」「体験」「対話」「協働」の各部門があるが、それぞれの要素として、インタビュ

ー、文⊩調査、フィールドワークといった調査手法、チラシや展示物の作成といった表現

手法、体験コーࢼーの準備では材ᩱの在庫⟶理といった経営手法を」合的に用いて計画

（Plan）する必要がある。次に HSP 開ദ当日は、呼び込み、プレゼン、来場者に対する

接ᐈや交流、調査、記㘓、そして地域イベントのお手伝いといった多様な活動を実行

（Do）することとなる。その⤖果として、現場で、または事後に、来場者や地元住民、

支援してくれる方々の反応や意見を評価（Check）としてそれぞれに受け取ることにな

る。そして、それらを受けて、開ദ中であれば、会場レイアウトの見直しや展示物のಟ正

をしたり、改ၿ案を検討して実施（Act）することになる。参加学生がそれぞれの立場

で、コ࣑ュニケーションの方法や、プレゼンの方法を改ၿする場合もあるだろう。さら

に、開ദ後は、その経験が次回の計画（Plan）に活かされるのである。HSP では、その

効果として、Ⰻい部分を踏くしながらも、毎回、何らかの新しい企画やコンテンࢶがある

ため、それを楽しみに来る来場者も少なくなかった。また、社会人となって再ゼした参加

学生も、その点を気づきのポイントとしてᣲげていることからも PDCA サイクルの有用

図 4-2-10 HSP における地域と点ửਤếˁੑけ（PDCA によるૢྸ） 
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性が確認できる。参加スタッフの実感としても、そのことが参加学生の個性を☻き、能力

を向上させることに繋がっているとの意見がᣲげられている。 
以上をまとめれば、「展示」「体験」「対話」「協働」の部門による学びの仕掛けを、

PDCA サイクルを回しながら運用することが、地域との接点を持つ仕掛けとして有効に

機能させるために重要であったといえる。 
 

㸰㸧ཧຍ学⏕ཬࡧᆅᇦにࡓࡋࡽࡓࡶຠᯝ 

 参加学生及び地域にも

たらした効果についてま

とめたのが，図 4-2-11 で

ある．以下では、その詳

細について述べる。 
 
ձ ཧຍ学⏕にࡼるẼ࡙

 学⩦ຠᯝ・ࡁ

 参加学生は、HSP 活動

を通して、改めて地域の

魅力・課題や、関係主体

である住民・行政・企ᴗ

等の存在を確認してい

る。したがって、参加学

生による地域の再発見、

気づきのために HSP が果

たした効果は非常に大きいといえる。 
 観光まちづくり活動に対しても，参加学生は，HSP によるプロジェクト学習を通し

て，「来ゼ者と対話・交流効果」の側面から特に実感している。また、関係主体（行政・

企ᴗ・商店⾤・住民等）との協働により、当ヱ活動の可能性と課題について認識を深めて

いる。関係主体間の連携・協調体ไの重要性を、その開ദプロセスの中で気付かせる効果

もあった。もちろん、参加学生は，その中で試行錯ㄗを関係主体と共に経験しており、含

まれる課題やキーパーソンの存在・役割を確認する効果もあった。 
 
 以上を総ᣓすれば、HSP を進める際には、「地域や関係主体の情報」をᢕᥱし、「ᢕᥱ

した情報」の整理・集約し、それに基づき、企画やᡓ略を立案・実施する手順が重要とな

る。また、活動を進める上で必要な情報・資㔠・アイディア・人的ネットワーク等は、自

ら動きながら⋓得するవ地があるようにしておく必要がある。すなわち、地域の現場で主

体的に考え動くには、自身の対話力・企画力・調査力等に加え、協働作ᴗの進め方・心構

え・ルール等（例：各活動の進行⟶理）への心得が重要となるためである。それら活動を

通して、参加学生は、観光まちづくり活動の進め方・手法・能力を実践的に学ぶことがで

きる。↓論、参加学生それぞれに、上記要素があたえる効果の強ᙅがあることはྰめない

が、総じて、参加学生の観光まちづくり活動への関心・意欲がより向上する効果があると

図 4-2-11 HSP のዮਙ 
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いえる。 
 
ղ ᆅඖ関ಀయのぢ᪉・ホ౯ 

 HSP では、岩槻を「知り、語り、考えたい」とする来場者が集まる傾向があった。こ

のときの話題は、「Ṕྐ・文化」「人形（産ᴗ）」「まちづくり」の「現在・過ཤ・ᮍ来」

「魅力」「問題・課題」 に大きく分かれていた。また、官民学のᇉ᰿を㉺えた来場者が対

話・交流する傾向が多少にかかわらずあったことが特徴である。実際、区長、副区長等行

政のᖿ部⫋員から新人⫋員や、地元企ᴗ、住民、そして学生が交流する姿が、自然発生的

に展開されていた。HSP は、生の情報が行き交う場であり、観光ᐈにも、住民にも有効

に機能した面がある。そして、HSP が、雛めぐりの魅力とともに、岩槻の「ゼれたい場

所」へ変化した面があるといえる。すなわち、HSP は、地域の活気やまちづくりへの関

心を育む場として認知されていたといえる。 
 
ճ ⥲ྜホ౯ 

HSP は、参加学生がそれぞれに役割を担って運営を┒り上げ、来場者を積極的に呼び

込み、接㐝にດめたこともあって、各回とも多種多様な関係者が集う場となっていた。ま

た、さいたま市長や地元行政及び企ᴗ等からの来場者も多ᩘ௮ぎ、地域の現場からの注目

度も高めたといえる。そして何よりも、参加学生が、興味・関心に応じて地域資源（名

所・行事・人物）や観光まちづくりのあり様をᕠる論点に自在に接近・対ᓖする学びの場

として、また、観光まちづくりに必要なプロジェクトの進行⟶理や社会性を実践的に養成

する㘫㘐の場として、一定程度機能していたと総ᣓできる。 
 
 
࠙➨㸲❶㸰⠇ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ 

大西律子・富澤浩樹(2010)：“人形のまち岩槻まちかど雛めぐり（2010）”における官民学協働

による交流サロンの試験的運用，日本観光研究学会全国大会学術論文集，25 号，pp.399-
400． 

大西律子・富澤浩樹(2013)：観光まちづくりケーススタディ・テキスト さいたま市岩槻区にお

ける市民主導型イベント“人形のまち岩槻 まちかど雛めぐり”、目白大学社会学部地域社会

学科大西律子研究ᐊไ作・┘ಟ、地域力発᥀サポートネット協力，2013 年 9 ᭶ 30 日． 

富澤浩樹・大西律子(2010)：観光まちづくり活動における学生参画システムの構築－さいたま

市岩槻区における住民主導イベントにおける学生ボランティアの関わり実績からの提案

－，日本観光研究学会全国大会学術論文集，25 号，pp.401-402． 

富澤浩樹・大西律子・津々見崇(2010)：イベント型観光まちづくりにおける担い手の参加意識

に関する定性情報の収集と活用の試みー人形のまち岩槻まちかど雛めぐりを対象として，

日本観光研究学会全国大会学術論文集，29 号，pp.427-428． 
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➨㸳❶ 若年層ྥけࡕࡲࠕព㆑⫱ᡂ࣒ࣛࢢࣟࣉ 㸦ࠖࢺࢵࣟࣃ∧㸧の 

ヨ㦂ⓗᑟධ㸦タィ・㐠用㸧 
 

㸯㸬若年層ྥけࡕࡲࠕព㆑⫱ᡂ࣒ࣛࢢࣟࣉ 㸦ࠖࢺࢵࣟࣃ∧㸧のタィᯟ⤌ࡳ 

 
本節では、地域で試験的に運用するための、若年層向け「まち意識育成プログラム」（戸

田市の若年層の「まち意

識」を孵化・育成し、コ࣑

ュニティベースドでの動

き出しを契機するための

機会・場）の基本設計に有

用な枠組みを確認する。 
第 3 章でみた通り、当

ヱ分野（若年層と地域と

の関わり等）の既存研究

は、近年特に人口ῶ少地

域で導入が図られている

「地方と若者を⤖びつけ

る取り組み」に関する実

践報告等はあるものの
69)、若者の「まち意識（「地

域リソース〈人・場所・ラ

イフスタイル・イベント等〉への好奇

心・興味関心」、「繋がり・ネットワー

ク・交流志向」、「動き出したい志向〈趣

味・学習活動／地域活動・まちづくり

志向〉」の総称）」に着║し、その孵化・

育成に論点を据えた実証的研究はほ

とんどなされていないのが現状であ

る。 
そのため、若年層向け「まち意識育

成プログラム」（パイロット版）70)の設

計枠組みの検討に際しては、１）筆者

らのඛ行研究（市民対象のまちづくり

学習機会の設計に関する実証研究）

                                                
69) 住吉廣行(2008)：「地方発の地域経済立て直し」政策コンペ政策提案書 「地域に定着する若者の育成」

とそれを支える「産・官・学連携の地域づくり」(4.内閣府提案書,第 2 部 大学改革・教育改革の

「今」)，地域総合研究，第 8 号，pp.205−210、地方自治研究機構(2015)：若者を呼び込み協働するまち

づくりに関する調査研究 等。 
70) 本✏では、地域で実際に実証実験を行なうためのプログラムという意味で、パイロット版と称する。 

表 5-1 ᇿ者らのέᘍᄂᆮ（ᩃᛏ論૨ử৷ቦ） 

図 5-1 ᒉޖ࠰Ӽけ「ộちॖᜤᏋ成プログラム」 
（パイロット༿）のᚨᚘのたỜのኵỚ 
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（表 5-1）、２）第 4 章で詳述した、若者と地域を⤖びつける事ᴗ等の事例研究（Ᏹ㒔ᐑ・

岩槻）、の 2 点から得られた知見を手掛かりとし、最終的には、図 5-1 の 5 つの枠組みを

試験的かつ応用的に導入する。具体的には、①若年層の「まち意識」の振りᖜに配慮し、

その段階性（後述）を見定めた上で、段階に適した本プログラムの目標設定を行うこと、

②本プログラムでᢅう「テー࣐・内容」と「気づきの仕掛け」については参加者の「まち

意識」の段階に適したものを㑅び、両者を効果的に組み合わせるよう配慮すること、③本

プログラムでは、参加者の「気づきの教材」を」ᩘ用意し、特に「生きた教材（ロールモ

デル）」を効果的に活用すること、④参加者が本プログラムを通じて、地域の現場で実際に

動き出せるよう、現場への㑏元性を考慮した構成（内容・仕掛け）とすること、⑤本プロ

グラム内での気づき・成果等を参加者同士が互いに共有し、それが参加者個々へ確実にフ

ィードバックされる仕掛けを┒り込むこと、の 5 点である。 
なお、今回のプログラムの基本設計は、これら 5 点に準拠しつつも、個々の要素が相互

に連関・連動する性質である点も十分視野に入れ進めるものとする。 
 

 

㸰㸬若年層ྥけࡕࡲࠕព㆑⫱ᡂ࣒ࣛࢢࣟࣉ 㸦ࠖࢺࢵࣟࣃ∧㸧のᇶᮏタィ 

  

㸦㸯㸧タィのᯟ⤌ࡳձ㸸若年層のࡕࡲࠕព㆑ࠖのẁ㝵ᛶに╔目ࡓࡋ目ᶆタᐃ 

㸯㸧若年層のࡕࡲࠕព㆑ࠖのẁ㝵ᛶのᤊ࠼᪉ 

図 5-2 は、筆者らが、10 年

以上にரって、地域の現場で

まちづくり学習 71)の試験的導

入を継続しながら実証研究を

重ね⢭⦓化した「まちづくり

学習参加想定者 5 段階モデ

ル」である。想定されるまちづ

くり学習の参加者を、「まちづ

くり」への知識や行動の程度

によって 5 段階から区分して

いる。このモデルでは、〈まち

づくり〉についての知識はほ

とんど↓いが、その〈まち〉に

住み、買い物や子育て等の日

常的行Ⅽを通じて、〈まち〉についての興味・関心を潜在的に有する、ᡈいは本来有すべき

であろう層を Level 0 とし、一方、行政とほࡰ対等の立場でまちづくりに主体的に取り組

める上⣭者（「まちづくりプロデューサー」と呼ぶ）を最も高度な Level 5 とする、そして

この間に、初心者、初⣭者、中⣭者、の 3 階層を設け、市民のまちづくりレベルを大ซ 5

                                                
71) 筆者らは、「まちづくりに主体的に関わる資質を、問題意識・構え・能力・技術の面から養成する機会」

と定義。 

図 5-2 参加者ेܭ者の５െ᨞モデル 
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階層から捉えている。 
このモデルによって、まちづくり学習の参加想定者を、Level 0～Level 5 の各層に区分

し、レベルに応じた学習目標を、〈まちを知る〉（Knowledge）、〈まちで動く〉（Act）、の 2
軸から細かく設定し、その上で、その達成に適した手段（学習方法及び学習内容）を㑅定

し、参加想定者に有益なプログラムを適ษに練り上げることが可能となる。  
 今回の若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット版）の参加想定者（以下、「中

心的対象層（もしくはターゲット）」と呼ぶ）は、第 2 章からも明らかなように、「地域に

潜在的には関心があってもコ࣑ュニティベースドでの動きには至っていない層」、つまり

当モデルでいえば、大ซ Level 0・1・2（まちづくりを「知る軸」でいえば、↓関心層／お

んやり／部分的に知る）に位置づく層と考えられる（図ࡰ・ろげࡰ 5-2 の左上の長枠に

相当）。この点を前提としながら、次項では、今回のプログラムの中心的対象層を、当ヱ分

野の筆者らのඛ行研究 72)や年度調査の⤖果 73)等を交えてより具体的に検討する。 
 

㸰㸧୰ᚰⓗᑐ㇟層࡞る若年層のᐃ目ᶆのタᐃ 

ࠗ平成 22 年国勢調査࠘74)によれば、戸田市における若年層（20 代・30 代）のᑵᴗ率は

94.4%（その内戸田市以外の自治体への務者は 67.9%）に上っている。すなわち、若年

層は、文字通り「働く世代」という図式で捉えることができる。そこで、本プログラムで

は、戸田市に在住あるいは関係する「20 代～30 代（実験上は 40 代までも含む）」 75)で、

「⫋ᴗを持ち、自立的に働いている若年層」に、少しでも地域への関心を高めてもらい、

何らかの動き出す契機を付与できないかという観点から、この層を中心的対象層に設定す

る。当ヱ層については、地域との接点を比較的築きやすいとされる「子育て世代」という

カテࢦリーで捉えることも可能であるが、本プログラムでは、むしろ様々な要ᅉにおいて、

「従来地域との接点を持ち難かった人たち」と、「多くの時間を地域ではなく仕事ඛで過ご

している人たち（よって、地域を起点とする動き・活動にไ限がかかる人たち）」を中心的

ターゲットに据えることで、その対象層に地域との接点をどのように持たせ得るのか、地

域へのおࡰろげながらの関心をどのように具体的な動き・活動へと転換させ得るのか等を

実証実験により明らかにする。より具体的には、図 5-3 の通り、戸田市内外で地域を拠点

にまちづくりや地域活動に積極的に参加している層ではなく、むしろ地域内外で学ᴗ（学

生）及びビジネス（正つ社員・⫋員、非正つ、事ᴗ主等）に時間や価値の比重を置いてい

る層を対象化しようということである。当ヱ層は、2015 年の筆者らの調査 76)によれば、

                                                
72) 大西律子他(2005)：まちづくり学習プログラムの開発とその手法に関する実証的研究―まちづくりへの

男女共同参画を促進する第一歩として、平成 16 年度さいたま県男女共同参画推進センター共同研究報告

書、埼玉県男女共同参画センター他、前出の表 5-1 の実績が主なඛ行研究。 
73) 詳細は第 2 章を参照のこと。戸田市政策研究所／目白大学社会学部地域社会学科(2016)：戸田市におけ

る 20 代・30 代の若年層に関する基礎研究（共同研究中間報告書） 
74) ࠗ平成 22 年国勢調査࠘の⤖果より⟬出。なお、ࠗ 平成 27 年国勢調査࠘の埼玉県のデータは 2017 年 3 ᭶

15 日現在でᮍ公表。 
75) パイロット版の対象層として 40 代も含める理由は、①40 代から 20・30 代当時のまち意識等を⩻って反

応を探ることが可能となる、②30 代との接続性という意味では 40 代のパイロット版への反応を探るこ

とも有用とุ᩿した。 
76) ⬮注 73 と同様。戸田市政策研究所／目白大学社会学部地域社会学科(2016)：戸田市における 20 代・30

代の若年層に関する基礎研究（共同研究中間報告書） 
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「まち意識」（「地域リソース（人・場所・ライフスタイル・イベント等）への好奇心・興

味関心」、「繋がり・ネットワーク・交流志向」、「動き出したい志向（趣味・学習活動／地

域活動・まちづくり志向）」の総称）を程度のᕪこそあれ有しているが 77)、それらの意識

が、実際に地域での動きや活動

へ⤖びつかない傾向が強いこと

がわかっている。よって、本プ

ログラムでは、上記の特徴を有

する中心的対象層が、戸田市で

前向きに（充実した）時間を過

ごしていく実感値を得ることを

最終目標として、①対象者それ

ぞれに潜む「まち意識」の孵化・

育成、すなわち対象者が、現状

の「まち意識」を少しでも醸成

すること（次項の図 5-4 参照）、

また、②その「まち意識」を地域

での実際の動き・活動へ転換さ

せる契機を得ること、の 2 点を

目指すものとする。  
 

㸱㸧୰ᚰⓗᑐ㇟層する若年層のࡕࡲࠕព㆑ࠖのࣞࡑࣝ࣋のព㆑㔊ᡂࢪ࣮࣓ 

 図 5-4 は、筆者らのඛ行研究 78)や年度の調査 79)を踏まえ、⦪軸を「仕事と地域のバラ

ンスへの志向性」とし、3 つのࢰーン（第Ϩࢰーン→仕事㸺地域：仕事よりも地域を起点

とする活動に価値を見出しているライフスタイル、第ϩࢰーン→仕事＝地域：仕事と地域

を起点とする活動のバランスが同じ程度のライフスタイル、第Ϫࢰーン→仕事㸼地域：地

域を起点とする活動よりも仕事に価値を見出しているライフスタイル）に分け、ᶓ軸を「ま

ち意識」とし、6 段階（①Level㸮→「まち意識」が限りなく↓自ぬ的に潜んでいる段階（Ỉ

面下・↓意識段階）：ణし、当段階は、「自分が住んでいる地域について知ってみたいとい

う好奇心はある段階」、「地域に住んでいるので何かしらの繋がりは持ちたいという交流欲

求を持ち始めた段階」の 2 段階に細分化される）、②Level 1→ࡰんやり認識段階（地域の

特性や課題等についてࡰんやりと意識し始める段階）、③Level 2→自分から地域情報を収

集する等の動きが始まっている段階（地域情報を入手する等の活動意欲は出てきているが、

姿勢がやや受け身）、④Level 3→地域への関心は強化されているが、活動はᮍ成⇍段階（情

                                                
77) 「地域リソースへの好奇心・興味関心」は、例えば、戸田市でのお気に入りの場所に対して「イオンシ

ョッࣆングセンター」（113 回⟅）、「Ⲩᕝ」（68 回⟅）、「㐨‶グリーンパーク」（63 回⟅）から理解でき

る。「繋がり・ネットワーク・交流志向」は、まちに求めるものに対して「Ⰻ好な人間関係」（35.5%）、

地域活動等への期待に対して「同世代とのつながり」（55.3%）、「異世代とのつながり」（38.8%）から窺

える。さらに、「動き出したい志向」は、戸田市への要ᮃに対する「まちづくり機会の提供」（60.4%）、

「地域活動の参加しやすさ」（61.9%）から理解できる。詳しくは 2 章を参照。 
78) ⬮注 72 と同様 
79) ⬮注 73 と同様 

図 5-3 ஜプログラムのɶ࣎ႎ対ᝋޖのイἳーἊ 
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報収集その他の具体的活動

を主体的にスタートさせて

いる段階だが、ᮍ成⇍）、⑤

Level 4→地域を起点に具体

的な活動（ビジネス・非ビジ

ネスを問わず）が本᱁的に始

まっている段階、նLevel 5
→地域を起点とする具体的

な活動のリーダーとして一

定の役割を果たしている段

階）に階層化し、チࣕート化

したものである。 
本プログラムの中心的対

象層は、前述した通り、戸田

市内外で「⫋ᴗを持ち、自立

的に働いている若年層」に設定しているため、図 5-4 の⦪軸の「志向性」でいえば、「第Ϫ

ーン」（仕事㸼地域：仕事と地域での活動を比較すればᅽಽ的に仕事に時間と価値を見出ࢰ

しているࢰーン）にヱ当する。次に、中心的対象層の「まち意識」については、既存研究・

事例研究 80)及び前年度調査 81)のそれぞれの成果の総合的検討を踏まえれば、ほࡰ Level 0
から Level 1 程度にヱ当する。つまり、本プログラムでは、中心的対象層を、志向性にお

いては第Ϫࢰーン、「まち意識」においては「Level 0」「Level 1」段階の⠊にヱ当する若

年層として大ซ捉える、次に、当ヱ層に適した目標としては、参加者自らが、①「まち意

識」のレベルを各々少しでもランクアップさせる契機を得る（また、ランクアップを実感

する）、②①を通して地域を起点とする動き・活動に契機を得る、の 2 点に設定する。 
 

㸦㸰㸧タィのᯟ⤌ࡳղ㸸࣐࣮ࢸ・ෆᐜけのᡓ␎ⓗ⤌ࡏࢃྜࡳ 

㸯㸧ࡑの㸯 ࣐࣮ࢸ・ෆᐜの᳨ウ  

本項では、本プログラムで題材として取りᢅう「テー࣐・内容」をいかに設定するか、

また、それらをどのように対象者に提供し、接近させ、対象者個々の「まち意識」のレベ

ルアップや実際の地域での動き出しへと繋げるか（つまりは、本プログラムの目標達成を

いかに図るか）を検討する。具体的には、中心的対象層の関心を㎺りながら、「テー࣐・内

容」を見定めるとともに、対象者にそれらを提供し、同時に対象者がそれらに面白みを感

じていくための効果的な仕掛けについて検討する。 
本プログラムの中心的対象層が興味・関心を喚起し得るテー࣐・内容を設定していくた

めに、まず、筆者らの 2015 年度の調査⤖果を⡆単に振り返る 82)。当調査では、戸田市に

おける若年層が、地域ベースドの「人間関係」、「交流」、「活動」に対して一定の関心と志

                                                
80) 第 3 章、第 4 章で詳述 
81) ⬮注 73 と同様 
82) 詳細は第 2 章参照 

図 5-4 ஜプログラムのɶ࣎ႎ対ᝋޖとἋテップỴップイἳーἊ 
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向性を有している様子がᾋき᙮りとなっている 83)。例えば、地域での「人間関係」につい

ては、実際の付き合いはⷧいが（約半ᩘが「付き合っている人はⓙ↓」と回⟅）、地域でⰋ

好な人間関係を求める志向は決してపくない（3 割強）。また、地域で、「他者との交流の

場」や「（その場への）参加のしやすさ」等をᮃむ声も上がっており 84)、関係性や交流へ

の志向性が総じて高い様子が見て取れる。さらに、「まちづくりや地域活動への機会提供」

や「そうした活動への参加のしやすさ」をみても、期待感は高く（どちらも 6 割以上）、こ

れらが一様に、「人的繋がり（同世代との繋がり、異世代との新しい繋がり等）」に対する

強い志向性の現れであることも確認されている。なお、上記の「人間関係」、「交流」、「活

動」への志向性以外としては、「地域情報」（人・場所・イベント）や「地域課題」への関

心（「地域に関する考えやᝎみ等について〈特にない〉という状ែはよくない」等）等が抽

出されている点にも注目しておく必要がある。 
つまり、前年度調査においては、戸田市の若年層から、「地域リソース（人・場所・ライ

フスタイル・イベント等）への好奇心・興味関心」、「繋がり・ネットワーク・交流志向」

及び「地域で動き出したい志向（地域活動・まちづくり志向）」が明確に抽出されている（本

年度研究では、これらを「まち意識」と総称）。今回のプログラムの設計に当たっては、こ

うした若年層の意識特性を活かし、反映させることが、若年層の本プログラムへの関心を

高め、参加へのモチベーションを高める上で重要となる。具体的には、図 5-5 の「地域�

人間関係」「地域�交流」「地域�活動」の各意識項目に配慮しながら、本プログラムで取

りᢅうテー࣐・内容・仕掛け等を⢭査・検討し（より若年層の「まち意識」を醸成できる

か、「まち意識」を地域での

具体的な動き・活動へと転

換させることができるか

等からチェック）、最終決

定する。 
次に、若者と地域を⤖び

つけるඛ行事例の研究成

果 85)を⡆単に振り返る。本

プログラムの設計に資す

る知見の一つ目は、「地域

と接点・関わりがほとんど

ない若年層にとって、地域

へ踏み出す最初の一歩の

ハードルは想像以上に高

く、これをどうやって取っ

                                                
83) ①まちに求めるものはとの問いに、「Ⰻ好な人間関係」（35.5%）、②地域活動へ期待するものはとの問い

に、「同世代との繋がり」（55.3%）、「異世代との繋がり」（38.8㸣）、③戸田市への要ᮃはとの問いに、

「まちづくり機会の提供」（60.4%）、「地域活動の参加しやすさ」（61.9%）等。 
84) 前年度調査の自由回⟅から、「親同士の交流の場」「転ᒃ者による関係性の充実」「地域内で他者と交流す

る場（機会）がなく不‶（不安）」等、人的交流への意欲・志向が読み取れている。 
85) 主に、第 4 章の事例研究でᢅった、若者と地域を⤖びつける支援活動を担う古河大輔氏（NPO 法人とち

ぎユースサポーターズネットワーク事務局長）に対するインタビュー⤖果を手掛かりに検討。 

図 5-5 ଏࢮᄂᆮからの論点 
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ᡶうかが若年層と地域を⤖びつける際の大きな課題」という点である。本プログラムの設

計（テー࣐・内容・仕掛け・告知等のあらゆる設計等）においても、この点に特段の配慮

が必要といえる。ただ、ハードルが高いと感じている若年層においても、地域で「知り合

いを作りたい」という“人”への関心、「人の考えを聞いてみたい、話してみたい」という

“人に帰ᒓする情報”への関心、「気になる場所へ行ってみたい」という“場所”への関心、

「知らないことを知ってみたい、何かを得たい」という“気づき”への関心が比較的高い

ことが確認されている（図 5-6）。若年層の「人・場所・情報」への高い関心を、どのよう

に本プログラムのテー࣐・内容等へ反映させるかも考慮すべきポイントといえる。 
以上を踏まえれば、本プロ

グラムの設計においては、第

1 に若年層目線に立ち、「ハー

ドルを上げない（気楽にさり

気なく参加可能とする）」構成

とする点を大前提に、若年層

に特徴的な「知り合いを作り、

人の考えを聞いてみたい、話

してみたいとする欲求」と

「人・情報・場所」に関する個

別イシューへの興味・関心」

を効果的にクロスオーバーさ

せる意図からテー࣐・内容の

検討を図ることが有用である

とุ᩿できる。 
 

㸰㸧ࡑの㸰 Ẽ࡙ࡁのけ 

次に、上記をガイドラインとして設定したテー࣐・内容を、どのような仕掛け（気づき

の方法）によって、若年層に提供し接近させるかについて、筆者らのඛ行研究 86)を手掛か

りに検討する。 
まず、気づきの仕掛けは、概ね図 5-7 の通り、１）座学型気づきの仕掛け、２）単独・

自律型気づきの仕掛け、３）」ᩘ・協働型気づきの仕掛け、４）総合的な気付きの仕掛け、

の 4 つに区分され、プログラムの目標、テー࣐・内容等によって、4 つの形ែを適ษに使

い分けていくことが、参加者の気づきを最適化する上で重要であることがわかっている。 
今回のプログラムの中心的ターゲットである若年層は、これまでみてきた通り、「人との

関係性構築」に高い関心があり、「人と知り合い、対話し、何かを得る」ことに強い欲求が

あると想定できる。これらの点を踏まえれば、座学型や、単独・自律型のようなどちらか

といえば個人に向き合う仕掛けではなく、参加者同士がỈ平的な関係下において情報や意

見・経験を分かち合いながら、集団の相互作用によって参加者が気づきを得ることに効果

                                                
86) 大西律子他(2005)：まちづくり学習プログラムの開発とその手法に関する実証的研究―まちづくりへの

男女共同参画を促進する第一歩として、平成 16 年度さいたま県男女共同参画推進センター共同研究報告

書、埼玉県男女共同参画センター 等 

図 5-6 έᘍʙ例からの論点（ૅੲѣ実ោ者からのインタἥἷー） 
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があるとされるワークシ

ョップ 87 )を中心的な仕

掛けとして᥇用すること

が、当ヱ世代の意識特性

に合⮴するものとุ᩿さ

れる。また、ワークショ

ップは、身体性（右⬻・身

体知）、協働性、創造性、

共有性が得られ、プロセ

スを重視する手法である

と言われている 88)。本プ

ログラムでワークショッ

プを中軸的に導入するこ

とで、参加者同士が、各々

に内在する「まち意識」

を、身体的・相互作用的

アプローチによって、より自ぬ的に捉え、考え、育み、深める契機となることも期待でき

る。なお、まちづくり学習等で導入されるワークショップには、思考型ワークショップと

振り返り型ワークショップの 2 タイプがあり、前者はあるテー࣐に沿って集団で考えを見

出していくことに適しており、後者は思考型 WS を経て自らの気づきを内省的に振り返り

つつ、その内容を他者と共有する中で、ᄮを進めることに適しているとされ、両者の効

果的な使い分けが学習効果を高めるポイントになることがわかっている。 
これらを踏まえると、今回のプログラムでは、上記の思考型、振り返り型の 2 タイプが

もたらす効果にも着目し、両

タイプのワークショップを、

１）で述べた、中心的対象層

の意識特性に合⮴する「テー

や「内容」を適宜効果的「࣐

に組み合わせながら導入を図

ること、加えて、ワークショ

ップの⿵的装置として、参

加者が個々に当ヱプロセスを

振り返り、内省に当てる「単

独・自律型の気づきの仕掛

け」、具体的には記入シート

（図 5-8）への書き込み作ᴗ

をプログラム内にセットアッ

                                                
87) 木下勇(2007)：ワークショップ－住民主体のまちづくりへの方法論－，学術出版社，pp.15-16 
88) 木下勇(2007)：ワークショップ－住民主体のまちづくりへの方法論－，学術出版社，pp.13-15 

図 5-7 ˁੑけのᆔ 

図 5-8 ҥ・自ൢࢷづẨのˁੑけ（ᚡλシートݰλ） 
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プすること、が有用と考えられる。 
なお、本プログラムのᰕとなるワークショップにおいては、その企画から運用までを

担うファシリテーター、すなわち、「場のデࢨイン」「対人関係スキル」「構造化スキル」

「合意形成スキル」を持ち合わせながら、参加者に単に知識やスキルを伝えるだけではな

く、参加者の知識や経験をᘬき出し、自発的な気づきを促す支援者 89)が重要な㘽をᥱ

る。とりわけ、本プログラムのワークショップでは、「まち意識」の孵化・育成を目的と

しているため、ファシリテーターには、教育研ಟ型に適した役割 90)や、それを可能とす

る「対人関係スキル」（図 5-9）が強く要求される 91)。加えて、本ワークショップの中心

的対象層には若年世代を想

定していることから、ファ

シリテーターには当ヱ層と

のコ࣑ュニケーション・チ

ࣕネルを多様に持ち、当ヱ

層と地域を⤖びつける支援

活動やワークショップの企

画・運営に豊富な実績を有

する人物を㑅定することが

有用とุ᩿される。今回の

プログラムでは、筆者らも

しくは NPO 法人とちぎユー

スサポーターズネットワー

ク事務局長の古河大輔氏 92)

らをೃ⿵として検討する。 
 
㸦㸱㸧タィのᯟ⤌ࡳճ㸸」ᩘのᩍᮦ／⏕ࡓࡁᩍᮦの㑅ᐃຠᯝⓗά用 

筆者らの既存研究 93)からは、まちづくり学習の教材は、①テキスト（レクチࣕー）、②

ビデオ映像（参加者の参加過程を撮影した映像等）、③生きた教材（ロールモデル）の大き

く 3 種に分類され、これらを学習主体や目的等によって適宜立体的に組み合わせながら導

                                                
89) 堀公俊(2004)：ファシリテーション入門，日本経済新聞出版社，p.50 
90) 堀（⬮注 88）によれば、「ファシリテーターが活躍する分野としては、①問題解決型、②合意形成型、

③教育研ಟ型、④体験学習型、⑤自己表現型、ն自己変革型の㸴タイプに分かれる。③は、学ᰯ教育、

起ᴗ研ಟ、社会生ᾭ教育、ᐙᗞ教育等、ᖜ広い活動で活用され、「学習者（参加者）の知識や経験をᘬき

出す、自発的な学習」や「多様な個性と価値観を持った人々がぶつかりあい、活発な内省（省察）と相

互作用（対話）を通じて、何を学ぶべきかを学んでいく、そんな〈学び合いの場〉」を促進する役割・ス

キルが求められる。 
91) 第 4 章の事例研究でインタビューから、「内省（省察）と相互作用（対話）を軸とする〈学び合いの

場〉」を促進するためには、対人関係スキルが不可Ḟとの指がみられる。 
92) 筆者ら（大西及び富澤）は、まちづくりと市民参加の観点から、若年層を含む市民対象のワークショッ

プ研究に約 15 年関わっており、また、古河氏は第 4 章 1 節で詳述した通り、若年層に特化したワークシ

ョップの企画・運営に優れた実績を有している。両者ともにパイロット版のファシリテーターとして適

௵とุ᩿した。 
93) 大西律子・富澤浩樹(2016)：観光まちづくりリーダーの養成を目途とした学習装置に関する基礎研究－

共同活動の促進に有用なファシリテーション能力の養成に着目して－，地域活性学会研究大会論文集，

第 8 号，pp.160-163 

図 5-9 ஜプログラムでファシリテーターにࢳされる 
対ʴ関̞Ἃỿル 
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入を図ることが、プログラムの効果

を高める上で有用であることがわか

っている（図 5-10（上部））。 
今回のプログラムでは、図 5-10

（下部）の通り、１）若年層の「ま

ち意識」を孵化・育成する、具体的

には、参加者が、①戸田に関する情

報ストックを高める、②戸田での知

り合い（ネットワーク）をቑやす、

③場を共有することで、「まち意識」

のランクアップへの実感を得る、２）

１）を通じて地域を起点とする動き

出しへの契機を得る、の大きく 2 点

が目標となる。これらの点に、筆者

らのこれまでのまちづくり学習の教材に関する研究知見を加えて、今回のプログラムに適

する教材を検討する。 
これまで筆者らが試験的に導入してきたまちづくり学習においては、学習者はテキスト

による講ᖌの解説（レクチࣕー等）よりも、実際の地域の現場で活動し、成果を上げ、参

加者が目指す要素をある程度වね備えた「実践者（ロールモデル）」を教材とした方が、学

習プログラム全体に親近感や納得感をもつ傾向が強く、また、その実践者から多様な気づ

きや、現在の自身の思考・行動様式を見直す契機を得ること等が認められている 94)。また、

その実践者との対話や実践者をハブ

とする学習者同士の対話を通じて、

学習者が人的交流体験とその意義を

明確に実感でき、プログラムを通じ

て人的ネットワークを広げる動機が

高まることも確認されている。 
上記を踏まえると、今回のプログ

ラムでも、「実際の地域での活動者・

実践者」（図 5-11）をロールモデルと

して中心的教材に位置づけ、それに、

「テキスト（ファシリテーター、スタ

ッフ、ロールモデル等による発話・資

ᩱ）95」」（図 5-12）を⿵的に活用す

ることが、若年層の「まち意識」の孵

                                                
94) 筆者らが実施してきた、さいたま市岩槻におけるまちづくり学習講座、戸田市民大学における生ᾭ学習

サポーター育成講座、埼玉県下の NPO から受クしたまちづくりリーダー育成講座等において、地域の現

場で実際に活動している実践者をモデルとして講座内にⓏ場してもらい、保有する情報・経験・知見等

を受講生へ提供し、伝えてもらう意義・効果が大きいことが確認されている。 
95) 「テキスト（発話・資ᩱ）」は、ロールモデル（地域情報提供者や地域活動実践者）に事前にパワーポイ

ントのスライドを用意してもらい、当日、参加者には、それらを投影する形で提供。 

図 5-10 ஜプログラムでဇが౨᚛されるỔẨ例 

図 5-11 ஜプログラムにңщẟたẻく地域ѣ実ោ者 
（ロールモデル）  



73 
 

化・育成や地域における実際

の動き出しの助長において有

用であるとุ᩿される。なお、

本プログラムで実際に導入す

る「生きた教材（ロールモデ

ル）」については、中心的ター

ゲットである若年層の意識特

性を与件とし、当ヱ層の参加

意欲や接近意欲をᥙき立て得

るモデル像を、①「戸田を起点

に活動し、戸田の〈気になる場

所〉等に関するリアルな情報

提供が可能な人」、②「若年世

代から見て、戸田で動き、活動

する上でモデルとなり得るような経験・実績を有する人」という 2 つの視点から検討する。

その⤖果、①については、中心的対象層の興味関心をចきやすいファクターとなり得ると

の理由から、「戸田ボート場」を起点に活動している大学ボート部の学生たちをೃ⿵とし、

②については、戸田市を起点に仕事や地域活動で実績を上げている 30 代・40 代のࣖング

ビジネス࣐ン・ウー࣐ン、具体的には戸田市役所で働く 30 代男性 96)、戸田市で設計事務

所を経営する 40 代男性、戸田市内で地域イベントを主ദし、地域ネットワークのハブ的

役割を果たしている 40 代女性をೃ⿵とし、当事者それぞれに今回のプログラム（パイロ

ット版）の意義や試験的運用の趣旨等への理解を求め、協力を௮ぐことにする。 
 

㸦㸲㸧タィのᯟ⤌ࡳմ㸸⌧場の㑏ඖに㓄៖࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡋᵓᡂ 

次に、プログラム（パイロット版）の設計に当たって見落としてはならないポイントの

一つである、地域への㑏元性、接続性について検討する。筆者らのඛ行研究 97)からも、ま

ちづくり学習の大きな課題は、学習自体が目的化されてしまい、学習と実際のまちづくり

活動が離し、うまく連動、接続していかない点にあることがわかっている。 
そこで、今回の、「まち意識」の孵化・育成を一義とするプログラムにおいては、実際の

地域での動き出しを強く考慮した構成とする。具体的には、参加者が、本プログラムへの

参加に留まることなく、むしろその後に実際の地域での具体的な動き出し（例えば、知り

合いやネットワークづくりに前向きになる、地域を起点とした動き・活動準備を準備する、

パイロット版への参加経験を地域の他の人へ伝させる等の動き）が契機され、持続され

るようプログラムを設計する（図 5-13 参照）。そのためには、本プログラム内で、参加者

が、戸田市内での地域リソース （人、ネットワーク、場所、イベント、思い等）等に関す

                                                
96) 本共同研究の構成メンバーでもある戸田政策研究所研究員が、参与観察視点でロールモデルとしてワー

クショップに参加。 
97) 大西律子・富澤浩樹(2011)：まちづくりの現場での問題解決を前提とした「まちづくり学習」の設計と

運用－インタビュー実習工程を導入した講座の提案－、地域活性研究，第 2 号，pp.3-16 他 

図 5-12 ஜプログラムにおけるテỿἋト（発話・૰）例 
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る情報を丁寧に〈受容し、それを

参加者間の対話の題材とし、共

感ポイントを探り、確認しなが

ら〉、しっかりと腑に落としてい

くプロセスを設けること、また、

そのプロセスを通じて、参加者

が地域での動き出しへ、何らか

の契機・動機を得るようファシ

リテーターがエンカレッジする

機会を設けること等がポイント

となる。 
 
 
 
㸦㸳㸧タィのᯟ⤌ࡳյ㸸Ẽ࡙ࡁの共᭷ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇのけ 

筆者らのඛ行研究 98)では、まちづくり学習の設計・運用上、参加者に「学びのプロセス

や成果」の共有を促す仕掛けや、「学び」自体を⧞り返し振り返る段階（例えば、学びのシ

ーンをビデオで撮影し、後日、そのシーンをケーススタディとしてᢅう等）を設けること

が、参加者の学習効果を高める上で極めて有効であることがわかっている。 
本プログラムで導入するワークショップの運営においても、上記の点を十分に踏まえ、

参加者同士が互いの「気づきのプロセス」や「気づいた成果」を共有できるよう、ファシ

リテーションには十分に留意する方針をと

る。また、ワークショップのクロージングで

は、参加者個々に振り返り記入シート（図 5-
14）を課すことによって、参加者自身が、単

独かつ自律的にワークショップでの「気づ

きのプロセス」及び「気づいた成果」を内省

し、その⤖果を、自身の意識や行動へ直接的

にフィードバックしていくプロセスを設け

ることとする。 
このように、参加者にワークショップを

通じて、地域への何らかの気づきを共有化

してもらい、クロージングでの振り返り記

入シートによって、その気づきを自身へ㑏

元し、内省するよう促すことで、最終的に

は、参加者自らが、元来の「まち意識」のレ

ベルに変容がもたらされたことを実感でき

                                                
98) 大西律子・富澤浩樹(2016)：観光まちづくりリーダーの養成を目途とした学習装置に関する基礎研究－

共同活動の促進に有用なファシリテーション能力の養成に着目して－，地域活性学会研究大会論文集，

第 8 号，pp.160-163 他 

図 5-13 ྵ場ồのᢩΨࣱにᣐॾẲたプログラム構成 

図 5-14 ワークショップࢸにᛢẲた 
振り返りᚡλシート例 
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るようになることが期待できる。また、今回は、⿵的ではあるがワークショップの全プ

ロセスを映像で記㘓しておき、参加者の理解が得られた場合は、１回目の様子を 2 回目の

教材（「まち意識」の醸成・強化に有用な教材）として活用することも視野にいれる（ᑗ来

的に、同種のプログラムを運用する際に、映像教材として活用するところまでも想定）。 
つまり、上記のようにワークショップ、記入シート、映像の利活用によって、①参加者

の「まち意識」を全体的に高め、深め、⤖果として地域での動き出しへ繋げていくこと、

②プログラムへの参加意欲を常時喚起し、「地域への何らかの気づき」のᖜや質を担保する

こと、③ワークショップの全プロセ

スを次のワークショップのケースス

タディ教材（映像等）へと生かすこ

と（ワークショップは種類・日程を

変えて 2 回展開するため、1 回目の

全プロセスは 2 回目のワークショッ

プの有用な教材（映像等）となり得

る／また、今回のパイロット版の実

験的試行を㉸えて、ᑗ来的に同種の

プログラムを展開する際にも有用な

資ᩱ（映像等）として機能させ得る
99））、が可能となる（図 5-15）。 
 
 
 
㸱㸬若年層ྥけࡕࡲࠕព㆑⫱ᡂ࣒ࣛࢢࣟࣉ 㸦ࠖࢺࢵࣟࣃ∧㸧のᵓᡂෆᐜ 

 
㸦㸯㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦ࢺࢵࣟࣃ∧㸧のᴫせ 

2 節の（1）〜（5）で述べた通り、今回、戸田市で実験的に導入する、若年層向け「ま

ち意識育成プログラム」（パイロット版）を、5 つのガイドライン（①想定される対象者の

セグメントと目標設定、②「テー࣐・内容」と「気づきの仕掛け」の明確化とᡓ略的組み

合わせ、③」ᩘの教材／生きた教材の活用、④地域への㑏元性に配慮した構成、⑤気づき

の共有とフィードバックの仕掛け）に沿って設計した⤖果が、図 5-16 である。 
特に、ガイドライン②では、戸田市の若年層の意識特性である「戸田の知らないことを

知ってみたい意識（知ることが重要との意識や好奇心も含む）」との適応性にプライオリテ

ィを置き、テー࣐や内容に工夫をจらしている。具体的には、若年層にとって戸田の知ら

ないものを、「場所的資源」と「人的資源」から区分した上で、その区分に従ってパイロッ

トプログラム 100)を 2 タイプ（プログラム１・２）設計した。パイロットプログラム１で

                                                
99) 筆者らが関わったこれまでのまちづくり学習においても、ワークショッププロセスを映像化し、それを

次のワークショップの教材として活用することで、学習効果が᱁段と高まることが確認されている。ణ

し、ワークショップの全プロレスの映像化については、参加者、関係者のチㅙが前提となる。 
100) パイロットプログラムとは、社会実験的に実施する意味合いである。一般に社会実験とは、新たなไ度

や技術等の施策を導入する際、場所と期間を限定して試行することで、問題点をᢕᥱし、有効性を検証

した上で、時にはその施策の本᱁導入を見㏦るかをุ᩿する材ᩱとするもの。地域住民との意見交換な

図 5-15 ൢづẨのσஊとフィーἛἢックのˁੑけ 
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は「戸田ボート場という場所的

資源とそこを起点に活動する学

生らのライフスタイル・思い」

を、パイロットプログラム２で

は「戸田を起点に動き、活動する

30 代・40 代の実践者（仕事や地

域活動で実績を有する 3 名）と

いう人的資源とその人らに帰ᒓ

するワークスタイル・哲学」を、

それぞれテー࣐や内容に┒り込

んでいる。 
 
 
 
 
㸦㸰㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦ࢺࢵࣟࣃ∧㸧の告▱の報ࣥࢨࢹ 

㸯㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦ࢺࢵࣟࣃ∧㸧の告▱の報ࣥࢨࢹ 

本項では、（1）で提示したパイロットプログラム 2 種を、その内容を⥔持したまま（表

5-2）、告知用፹体物（ポスター）へどのように落とし込み、デࢨインしたのかについて提

示する。 

表 5-2 ԓჷဇۥ体ཋ（ἯἋター）ồのᓳとẲᡂỚửЭ提にᨼኖẲたパイロットプログラムऴإ 

事業タイトル ḛとだプラスḜトークイベント「市民の知っているようで知らない世မ」 

対ᝋ 

〇戸田市に定住または関係している若年層（20 代前後῍30 代前後） 

〇まち意層 「0 層῍１層」（「地域への関心が᫋在҄されていない」「地域への関心がぼんやりとᑻ

ԉきڼめている」層） 

目 

Ṻまち意識※ の育（まち意識 「῍１レベル」ḵ「１῍２」へレベルアップ） 

・地域リἏース（ɼに「場所と人」）への関心向上 

・地域での繋がり・ネットワーク欲൭のྒࢽ 

プログラムの 

テーἰ 

タイプのီなるプログラム２ᆔを展開 

〇タイプ１ Ẍ場所ẍ接近・ग़着プログラム（戸田ボート場ὺライフスタイル編） 

〇タイプ２ Ẍ人ẍ接近・交流プログラム （若年ロールモデル編） 

実施時 
第１回：2016 年 11 月 21 日（月） 

第２回：2016 年 11 月 28 日（月） 

実施場所 川岸倉庫 シỹアỼフィス コワーỿングスἬース 

第 4 章の事例研究からも見出されたように 101)、本プログラムを、若年層に、「比較的参

加しやすそうな地域イベント」として認識してもらい、当ヱ層のプログラム参加への実効

性を少しでも高めるためには、情報発信のあり方（特にコンテンࢶと枠組み）を入ᛕに検

討する必要がある。 
今回の実証実験では、まさにその試みとして、中心的ターゲットである若年層へのッ求

                                                
らびに周知と合意形成もවねている。 

101) 第 4 章 1 節で、若者と地域を繋ぐ各事ᴗを設計した後は、それらを若年層に届く言葉・デࢨインに⩻ヂ

して告知・提供していくことの重要性が指されている。 

図 5-16 ᒉޖ࠰Ӽけ「ộちॖᜤᏋ成プログラム」（パイロット༿） 
のؕஜᚨᚘ 
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効果を意図して、図 5-16（既出）の

内容を⥔持したまま、情報㔞・内容、

さらには伝え方を十分にྫྷ味した上

で、告知用ポスターを図案化し、ไ

作している（図 5-17①：ポスター表、

図 5-17②：ポスター）。 
告知用ポスター 102)では、まず、プ

ログラム名を「TODA+（とだらす）

プロジェクト：戸田市の魅力新発見。

ゲストによるトーク㸤交流イベン

ト㸟」と㖭ᡴち、若年層にわかりや

すく伝えるための⩻ヂを試みてい

る。また、イベントのテー࣐・趣旨

を、「市民の知っているようで知らな

い世界」と集約的に表現し、平௬名

の「と」をモチーフとするロࢦとと

もに一体的にデࢨインし、ポスター

の中心にレイアウトすることでイン

パクトを表出している。さらに、「戸

田市に住んでいるのに、え、知らな

いの㸽」といったキࣕッチーでッ求

性のあるサブタイトルや、「あなたが

働き、食べ、㐟び、日々を㏦るこの

まちには知っているようで実は知ら

ない世界があるのです。まちを知れ

ば、もっとᬽらしが楽しくなる。あ

なたの知らない戸田市の魅力を発見しにきませんか㸽」との呼びかけを合わせてキーコン

テンࢶとして掲㍕することで、本プログラムの中心的ターゲットである 20 代から 30 代の

若年層の「地域や地域を起点とする動き・活動等に対する心理的ᢠ感」をᡶᣔするとと

もに、当ヱ世代の意識特性である、戸田への好奇心（戸田の知らないことを知ってみたい

意識）にフィッティングさせていくことを企図している。 
また、年代・対象については、ポスター上は「戸田市内在住の 20～39 ṓ」とᩒえてシン

プルに明記し、こうした区分・表記への市民側からの反応も確認ポイントとしている。ణ

し、実証実験上は、１）本プログラムの対象を定住人口に留めず、「関係人口」も視野に入

れ、中長期的には関係人口が定住人口へ転換し得る可能性も考慮する、また、２）告知用

ポスターでは対象年㱋を若年層（20-39 ṓ）と掲げつつも、当プログラムに関心を寄せた

市民側からの⏦し出等によっては、20 代前後から 30 代前後までをターゲットに含めるこ

                                                
102) ファシリテーターの古河大輔氏┘ಟにより、若年層へのッ求性を考慮したデࢨインを検討し、試験的に

ポスター化したもの。 

図 5-17② ஜプログラムのԓჷဇデἈイン（ἯἋターᘻ） 

図 5-17① ஜプログラムのԓჷဇデἈイン（ἯἋター表） 
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ととする 103)。 
なお、今回の実証実験では、前述した通り、若年層の意識特性に㚷み、2 つのトリガー

（参加者の地域への興味関心を際立たせる契機）、すなわち、戸田市内の「場所的資源」と

「人的資源」にそれぞれ着目した 2 種のパイロットプログラムを用意する。場所的資源を

主にトリガーとするパイロットプログラム 1 を「〈場所〉接近・愛着プログラム（戸田ボー

ト場＋ライフスタイル編）」、人的資源を主にトリガーとするパイロットプログラム 2 を

「〈人〉接近・交流プログラム（若年ロールモデル編）」とし、それら２種を異なる日程で

別々に試行する。また、告知の際には、両プログラムとも、「戸田市の魅力新発見。ゲスト

によるトーク㸤交流イベント」とᣓり、前者のテー࣐を「ボート部のライフスタイル」、後

者のテー࣐を「まちを楽しくしている同世代」とそれぞれタイトルし、若年世代にᢠ感

なく受け入れられ、伝わりやすい表現へ

⩻ヂ・集約し、告知する。 
さらに、本プログラムの開ദ時間、所要

時間、場所、⏦込方法等の条件設定につい

ては、中心的ターゲットである「⫋ᴗを持

ち自立的に働く若年層」のライフスタイ

ルを踏まえ、①開ദ日と時間帯は平日（᭶

᭙日）のኪ間（19 時開始）、②ᣊ᮰時間は

2～2.5 時間、③開ദ場所は戸田公園㥐か

らᚐ歩 10 分ᅪ内の「ᕝᓊ庫シェアオフ

ィスコワーキングスペース」 104 )（図 5-
18）、④参加㈝は 1000 （軽食代）、⑤１

回だけの参加も可、ն⏦し込み方法は、行政❆口に限定せず、専用 WEB サイトも設ける

とともに、QR コードの設置し、⏦し込みのハードルを軽ῶする、等としている。 
 

㸰㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦ࢺࢵࣟࣃ∧㸧のⓎಙᡓ␎ 

若年層を対象とする情報発信は、事例研究 105)からも明らかなようにメディア࣑ックス

ᡓ略が有用であることが明らかになっている。 
本プログラムにおいても、上記を踏まえて、多様な方法によって情報発信を試みている。

今回、情報発信に活用した፹体と⏦し込み・問い合わせࢶールの詳細は以下の①と②に示

す通りである。また、発信の情報コンテンࢶは、図 5-17①②（既出）のポスターに集約・

⩻ヂされた内容である。 
 

                                                
103) こうしたุ᩿は、①ඛ行研究からも 40 代前半と 30 代後半の意識・行動面での相㐪が極➃に生じること

はない、②実証実験プロセスで、もし若年層とそれ以上の層（40 代）で「まち意識」に関する反応等で

相㐪点がᾋき᙮りになることがあれば、若年層の固有性をᢕᥱする手がかりにもなる、との考えに基づ

く。 
104) 若年層の〈場所〉に対するッ求性にッえる施設・✵間を検討し、最終的には、当スペース代表の⇃木ⱥ

㞝氏より本プログラム試行への協力をᛌㅙいただき、当スペースでの開ദを決定。 
105) 第 4 章 1 節の事例研究で取り上げたとちぎユースサポーターズネットワーク事務局長古河大輔氏へのࣄ

アリングによれば、「若年層への情報発信は多様なメディアを」合的に活用することが基本であり、とり

わけ SNS での情報発信が有効」であるとしている。 

図 5-18 ஜプログラムの開͵場の概要 
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ձ࠙ᮏ࣒ࣛࢢࣟࣉの報Ⓨಙ፹యࠚ 

本プログラムを情報発信する፹体としては、①広報戸田市、②戸田市 HP、③チラシ（ポ

スターの A4 版）、 ④ポスター（掲示板）、⑤SNS（Facebook 等）の 5 種を活用する。こ

の点は、筆者らの前年度調査 106)において、若年層が地域情報を入手する際の፹体として、

「インターネット（67.2㸣）」、「人等の口コ࣑（59.4㸣）」、「戸田市の広報ㄅ（44.8%）」、

「戸田市 HP（22.8%）」をᣲげていること、さらにඛ行事例において若年層への情報伝達

手段として SNS がḞかせないとの考えが示されたこと等を総合的に຺案した⤖果である。

上記の②~④の፹体では、前述した若年層へのッ求性を高めるために情報を集約し、ロࢦ等

を配置してデࢨイン化した前掲のポスター（パッと見てイメージを伝えるデࢨイン効果を

配した፹体としてのポスタ

ー）を活用することで、若年

層の興味関心を刺激し、参加

意欲を高める効果も≺ってい

る。また、SNS については、

上記の①~④との連動的効果

や口コ࣑による情報ᣑᩓがど

の程度広がるかを見極める一

助にする≺いもある 107)。 
図 5-19 は、上述した視点を

踏まえ、今回の実証実験で設

定した、メディア࣑ックス型

の情報発信のためのフレーム

ワークを提示したものであ

る。 
 

ղ࠙⏦ࡋ㎸ࡳ・ၥࠚཱྀ❆ࡏࢃྜ࠸ 

今回のプログラムの問い合わせ・⏦し込み❆口については戸田市役所（電話・メール）

と⏦込専用サイト（こくちーず）の 2 か所を用意する（図 5-20）。従来、行政主ദのദ事・

イベントについては、市役所が❆口となり、電話、Fax 及びメール等で市民からの問い合

わせや⏦し込み対応に当たることが多かったが、今回の中心的ターゲットである若年層（特

に⫋ᴗを持ち、自立的に働く層）にとって、市役所へ連⤡をとることは想像以上にハード

                                                
106) ⬮注 73 と同様。 
107) 今回の SNS 等を活用した情報発信ᡓ略の成果の一部は以下の通りである。[1] 本パイロット版の情報発

信においては、試験的に SNS（主に Facebook）を用いて、1.ᮾி在住のプロジェクトメンバーによる発

信、2.プロジェクトメンバーから依頼を受けた戸田市と関わりのある人による発信、3.戸田市在住の本パ

イロット版への協力者による発信を設定し、それぞれのアクション（「いいね㸟」「シェア」）を確認する

ことした。その⤖果、1、2、3 の順にアクションがቑ加したことから、戸田市との繋がりが濃い発信元

の方が、的確にターゲット層へ情報を届けられることがᢕᥱされている。[2] 1 回目・2 回目の合計で 14
名が外部サイト経由で⏦し込んでおり（2 名は市役所）、参加者のイベントを認知した手段は、SNS（8
人）、口コ7）࣑ 人）となっている。 

図 5-19 ஜプログラムでᚨܭẲたἳディỴἱックἋの 
ऴإ発̮のたỜのフレームワーク 
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ルが高く、心理的㞀ቨがあるこ

とが他地域の事例から明らかに

なっている 108)。そこで、今回の

実証実験では、若年層にとって

アクセスしやすい「⏦込専用サ

イト（こくちーず）」を、行政❆

口とは別に設けることで、行政

へのアプローチにᢠ感があっ

た層の心理的㞀ቨの⦆和も≺っ

ている。加えて、チラシ、ポスターには試験的に QR コードをᤄ入し、特に若年層にとっ

ての⏦し込みの利౽性向上を目指している。 
 

以上の手順に沿って設計を試みた若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット版）

2 種（プログラム１・２）の試験的運用の経過等については次節で詳述する。 

                                                
108) ᰣ木県Ᏹ㒔ᐑ市、埼玉県さいたま市において、若年層と地域を繋ぐプロジェクトを多ᩘ手がけている関

係者に対するࣄアリングで、「若年層にとって行政❆口のハードルが高い」ことが指されている。 

図 5-20 ဎᡂݦဇἇイト（Ắくちーẵ）のトップဒ᩿ 
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㸲㸬࣒ࣛࢢࣟࣉࢺࢵࣟࣃ㸯㸸ࠑ場所ࠒ᥋㏆・ឡ╔ᆺ࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ㸦戸田ࢺ࣮࣎場

㸩ࣛࣝࢱࢫࣇ⦅㸧 

 
㸦㸯㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸯の⨨࡙けᐇᴫせ 

プログラム１は、〈場所〉接近・愛着型ワークショップと呼び、後述のプログラム２と区

別する。本プログラムは、戸田ボート場及び当地を起点に行動（生活・活動）する大学ボ

ート部の学生のライフスタイルを一つの〈場所的資源〉と捉え、参加者が、当資源への接

近を図りながら、戸田自体への愛着を醸成することを促す「場」・「機会」として機能させ

ることを意図している。実施概要（日時・参加者・スタッフ）や、ロールモデル・ファシ

リテーターの詳細は、それぞれ表 5-3、図 5-21 の通りである。 

表 5-3 プログラム１の実施概要 
日 時 2016.11.21（月） 19:00-21:30  場所：川岸倉庫 

参加者 

10 名  

・ロールモデル：５名（Ｒ大学体育会ボート部３名+Ｔ大学漕艇部２名） 

・参加者：５名（戸田市内定住者２名，戸田市関係住民３名） 

スタッフ ファシリテーター １名、進捗管理スタッフ １名、参与観察スタッフ ３名、記録スタッフ ２名 

 
プログラム１では、〈戸田ボート

場＋当地を起点とするボート部学

生たちのライフスタイル〉を、参

加者の「まち意識 109)」の孵化・育

成のトリガーとして位置づけ、当

地を生活・活動拠点としているＲ

大学 3 名、Ｔ大学のボート部 2 名

の計 5 名の学生にロールモデルの

役割を担ってもらい、ワークショ

ップ内で、ファシリテーターの進

行に従って、当地の場所的特性、

当地での実際の行動（生活・活動）

やライフスタイルについて具体的

な情報を提供してもらう。なお、

上記 5 名は若年層であり、また、市内在住の関係人口でもあることから、プログラム１の

他の参加者 5 名同様、いわゆる参加者目線からもワークショップを経験してもらい、追っ

てプログラムに対するリアクションチェックの対象にも加える。また、プログラム１のフ

ァシリテーターは、若者と地域を繋ぐ支援活動を専門としている NPO 法人とちぎユース

サポーターズネットワーク事務局長古河大輔氏 110)に依頼し、主に以下の 3 点の役割を担

ってもらう。①若年層と地域を繋ぐ各種プロジェクトやワークショップの豊富な経験を活

                                                
109) 「地域リソース（人・場所・ライフスタイル・イベント等）への好奇心・興味関心」、「繋がり・ネット

ワーク・交流志向」、「動き出したい志向（趣味・学習活動／地域活動・まちづくり志向）」の総称。 
110) 古河氏が関わる組織の詳細は第 4 章 1 節参照。 

図 5-21 プログラム１の 
ロールモデル及びファシリテーターの概要 
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かし、今回のプログラムをより最適な条件下で運用するよう最大限配慮する、②戸田市以

外の第三者の立場を強調することで参加者に対し、戸田市のことを知らなくても問題ない

という安心感を与え、参加者が気楽かつ自在に発話しやすくなる環境を用意する、③プロ

グラムの施行プロセスにおいて参与観察を行い、これまで関わってきた類似ケースとの比

較も踏まえ事後評価を行う、の 3 点である。 

同氏には、後述するプログラム２のワークショップにおいても継続的にファシリテータ

ーを依頼し、上記の①～③の役割を担ってもらうこととする。 

 
㸦㸰㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸯における場࡙ࡾࡃ㸦ࢢࣥࢸࢵࢭ㸧 

ワークショップにおける「場づくり」（セッティング）は、参加者間の相互作用を左右す

る重要な要素とされ、特に、参加者の距離に配慮した大胆なセッティングは、相互作用を

容易にし、濃い議論（ここでは対話・交流）を促進することに繋がるとされる 111)。 
プログラム１（〈場所〉接近・愛着型ワークショップ）も、上記の考えに則り、プログラ

ムの前半はコの字型、後半は正方形のラウンドテーブル型とし、参加者の相互作用効果が

段階的に高まるセッティングとしている（図 5-22）。具体的には前半は、ロールモデルか

らの情報提供とファシリテーターとのやり取りが中心で、参加者がそのやり取りを傾聴し、

受け止め、考える展開である。そのため、会場前方のスクリーンを中心に、ロールモデル、

ファシリテーターを囲み、コの字型を基本とするセッティングである。他方後半は、会場

後方に机を並べ直し正方形と

し、ファシリテーターが進行

役となり、ロールモデル、参

加者相互の交流促進を図り、

互いに「気づき」を得ながら、

それらを相互で確認・共有す

る展開が目標である。相互に

顔が確認でき、発話と傾聴が

促される環境として、ラウン

ドテーブル型のセッティング

としている。 
  

                                                
111) 中野民夫(2001)：ワークショップ－新しい学びと創造の場－，岩波新書，pp.179-182 

図 5-22 プログラム１の場づくり（セッティング） 
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㸦㸱㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸯のᵓᡂᡭ㡰 

プログラム１は、前述の通

り、〈戸田ボート場と当地を起

点に行動（生活・活動）する大

学ボート部の学生たちのライ

フスタイル〉をトリガーとす

るワークショップを中心に据

えている。プログラム全体は、

図 5-23 の通り、大きくは 4 段

階から構成している。以下で

は、プログラムの段階毎に、

࠙ᇶᮏ目ᶆᒎ㛤᪉㔪ࠚを整

理した上で、それを踏まえて

運用された࠙ ᐇ㝿ୖのὶࢀ・⤒

㐣ࠚを述べる。 
 
㸯) 19:00ࠥ19:15 ࣥࣙࢩࢡࢲࣟࢺࣥ 

࠙ᇶᮏ目ᶆཬࡧᒎ㛤᪉㔪ࠚ 

ワークショップのオープニングでは、ファシリテーターとスタッフ（研究者）が、当プ

ログラムが戸田市と目白大学の共同研究の一環から試験的に展開するパイロット版であり、

全プロセスについては映像・写真撮影等を行うことに理解を求める。その上で、改めて、

ファシリテーターより、当プログラムの、①趣旨・目標、②流れ・手順並びに注意事項等

について説明する。特に、本プログラムが、１）戸田の地域リソース（「戸田ボートコース」

+「ボート部の学生のライフスタイル」）に関する情報提供セッション（2 大学のボート部

の学生より参加者へ報告）、２）上記の学生から提供された情報を題材とした参加者間によ

る対話・交流セッション、の 2 段階より構成されている点を提示し、それら 2 セッション

を通じて、参加者が目指すべき姿・イメージ（目標）を明示する。その上で、参加者全員

が、ファシリテーターの進行に沿って自己紹介を行い、相互間で参加メンバーの存在を認

識・共有するプロセスを設ける。 
 

࠙ᐇ㝿のὶࢀ・⤒㐣ࠚ 

図 5-24 は、オープニングセッションの実際の流れと発話内容（ファシリテーター、スタ

ッフ 112)、参加者）のごく一部を提示したものである。ファシリテーターは、上記の基本目

標及び展開方針に準じながら、適宜アイスブレーク 113)を交えつつ、和やかな雰囲気を醸

                                                
112) 本パイロットプログラムの施行において、筆者ら共同研究チームのメンバーは全プロレスに対してスタ

ッフとして進行を支援しながら、参与観察を担う立ち位置で関与している。 
113) 文字通り「冷たくて硬い雰囲気を壊す」アクティビティ。初対面の人同士や、立場や考え方が異なる人

同士の緊張や警戒をほぐすために行うゲーム的要素を取り入れた活動。堀公俊(2004)：ファシリテーシ

ョン入門，日経文庫，p.82 

図 5-23 パイロットプログラム１の全体構成とフロー 



84 
 

成しながらスムーズな導入

（つかみ：自然のその場に溶

け込める準備段階）を演出し

たものと評価できる。 
また、参加者のモチベーシ

ョンを左右する上で慎重に組

み込む必要があるとされた今

回のプログラム自体の戸田市

での位置づけ（共同研究の一

環でパイロット版の試験的導

入）や趣旨説明については、

ファシリテーター及びスタッ

フ（研究者）によって丁寧に

行われたことも功を奏し、ロ

ールモデルを含む参加者全員

が一様に納得・共有する中でプログラムが始動されており、この点も、ワークショップ①、

②への繋がり・流れを自然かつ効果的に展開する上で極めて有用であったと考えられる。 
 

㸰) 19:15ࠥ20:20 ࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡձ㸦ᵓᡂⓗ WS㸧 

࠙ᇶᮏ目ᶆཬࡧᒎ㛤᪉㔪ࠚ 

ワークショップ①は、以下の２段

階から構成する。前半は、１）ファシ

リテーターの進行に基づき、2 つの大

学のボート部の学生それぞれが、「戸

田ボートコース」、「ボートの魅力・面

白さ」、「日頃の活動内容・ライフスタ

イル」等を中心に映像を交えて話題

提供を行う（表 5-4 の A 参照）、具体

的には T 大学にはスライドプレゼン、Ｒ大学には PV 映像プレゼンを行ってもらう、２）

ファシリテーターの誘導に沿って、両大学の学生たち（広義には参加者）と参加者が、対

話や質疑を展開し、この場で生まれる相互交流を通して、学生たちには、１）におけるプ

レゼン内容をより具体的かつ詳細に語ってもらい（表 5-4 の B 参照）、それらを通じて、

参加者たちが、戸田ボート場や周辺の実情、さらにはボート部の学生たちのライフスタイ

ルの実像をより深く受け止め、実感していく場となることを目標とする。また、この段階

では、表 5-4（既出）の通り、一定の枠を設ける構成型でのワークショップの展開を基本と

する。 
 

࠙ᐇ㝿のὶࢀ・⤒㐣ࠚ 

図 5-25 は、ワークショップ①で実際に発話された内容（ファシリテーター、スタッフ、

ロールモデルであるボート部の学生たち、参加者）の概略を提示したものである。 

表 5-4 ワークショップ①における 
大学ボート部の学生たちからの話題提供項目 

プレゼン・質疑 話題提供項目 

Ａ：話題提供１ 
（画像や映像と 

ともに説明） 

・戸田ボートコースについて 
・ボートの魅力、面白さについて 
・日頃の活動内容について 等  

Ｂ：話題提供２ 
（ファシリテーター

や参加者との質疑

の中で説明） 

・何故ボート部に入った動機 
・学業との両立、１日のスケジュール 
・ボート競技や大会について 
・戸田市でよく行く馴染みのお店や場所等 
・合宿生活での一番の楽しみ 等 

 

図 5-24 プログラム１：オープニングセッションの流れ 
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ワークショップ①は、ファシリテーターによって、上記の基本目標や展開方針が考慮さ

れながら気楽で和やかな進行（率直なコメントが発話される運び）がなされ、具体的には、

ボート部の学生たちの「語り」を通して、参加者全員が、戸田ボート場及び周辺施設等へ

の理解を深め、ボート場を軸に展開される、a）ボート競技（ルール等も含む）やその大会、

日々のボート練習、b）学生らの日常・ライフスタイル（大学とボートの両立、食事・買い

物・楽しみ・アルバイト等への対応、ボートへの思い）等について知り得る機会になった

といえる。このプロセスは、まさに、ワークショップ①の目標でもあった「参加者が、戸

田の知っているようで知らない世界（戸田ボート場・周辺+学生たちのライフスタイルを含

む、他に類を見ない場所性）」に接近し、触れ、気づき、受け止め、そしてそれらを全員で

共有する流れであったといえ、

また、このプロセスに参加者が

前のめりに楽しく関わった様子

も見て取れている。とりわけ、

参加者が「ボート部の学生たち

を支える地域の存在」（商店・飲

食店の直接支援、一般住民の間

接支援等）、「地域資源としての

戸田ボート場そしてボート部学

生たちの存在」等に自然な流れ

で気づき、受け止め、共有して

いった様子は、参加者の「まち

意識」の醸成を促す上で、注目

すべき成果の一つと捉えること

ができる。 
 

㸱) 20:20ࠥ21:15 ࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡղ㸦㠀ᵓᡂⓗ WS㸧 

࠙ᇶᮏ目ᶆཬࡧᒎ㛤᪉㔪ࠚ 

ワークショップ②は、①のセッティングを転換し（図 5-22（既出）下部）、ファシリテー

テーターが、参加者に、「対話→共感→確認→共有」を促しながら相互交流を軸に進行する

ことが目標となる。具体的には、ファシリテーターが、１）ワークショップ①におけるボ

ート部学生たちの「語り」（戸田ボート場を起点に展開される、学生たちのライフスタイル

の実情や思い、地域住民との関わり等の個別イシュー）を受けながら、参加者全体の発話

を交錯させる、２）１）を受けつつ、参加者全体から、戸田ボート場のハードやソフトを

含む総合的な「場所性」への気づきを表出させ、それらへの相互共感や相互共有の流れを

生み出していくことが目標である。なお、この段階では、自然発生的な対話がベースとな

る非構成的ワークショップの展開を基本とする。 
 

࠙ᐇ㝿のᒎ㛤・⤒㐣ࠚ 

図 5-26 は、ワークショップ②で実際に発話された内容（ファシリテーター、スタッフ、

ロールモデルとしてのボート部の学生たち、参加者）の概略を提示したものである。 

図 5-25 プログラム１：ワークショップ①の流れ 
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ワークショップ②で特徴的

であったのは、ファシリテー

ターの進行により、参加者同

士が食事をしながらフランク

に対話を進める中で、参加者

間で、「ボートの学生たち（あ

るいはそこで展開されるライ

フスタイル）」と「地域住民」

との接点をもう少し前向きに

見出せないかというやり取り

が始まった点である。表 5-5
は、そのやり取りの一部を集

約し、提示したものであるが、

戸田の場所的資源である〈戸

田ボート場とそこを起点とす

るボート部の学生たちのライフスタル〉を題材とするゆるやかな対話が一つのトリガーと

なって、自然発生的にまちづくりイシュー（「戸田ボート場やボート部の学生たち」と「地

域住民や地域イベント」の連携協働のあり方や、戸田公園及び周辺の有効利用に関する課

題や提案等）へと話題が展開し、参加者間に「地域を知り考える流れ」（「まち意識」を育

む対話）が生まれたプロセスとして注目される。 

表 5-5 ワークショップղにおける「ボート部学生たちと地域との繋がり」等に関する対話例 
対話例１ 

〇ボートの大会と地域 
イベントの連動可能
性について 

(参)ボートの大きな大会をいつ開催しているかを市民は意外とわかっていない。駅前の商店会の人
から、「ボートの大会と地域のイベントを連携したらどうか」とよく言われる。 

(ボ)大会時は、部員の家族や友人等、相当の人が戸田を訪れるので、そういうタイミングで地域の
イベントを開くのはいいと思う。地域の人たちにも大会を見てもらいたい。 

対話例２ 

〇地域イベントへの 
参加について 

(ボ)戸田でやっているふるさと祭りに参加することがある。「朝市」もあると聞いたが、自分たちには
情報が届いていないので、教えて欲しい。 

(参)「朝市」は 3 ヶ月に一度、第 2 週の日曜日の朝に、市役所南通りの市役所の敷地内で、朝 8
時から 12 時までやっている。約１万人が集まるイベントで、今度は 12 月 11 日に開催する。 

(ボ)日曜日の朝なら練習が終わってから行けるので、参加可能。 

対話例３ 

〇戸田公園でのボート
と地域の連携を巡って 

(参)戸田公園でイベントをするとき等に、あの場でボート部のイベントとコラボレーションできたら理想
的だと感じている。 

(ボ)学生を呼び込むとたくさん来るのでいいと思う。ぜひ、その際にはお声をかけて欲しい。 

対話例４ 

〇ボートコースで 
お弁当販売 
できたら・・・ 

(ボ)大会時でも、現在は、お祭りの屋台は少しだけ。例えば、ケバブとか。私たちは、お腹が空いた
ら、食べることもある。食べている人を見かけることもある。あの場所は出店すればよく売れると
思うが、ただ、許可がどうなっているかについて、私たちはわからない。 

(ス)あそこは県が管理しているという事情があって、屋台を出すのも申請先は県になる。そのため、
市が直接口は出せないが、皆さんから要望次第では実現の可能性はある。 

(ボ)私たちもいろんなお店があれば、レースの後、楽しみに行きたいと思っているので、よろしくお願
いしたい。 

対話例５ 

〇ボート部の練習時 
の声をめぐって 

(ボ)ボート場の近くにお住まいの住民の方々にとって、ボート部の練習時や大会時の掛け声等は迷
惑ではないか？ 

(参)太鼓や応援で「今日、試合があるのかな」と気づく。学生が今日も頑張っていると思って、むし
ろ元気をもらうし応援したくなる。もともと戸田に住んでいれば、ボート部がいる風景は当たり前
なので、「うるさい」と感じる人がいたとしたら新しく戸田に来た人かもしれない。ただ、川岸以外
に住んでいる人は、こういった風景は想像できないかもしれない。 

※(参)：参加者，(ボ)：ボート部大学生，(ス)：スタッフの略  

図 5-26 プログラム１：ワークショップ②の流れ 
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㸲) 21:15ࠥ21:30 ࡾ㏉ࡾ 

࠙ᇶᮏ目ᶆཬࡧᒎ㛤᪉㔪ࠚ 

振り返りセッションは、ワークショップ①及び②のクロージング段階である。ここでは、

ファシリテーターの進行によって、参加者個々が本ワークショップに参加しての感想や気

づきを率直に発話していく連鎖が広がっていくことが目標である。さらに、その連鎖的発

話を通じて、参加者自身が、戸田ボート場及びその周辺や、そこを起点に行動（生活・活

動）する学生たちから構成されている〈戸田ボート場という場所性〉を、戸田市における

地域資源（優位的な魅力・価値）として改めて共有し、そうした場所的資源を有する戸田

市自体に対して、また、そこに何らかの形で関係し存在している自分たちについて再確認

するプロセスとなることを目指す。最後には、参加者個々に振り返りシートを記入しても

らいながら、ワークショップにおける相互作用的なプロセスでの気づきを、個人に立ち返

って（単独かつ自律的に）、自身に落とし込む内省段階を設ける。 
 

࠙ᐇ㝿のᒎ㛤・⤒㐣ࠚ 

図 5-27 は、振り返りセッシ

ョン（最後のアンケートを含

む）において提示された感想

（ロールモデルとしてのボー

ト部の学生たち、参加者）の

一部を提示したものである

（実際の発話内容は表 5-6 を

参照）。 
この振り返りセッションで

は、参加者が、全体のプロセ

スを通して、どのような気づ

きがあったのかを主体的に語

り、腑に落としていく様子が

確認されている。その語りか

らは、今回のワークショップ

が、「楽しい時間、面白い試み、意義ある機会」として好意的に受け止められいることも窺

え、この点は注目される。また、クロージングを通して参加者たちは、まず、〈戸田ボート

場とそこを起点に活動する学生たちのライフスタイル〉が他に例のない特異性のある当地

固有の地域資源（戸田ならではの風景、景観）であり、だからこそ、その地域資源を関係

者間でもっと知り、接近し、有効に利活用すべきではないか、といった考えや行動に気づ

きを得たといえる。加えて、参加者たちは、今回のワークショップが、ボート部の学生や

地域住民との交流を促す好機であり、関係者（今回でいえば学生と参加者、スタッフ、フ

ァシリテーター）が地域を共に知り考えていく場となるため、この種のプログラムが継続

的に展開されるべきではないかという考えにそれぞれ至りながら、相互に共有を図ること

でその意を深めていく様子が確認されている。 
  

図 5-27 プログラム１：振り返りセッションの流れ 
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表 5-6 振り返りセッションでの発話例 
(ボ)ボート部と地元住民が交流できる機会はほとんどない。もっともっとボート部の活動について知ってほしいし、興味

をもってもらいたい。こうしたプログラム等もボート部の活動を地元に人に知ってもらう良い機会になると思う。そして
戸田の人から応援いただければ嬉しい。また、交流を糧にしながら、ボートも頑張っていきたい。 

(参)普段、学生さんをスーパーや駅でみかけることはあっても、実際に話を聞く機会はない。学生さんの普段の生活が
わかり、すごく面白い機会となった。また、これを機会に、戸田ボート場や学生さんたち（つまりは地域）を見る目が
変わると思う。 

(参)気になっているけれどもわからないことを知る良い機会となった。気になるけれども誰にも聞けないこと、それが戸
田ボート場とそこに集う学生たちのことだったと実感。また、これまでも、戸田について思うこともあったが、同世代
で語ったり、聞いたり、考える場がなかったので、この場はそういう場で嬉しかったし、参加して良かった。 

(ス)今回のワークショップは、地元の若年層が「なんとなく行ってみるか、参加してみるか」と思える機会の提供に繋が
ればと思って開催したが、その点を参加者が共有してくれたのは嬉しい。 

※(参)：参加者，(ボ)：ボート部大学生，(ス)：スタッフの略 
 

総じていえば、プログラム１は、若年層の「まち意識（場所への興味関心、人的交流、

地域を起点とする動き出し等）」に少なからぬ刺激を与える場として有効に機能したと評

価でき、今後もこうしたプログラムの継続的展開を期待する意見が参加者全員から提示さ

れたことは、その有用性の何よりの証左であるとみることができる（参加者の評価等は第

6 章 1 節で詳述）。 
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㸳㸬࣒ࣛࢢࣟࣉࢺࢵࣟࣃ㸰㸸ࠑேࠒ᥋㏆・ὶᆺ࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ㸦࣮ࣟࣝࣔࣝࢹ

⦅㸧 

 

㸦㸯㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸰の⨨࡙けᐇᴫせ 

プログラム２は、〈人〉接近・交流型ワークショップ（ロールモデル編）と呼び、前述の

プログラム１と区分するとともに、それとは独立的な設計とし、単体で十分に機能できる

よう構成している。 

プログラム１が〈場所〉に着目したのに対し、プログラム２は〈人〉に焦点を当て、戸

田を起点にビジネスや地域活動を展開している若年層と同世代の存在を、〈地域を起点に

動き・活動し、地域で充実した時間を過ごしているロールモデル〉として捉え、参加者が、

それらの人的資源への接近を図り、交流を図ることで、戸田への愛着を醸成し、地域での

動き出しに何らかの契機を得る「場」・「機会」として機能させることを企図している。 

プログラム２の実施概要（日時・参加者・スタッフ）や、ロールモデル・ファシリテー

ターの詳細は、それぞれ表 5-7、図 5-28 の通りである。 

表 5-7 プログラム２の実施概要 

日 時 2016.11.28（月） 19:00-21:50  場所：川岸倉庫 

参加者 

16 名  

・ロールモデル 3 名（K さん，Ｉさん，H さん） 

・参加者   13 名（戸田市内定住者９名，戸田市関係住民４名） 

スタッフ ファシリテーター １名、進捗管理スタッフ 4 名、参与観察スタッフ 2 名、記録スタッフ 2 名 

 

プログラム２では、戸田において

行政、会社経営、地域活動というそれ

ぞれ異なる立場で活動中の 30 代・40
代の 3 名を、参加者の「まち意識 114)」

の孵化・育成のトリガーと位置づけ、

それによって参加者全体の対話・交

流・気づきが促されることを目標と

する。ロールモデル３名には、プログ

ラム内で 3 つの役割（①自身の「自

己紹介」、「仕事・活動」、「戸田への思

い」、「これからやりたいこと」等につ

いて話題提供を行う、②その後は、ワ

ークショップに、一メンバーとして

参加し、他の参加者との質疑・対話・交流等を図る、③最後に、当プログラムに対する総

合的な評価を、ロールモデルの立場と一参加者の立場から行う）を担ってもらうよう協力

を要請する。ファシリテーターには、プログラム１と同様 NPO 法人とちぎユースサポー

                                                
114) 「地域リソース（人・場所・ライフスタイル・イベント等）への好奇心・興味関心」、「繋がり・ネット

ワーク・交流志向」、「動き出したい志向（趣味・学習活動／地域活動・まちづくり志向）」の総称。 

図 5-28 パイロットプログラム２の 
ロールモデル及びファシリテーターの概要 
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ターズネットワーク事務局長古河大輔氏 115)を起用し、１と同様、ワークショップの実効

性が上がるようその運用に傾注・助力する役割を担ってもらう。 

 
㸦㸰㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸰における場࡙ࡾࡃ㸦ࢢࣥࢸࢵࢭ㸧 

プログラム２においても、１

同様、前半と後半でレイアウト

を変更し、ワークショップの全

体進行にアクセントを持たせて

いる。１回目と異なる点は、前

半と後半でレイアウトの転換は

図るものの、両時間帯とも会場

前方をメインとすることであ

る。前半は、ロールモデルから

の話題提供を中心に参加者が話

を聞き考えることを目的とする

ため、会場前方のスクリーンを

中心にファシリテーターとロー

ルモデル 3 名を配置し、その他

の参加者（13 名）はスクール型・

サークル型で自由に着席できるセッティングとする。後半は、会場前方で机を並べ直し、

ロールモデル、ファシリテーター、参加者それぞれが自在に交流を図り、互いに気づき合

い、確認・共有が図られるワークショップが展開されやすくなるよう、ラウンドテーブル

型で互いの顔が認識できるセッティングとする（図 5−29）。 
 
㸦㸱㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ㸰のᵓᡂᡭ㡰 

プログラム２は、前述の通り、〈人〉接

近・交流型ワークショップ（ロールモデ

ル編）を中心に、大きくは 5 段階から構

成している（図 5-30）。 
以下では、プログラムの段階毎に、࠙ ᇶ

ᮏ目ᶆᒎ㛤᪉㔪ࠚを整理した上で、そ

れを踏まえて運用された࠙ ᐇ㝿ୖのὶࢀ・

⤒㐣ࠚについて述べる。 
 

㸯) 19:00ࠥ19:15 ࣥࣙࢩࢡࢲࣟࢺࣥ 

࠙ᇶᮏ目ᶆᒎ㛤᪉㔪ࠚ 

オープニングでは、ファシリテーター

より本プログラムの目的として、①参加

                                                
115) 古河氏が関わる組織の詳細は第 4 章 1 節参照。 

図 5-30 プログラム２の全体構成とフロー 

図 5-29 プログラム２の場づくり（セッティング） 
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者の「まち意識」を確認・共有する、②戸田市内で実際に活躍する同世代ロールモデル（仕

事概要、ワークスタイル、思い・哲学等）に接近する（知り、学ぶ）、③それらを契機に参

加者間の対話・交流を図る、の 3 点を提示するとともに、スタッフから、本プログラムが

パイロット版として戸田市において実験的に導入するものであり、参加者の反応を探りな

がら最終的にはプロトタイプ版を目指す取り組みである旨の説明を行う。これらによって、

本プログラムの意図・趣旨が参加者間で十分に共有されることが、オープニング時の基本

目標である。 
また、全体を通じて、参加者の緊張を解きほぐすためのアイスブレークを適度に入れ込

み、冒頭から和やかな雰囲気が醸成されるよう、十分に配慮する方針をとる。 
 

࠙ᐇ㝿のᒎ㛤・⤒㐣ࠚ 

図 5-31 は、オープニング

セッションの実際の流れと

発話の内容（ファシリテー

ター、スタッフ）の一部を

提示したものである。 
当セッションでは、ファ

シリテーターがアイスブレ

ーク的に、参加者へ戸田市

の認識度をクイズ形式で投

げかけるところからスター

トした。こうしたプロセス

は、参加者が、どの程度戸

田を認識しているかという

ことを全体で認知し共有し

ていく上で有効であるとと

もに、全体に和やかな雰囲気を醸し出す上でも効果的であったといえる。また、その流れ

を受けて、ファシリテーターやスタッフから本プログラムの目標や趣旨説明がなされたこ

ともあり、参加者がそれらをごく自然に受け止め、理解していった様子も窺えており、当

セッションは短時間ながらも、プログラム２全体をスムーズに導入していく上で重要なプ

ロセスであったと考えられる。 
 

㸰) 19:15ࠥ20:15 ࣮ࣟࣝࣔࣝࢹにࡼるࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ 

࠙ᇶᮏ目ᶆᒎ㛤᪉㔪ࠚ 

本セッションは、ファシリテーションの進行に基づき、３者のロールモデル（K さん、

Ｉさん、H さん）に、①自身と戸田との接点・経緯、②戸田を起点とする動き・活動内容、

③②を通じての戸田への思い等を中心に話題提供を行ってもらうことが目標である。参加

者の多くが、戸田の同世代が、地域を起点にどのように動き・活動しているのか、どんな

思いが背景にあるのか等に高い関心があることが想定されたため、ロールモデルには、①

パワーポイントのスライドを用意してもらい、なるべく具体性をもった情報の開示を心掛

図 5-31 プログラム２：イントロダクションの流れ 
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けてもらう、②体験・体感知を中心に固くならないムードで語ってもらう、の 2 点を要請

する一方、参加者が 3 者のプレゼンテーションに極力集中して傾聴できる環境を整えてお

くことが、進行上の留意事項となる。 
 

࠙ᐇ㝿のᒎ㛤・⤒㐣ࠚ 

図 5-32 は、3 者のロール

モデルによるプレゼンテー

ションのスライドの一部と

発言内容の概略を提示した

ものである。 
ロールモデルはそれぞれ

に、自分たちの戸田との関わ

り、現在の活動の動機や状況

を、体験知をベースに自分の

言葉で語り、参加者に、地域

での同世代の動き・活動の実

像とそこから実感している

地域への視点を伝える役割

を果たしたといえる（表 5-8
参照）。実際、このセッション

では、3 者がそれぞれの持

ち味を生かしながら同世代

の市民に向けて対話形式で

フラットに語りかけるよう

に話題提供を行ったこと

で、参加者らがそれらを、

自分たちに近くて親しみの

ある存在からの「参考にな

り得る有益な地域情報」と

してダイレクトに受容している様子や、その情報を提供したロールモデルとの繋がり・対

話・交流を前向きかつ楽しげに享受し、実感している様子も確認されている。直後のアン

ケートからも、「3 者の話から、戸田自体に親近感を持った」、「同世代で一緒に何か連携し

てやれることがあるのではないか」等のコメントが抽出されており、同世代のモデルの存

在、そしてその実践やそこに付随する多様な情報は、参加者にとって、自身のまちとの関

わりやそのあり方、具体的な動き出しや活動イメージを探る上で有用であることが確認さ

れたといえる（詳しくは第 6 章１節参照）。 
  

表 5-8 ロールモデルからの提示された論点例 
・通勤通学で帰ってくる、寝るだけの場所ではなく、戸田って楽しい、戸田で遊ぼうと
か、戸田に行こうって思ってもらえるまちのあり方。 

・先ほども平均年齢が若いという話がでましたが、周りにこんなに若い方が多いまち
で、しかも、すごく活動的な方が多い。個人を相互に繋げることの意義や重要性。 

・戸田で活動しようとしている方や、すでにやっている方が、当地を起点に活動を広
げ動く拠点としての重要性。対話や交流から次の活動のヒントがみえてくる。 

・仕事をする場所と住む場所が近いことでの生み出される質的量的な余裕のあり
方。 

・倉庫の街としての戸田のイメージを残す等、地域資源の有効活用のあり方。 

・25 歳から 39 歳までの 6 割の方が 4 年未満で転出してしまうという課題の提示と
若年層の定着のあり方。 

 

図 5-32 プログラム２：ロールモデルによるプレゼンテーションの流れ 
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㸱) 20:15ࠥ21:40 ఇ᠁㸩᠓ㄯ 

࠙ᇶᮏ目ᶆᒎ㛤᪉㔪ࠚ 

本セッションは、アイスブレーク及びチェックインを軸に進行する。具体的には、①軽

食・雑談（アイスブレーク）、②自己紹介（チェックイン→自己開示しながら和やかな場へ

→対話により同世代同士の関係性構築／気づきの共有・確認）を中心として展開を図るこ

とが目標である。ポイントは参加者それぞれが、このプロセスにおいて、自己開示を始動

させ、全体に和やかでリラックスした雰囲気がより創出され、それが定着できるかという

点である。ファシリテーション上の

目標も、この点への特段の配慮に置

くこととする。 
 

࠙ᐇ㝿のᒎ㛤・⤒㐣ࠚ 

図 5-33 は、軽食・雑談（アイスブ

レーク）の実際の雰囲気と発話され

た内容（ファシリテーター、スタッ

フ、参加者）の一部を提示したもので

ある。  
本セッションでは、ファシリテー

ターが中心となり、参加者にランダ

ムに質問を投げかけたり、ロールモ

デルと参加者の対話プロセスに繋

ぎ役として介在することによっ

て、参加者の自己開示が促されて

いく様子が見て取れ（表 5-9 参照）、

ファシリテーションのチェックイ

ンが効果的に機能したプロセスに

なったと考えられる。 
 
㸲) 20:40ࠥ21:40 ࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ㸦ᵓᡂⓗ㸩㠀ᵓᡂⓗ WS㸧 

࠙ᇶᮏ目ᶆᒎ㛤᪉㔪ࠚ 

本セッションでは、ファシリテーターの「問い」を中心に、参加者の語りを導く展開と

する。まず、参加者全員から、①本プログラムに参加した動機（自身の興味関心）、②戸田

を面白くするアイディアの 2 点を軸に発話してもらい、そのプロセスにおいて、元来参加

者に潜在する「まち意識」（「地域資源（人・場所・ライフスタイル・イベント等）への好

奇心・興味関心」、「繋がり・ネットワーク・交流志向」、「動き出したい志向（趣味・学習

活動／地域活動・まちづくり志向）」）が少しでも刺激され、高められるよう、ファシリテ

ーションを機能させていくことが目標である。この段階では、ワークショップの構成的側

面と非構成的側面を適宜交互に使い分けていく方針をとる。 
࠙ᐇ㝿のᒎ㛤・⤒㐣ࠚ 

図 5-34 は、ワークショップで実際に発話された内容（ファシリテーター、スタッフ、参

図 5-33 プログラム２：休憩＋懇談の内容・様子 

表 5-9 チェックインでもたらされた参加者による自己開示例 

・戸田公園をより魅力的にしていきたい思い 
・戸田を起点に活躍している同世代へのあこがれ 
・日本酒等、市民に親しみやすいイシューでのまちづくりへの思い 
・引っ越してきたばかりの若年居住者の交流の場、情報流通の場
の必要性 

・他地域の若年層の動向も気になる（戸田は他地域と比べてどうな
のか） 

・戸田の生活は楽しいとの熱い想い 
・若年居住者の定着率の悪さへの懸念 
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加者）の一部を提示したものであ

る。  
当セッションでは、直前のセッシ

ョンでのチェックインの流れを継

続させながら、ファシリテーターが

参加者に質問を投げかけ、それぞれ

が気楽に応じていく雰囲気が保た

れ、自由闊達な対話が促されたとい

える（表 5-10 参照）。そのプロセス

の中で、参加者からは、プログラム

２への参加動機・経緯や戸田への思

いからくるビジョン・アイディアが

提示されていったが、これらは概ね

5つの論点（①戸田の若年層は地

域に関心がないわけではない

が、なかなかキッカケがない、②

若年層が集まれる仕組みや仕掛

けがなく、今回のプログラムに

はその意味でも大変関心があっ

た、③こうした機会を単発では

なく継続的に展開してもらいた

い、④地域をベースに大なり小

なり動くことには興味も意欲も

あるが、定期的にその意欲を確

認し、刺激してくれる機会があ

れば有り難い、⑤何よりも地域でこうやって過ごすことが楽しみとなるライフスタイルは

魅力的等）に集約され、そのエッセンスが参加者間で十分に共有されたといえる。これら

を踏まえると、このワークショップの場が、若年層の「戸田で実際に動き、活動すること

への潜在的意欲（可能性）」を喚起し、元来の「まち意識」に刺激を与える可能性があるこ

とが示唆されたと考えられる。 
 
㸳) 21:40ࠥ21:50 ࡾ㏉ࡾ 

࠙ᇶᮏ目ᶆᒎ㛤᪉㔪ࠚ 

クロージングでは、プログラム２全体を通しての気づきを、参加者それぞれが語りなが

ら確認し、共有し、腑に落としていく丁寧な展開が目標となる。具体的には、ファシリテ

ーターの進行に基づき、①ロールモデルより、本日の感想（＝プログラムの価値・意味づ

け）を提起してもらう、②それを受けて、参加者それぞれから、このプログラムでの気づ

きや、こうした取り組みへの思い（継続意向や課題等）を自由に語ってもらう、③状況に

よって振り返りアンケートを実施する（もしくは持ち帰っての対応を依頼する）、の 3 点

を中心に展開する方針とする。 

表 5-10 ワークショップで提示された語りの視点 

・戸田の良さ（コミュニティが作りやすい、ほどよく田舎、都心と切り離された・誘
惑の無い場所、おしゃれさはないが気楽、古き良き戸田等）への気づきの意
味 

・戸田に住んで良かったと思える実感の共有機会の重要性 

・若年層が集まり知り合いが作れる場所・仕掛けの重要性 

・新規住民（転入者）に対するガイダンスやケア（今回の機会の応用編）の必
要性 

・新住民・旧住民を繋ぐ仕掛けの重要性 

・人が集まる場所づくり・仕掛けづくり（例：戸田公園の魅力度アップ）の重要性 

・子育て重視の施策が、他の層を阻害していることへの懸念 

・色々なタイプの若年層の存在の認識とネットワークの必要性 

・戸田を盛り上げたい、ＰＲしたい意欲・方法の共有や展開 

・地域密着での仕事のあり方、仕事と地域を結びつける発想・考え方への気づ
き、学び 

・若年層がまちづくりに参加するきっかけ、方法の模索 

 

図 5-34 プログラム２：ワークショップの様子と発話の一部 
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図 5-35 は、振り返りセッ

ションの実際の様子とファ

シリテーター、スタッフ、

参加者の語りの一部を提示

したものである。  
当セッションでは、前半

の話題提供で情報の受容に

徹していた参加者らが、自

ら積極的に戸田に対しての

意見やコメントを提示する

場面も見られるようにな

り、全体に対話・交流への

意欲が感じられるプロセス

となったといえる。具体的

には、①ロールモデルより、

本プログラムの意義や価値についての論点が出され、②それを受ける形で、参加者からは、

戸田においてこれまで不足してきた「若年世代が地域で集い、語り、気づくといった今回

のプログラムのような機会・場」を求める声が一様に提示され、相互に共有・共感が図ら

れたと同時に、戸田のまちづくり・地域活動に関する発話（戸田がこうなってほしい、こ

うあったらいいとするソフトパワー〈ネットワーク、繋がり、活動等〉に関する語り等）

も自然になされるようになり、当セッションを通して、各々の「まち意識」に多様な刺激

が加えられ、地域での具体的な動き出しについてのイメージが形作られていった様子が読

み取れている（詳しくは第 6 章 1 節を参照）。 
 

以上が、若年層の「まち意識」を孵化・育成することを一義として現場で試行した、パ

イロットプログラム１、２の実験概要である。次項では、この実証実験が参加者へ与えた

効果についてまとめるとともに、実証実験で得られた多様なデータの総合的分析を踏まえ、

若年層向け「まち意識育成プログラム」（“Interest in Town Foster Program” for Younger 
Working Generation を略して、以後「ITFP for YWG」と呼ぶ）の設計・運用のためのガ

イドラインとその応用の可能性等について検討する（詳細は、第 6 章 1 節及び 2 節）。 
 
ᮏ❶におけるᅗ୰の㢦┿㸦ᙜ共同研究࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳ௨እ㸧にࠊࡣ࡚࠸ࡘಶே報ಖ

ㆤのほⅬࠊࡽಶேࡀ同ᐃࢀࡉるࣜ᭱ࢆࢡࢫ大㝈ᅇ㑊する࠺ࡼ㐺ᐅຍᕤࢆ࠸࡚ࡋるࠋ

㩭᫂࡞༳㇟ࢆ࠼る⟠所ࡇࡣのⅬに㓄៖ࡓࡋ⤖ᯝ࡛࠶る᪨࡚ࡗ᩿ࠊおࠋࡃ  

 
  

図 5-35 プログラム２：振り返りの様子と発話の一部 
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㸯㸬若年層ྥけࡕࡲࠕព㆑⫱ᡂ࣒ࣛࢢࣟࣉ 㸦ࠖࢺࢵࣟࣃ∧㸧の᭷用ᛶㄢ㢟 

 
2016 年度研究において実施した若年層向け「まち意識育成プログラム」（パイロット版）

の参加者の基礎情報は、図 6-1 に示した通りである。 
2 回にரる「まち意識育成プロ

グラム」（パイロット版）の第 1 回

は 2016 年 11 ᭶ 21 日（以下、プ

ログラム１）、第 2 回は 2016 年 11
᭶ 28 日（以下、プログラム２）に

実施した。なお、参加者の総ᩘは

26 名であったが、プログラム２

（11 ᭶ 28 日）は時間内にアンケ

ートの配ᕸ回収ができず、後日提

出での対応に変更したことも影㡪

し、2 名から回⟅を得られず、分析

対象となったアンケートは 24 ⚊

である。以下では、「アンケート」

及び「アクションリサーチによる観察記㘓」それぞれについて設計した効果 定枠組みの

視点から行った総ᣓ的分析の⤖果をまとめる。 
まず、プログラム参加者の一ぴについて説明する（図 6-2）。参加者 24 名の基本ᒓ性は、

性別で見ると男性 11 名、女性 13 名、年㱋構成では、20 代が 12 名、30 代が 8 名、40 代

が 4 名である。⫋ᴗ区分で見ると、企ᴗ 8 名、自営 5 名、公共（市役所、NPO、⚟♴、教

育機関）4 名、学生 7 名である。さらに、ᒃ住区分では、戸田市民 17 名、戸田市関係住民

（戸田市に関心がある、関わりがある、⦕がある等）が 7 名、役割構成は、ワークショッ

プ参加者 13 名、ロールモデル 8 名、スタッフව௵ 3 名であった。さらに、参加者の志向

性、「まち意識」について分類すると、志向性の第Ϩࢰーン（仕事㸺地域）0 名、第ϩࢰー

ン（仕事＝地域）4 名、第Ϫࢰーン（仕事㸼地域）20 名、「まち意識」は、レベル 0 が 7
名、レベル 1 が 3 名、レベル 2 が 4 名、レベル 3 が 6 名、レベル 4 は 4 名となった。 

続いて、アンケートによる効果 定の⤖果をまとめる。具体的には、①プログラムの総

合的評価とその理由（2 回目のみ）、② イベント（プログラムで展開したワークショップ
116)）に対する評価と a）全体的評価 b）各回の話題提供 c）ロールモデル・参加者と

の交流、②̓ワークショップへ参加して得た「新たな気づき・発見」、③ 今後、同様の企

画への参加意欲とその理由、④運営上の工夫・改ၿ点等を取り上げる。 
⤖果をඛ取りすれば、プログラムに対する評価は、総合的評価、プログラム１・２に対

する全体的評価、ロールモデルからの話題提供、ロールモデル・参加者との対話・交流に

                                                
116) 参加者向けには「イベント」と表記したが、プログラムの内容としては「ワークショップ」を実施した

ため、本章においては、以㝆、ワークショップと表記する。 

図 6-1 プログラム参加者Ӽけ 
ӒࣖチェックのたỜのؕᄽऴإ 
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ついて回⟅者全員が⫯定的な反応を示している。また、その評価の᰿拠となる自由記述か

らは、「地域への興味関心の向上」「地域との繋がり・ネットワーク創出」「地域で行動する

きっかけ提供」といった「まち意識」と関連する効果が得られている。また、このプログ

ラムを通して、各自の内省、今後の行動指針、戸田市の課題認識、若年層の多様性への気

づき、といった効果が得られている。それらを一ぴで示したのが、図 6-3 から図 6-7 であ

る。 
 

㸦㸯㸧࣒ࣛࢢࣟࣉཧຍ⪅のㅮᗙにᑐする⥲ྜホ౯ 

11 ᭶ 28 日のワークショップで、プログラム２について

の総合評価をᑜねた⤖果、14 名全員が有意義と捉えており、

その内 12 名（85.7%）から「大変有意義」という回⟅を得

た（図 6-3）。その理由を分類すると、「①地域への興味関心

を高める効果」、「②地域との繋がり・ネットワーク創出」、

「③地域で行動するきっかけ提供」となり、「まち意識」で

定義される「地域への関心」「繋がり・ネットワーク・交流

志向」「動き出したい志向」と関連する効果が読み取れた。  
以下、具体的に記述内容を表 6−1 として示す。   

図 6-2 プログラム参加者一ᚁ 

図 6-3 プログラム２のዮӳᚸ̖ 
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表 6-1 プログラムのዮӳᚸ̖のྸဌ（自ဌᚡᡓ） 

大Ў 内 容 

⏅
᭗
⎴
⎾
効
ௐ 

Ṟ
地
域
⎫
⎡
興
味
関
心 

 

 ᵿ）戸田の魅力のϐ発見に繋がる 
  ・戸田の良い点、ɧឱ点を認識でき、まちへの興味を᭗めるきっかけになった。 

  ・戸田が外からどんなふうに見られているのか等々、ἡッとさせられた。 

 ᶀ）「戸田」への市民の思いをᄩ認でき、共有できたことは有意義 
  ・「戸田」に対する想いがある人たちと出会える機会をࢽられたことが有意義。 

  ・戸田に住む人の思いや行動をોめて知ることができた。 

⏷
⏭
⏲
␙
␢
⏙
о
出 

ṟ
地
域
⎛
⎡
繋
⍿
⎽
␡  

 

 ᵿ）新しい交流・ネットワークづくりの場としてのࢳ 
  ・これまでとはီなる参加者が集まり、この世代のニーἌを感じた。 

  ・市民のプレーἶーをኰʼしあい、ワークショップをすることで、ἥジネスネットワークの活性҄にも繋がると感じた。 

 ᶀ）ီなる世代・Ꮀ業の人と出会いの場となった 
  ・色々な立場の方が集まって話ができたのが大変有意義。 

  ・ီ業ᆔ交流が気᠉にできる機会は重要。 

  ・年齢・性Кを越えて、ಮ々な̖͌観が理ᚐできたことが有意義。 

  ・多ಮな立場からの視点で意見や情報を発̮して、新たな発見やХນがあり、活動のࠢが広がる出会いが 

ありそうだなというҮᝋ。 

提
供 

⎌
⎾
⎀
⎖
⍾
⎄ 

Ṡ
地
域
⎚
行
動 

 
 

 ᵿ）今後の新たな活動につながるࢳをࢽられた 
  ・今後の人生を考える上でとても良いХນ、出会いをࢽる事ができた。  

  ・次の活動に繋がるヒントやアイディアが生まれるきっかけになると感じた。  

  ・φ体的に何かしらの࢟として結ௐが出るまでには時᧓を要するとは思うが、Ẕ行動をしてみたいẕというきっかけ作り

となった。 

 「①地域への興味関心を高める効果」は、戸田の魅力の再発見、市民の戸田への思いの

確認、共有に繋がった点への評価、「②地域との繋がり・ネットワーク創出」は、新しい交

流・出会いの場としての評価、「③地域で行動するきっかけ提供」は、今後の活動のࣄント

を得られたという評価が示された。ロールモデル、参加者が交流する中で、これらの気づ

きを得る場として本プログラムが機能したことが⫯定的な評価に繋がったと考えられる。 
 
㸦㸰㸧ཧຍ⪅のྛ࣒ࣛࢢࣟࣉに࡚࠸ࡘのホ౯㸦య

ⓗホ౯㸧 

プログラム１・２では、それぞれの評価をᑜねて

いる。各プログラムの評価は、↓回⟅を㝖く 23 名

全員が⫯定的に評価し、その内 18 名（78.2%）か

ら「‶足」という回⟅を得た（図 6-4）。自由記述か

ら、全体評価の᰿拠となった気づきを分類してみ

ると、各プログラムへの参加が自分の振り返りに

つながったとする「①自身の活動の振り返り・活動

指針を得る機会」となったという意見、戸田市を改

めて理解／考えるきっかけとなったとする「②戸

田市の課題への気づき」の 2 つに大別できる。以

下、それぞれの自由記述を表 6-2 に示す。 
  

図 6-4 プログラムにếẟềのᚸ̖ 
（全体ႎᚸ̖） 
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表 6-2 プログラムにếẟềのൢづẨ（全体ႎᚸ̖） 

大Ў 内 容 

活
動
ਦ
ᤆ
⏅
ࢽ
⎾
機
会 

Ṟ
自
៲
⎡
活
動
⎡
ਰ
⎽
ᡉ
⎽
␡  

 
 

 ᵿ）活動のИ心を思い出すきっかけに 
  ・自៲が活動をڼめた当Иの思いを思い出すきっかけとなり、もっと中៲のຜい活動をોめて考える学びの場となった。 

 ᶀ）思い切って参加したことでࢽたХນ 
  ・џ気を出してᩓ話してよかった。今回のロールモデルの話をもっと多くの人にも聞いて欲しい。普段接しない人と交流 

できて、まちを見る視点が少し変わった気がする。 

 ᶁ）活動ਦᤆをࢽた 
  ・食を通して、近ᢸの方々にも楽しさをˡえていけるようにしたいと思う。 

  ・地域ҥˮで同世代の方々の力ࢍいお話しを聞いてỺネルἀーを᪬いた。 

気
⎘
⎀ 

ṟ
戸
田
市
⎡
課
題
⎫
⎡  

 

 ᵿ）子育て世࠘ではないҥ៲やۡپ世࠘の考えへの気づき 
  ・子育てをしないと戸田市では繋がりをつくる機会をࢽられない点が課題であると実感。 

 ᶀ）大人の居場所がឱりない 
  ・20 代、30 代が行きたいと思うような場所やഩᢊもあまり無く、戸田にはこんな場所もあるんだよ、というእૣな 

空᧓、እૣな大人なᩎ気の公園等が戸田に現時点ではなかなか見出せないところがあるのだと思った。 

  ・戸田市は「子育てのまち」というӒ面、៲世代や子供をਤたない世代のᏅ៲をくさせてしまっているところがあるのだ

と思い、今後のોծ点の課題だと思った。 

  ・戸田市に対して、何か意見をਤっていながら発̮できない・発̮する場が無い市民がいる。 

 すなわち、「①自身の活動の振り返り・活動指針を得る機会」は、自分の初心を思い出す

きっかけ、刺激、活動指針を得たこと、「②戸田市の課題への気づき」は、「子育て」をし

ていない世帯のᒃ場所、それを含めた大人のᒃ場所の少なさへの気づきが語られるように、

新たな気づきを与える場として本プログラムが機能していた点が評価されたと考えられる。 
 
㸦㸱㸧ཧຍ⪅のྛ࣒ࣛࢢࣟࣉに࡚࠸ࡘのホ౯㸦࣮ࣟࣝࣔࡽࣝࢹのヰ㢟ᥦ౪㸧 

プログラム１（11 ᭶ 21 日）は、戸田市を拠点に活動するボート部員をロールモデルに

ᣍき、市民が知っているようで知らないボート部の生活の一➃をᢨ㟢してもらい、ボート

部と地域との接点をᶍ⣴する展開となった。プログ

ラム２は、地域で活躍する若年層の 3 名をロールモ

デルにᣍき、活動の目的、内容等をᢨ㟢してもらう

ことで、参加者それぞれが地域で動き出すことの意

味を考えるきっかけとなった。プログラム１・２で

は、それぞれロールモデルからの話題提供への評価

をᑜねている。その評価は、↓回⟅を㝖く 23 名全員

が⫯定的に評価し、その内 17 名（73.9%）から「‶

足」という回⟅を得た（図 6-5）。自由記述から、評

価の᰿拠となった気づきを分類すると、プログラム

１のボート部の話題提供に対しては、「市民がᙼらを

応援するきっかけ」「ボート部の学生との連携可能性

を見出した」という気づき、プログラム２について

は、「住んで楽しいまちにしたいと改めて実感」した

という意欲、「ࠗ 戸田の知らない世界࠘を知れた」と

いう㦫き、「地元で古くから活躍されている方へのス

ポットライトも」という話題提供を受けて新たな気づきを参加者は得たようである。その

図 6-5 プログラムにếẟềのᚸ̖ 
（ロールモデルからの話題提供） 
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詳細を表 6-3 として記す。 

表 6-3 プログラムにếẟềのൢづẨ（ロールモデルからの話題提供） 

大Ў 内 容 

提
供
⏅
Ӗ
⎄
⎙ 

Ṟ
␆
␢
⏲
部
⎡
話
題 

 ᵿ）市民がࢬらを応援するきっかけに 
  ・他の市民の皆さんにも知っていただけば、市民μ体でボート部のࢬらを応援できると感じた。 

 ᶀ）ボート部の学生との連携の可能性を見出せた 
  ・ボート部の方も戸田市のまちづくり一にң力したいと思っていたが、ボート部の人たちも「今までなぜ戸田市市民と 

戸田市と連携がされてこなかったのか？」と感じていたことを知り、今後、連携できればと感じた。 

  ・ボート部の学生のঔれの地である戸田市を、共に盛り上げていきたいと思っている気ਤちにとてもХນをӖけた。 

同
世
代
⎡
話
題
提
供
⏅
Ӗ
⎄
⎙ 

ṟ
⎱
⎔
⏅
面
白
⎂
⎊
⎙
⍷
⎾ 

 ᵿ）住んで楽しいまちにしたいとોめて実感 
  ・今回ɤ人の方の地域とのかかわり方、参加者の思いも聞くことが出来てとても心ࢍい気ਤちになった。戸田に住んで 

楽しいまちにしたいὲ新しい人との繋がりの場を作ろうと活動しており、少しẵつ楽しい方向に流れが変わってきたかな

Ḡと思っている。  

 ᶀ）「戸田の知らない世မ」を知れた 
  ・戸田公園のイメージἓỹンジを考えている方がいるとは知らẵ、ᭃいた。 

 ᶁ）地元で古くから活躍されている方へのスἯットライトも 
  ・新しく戸田に来られた方の活躍もХນになり大ടᡇですが、地元で古くから密着されている方の活躍にもスἯットライト 

が当てられたらといいな、と気づいた。 

すなわち、「①ボート部からの話題提供を受けて」参加者は、「知っているようで知らな

かった」ボート部学生の生活実ែについての㦫きを前提に、全国のボート関係者にとって

の⪷地である戸田の位置づけを再確認し、ボート部を応援したい、連携してまちづくりを

展開したいという反応を示した。そして、「②まちを面白くしている同世代の話題提供を受

けて」の参加者の反応は、「戸田をⰋくしたい」という思いから動いている同世代を、身近

な存在として解㔘する中で、感心するだけではなく、自身も「住んで楽しいまちにしたい

と思った」という意思、注目する人・場所が他にもあるという気づき（古くから活躍され

てきた人へのスポットライト）を示した点が特徴的である。いずれも、ロールモデルが参

加者にとって身近な存在であったことで具体的に戸

田市をイメージしながら考えるきっかけになってお

り、その点が評価に⤖びついたと推察される。 
 

㸦㸲㸧ཧຍ⪅の࣒ࣛࢢࣟࣉに࡚࠸ࡘのホ౯㸦࣮ࣟࣝ

 のᑐヰ・ὶ㸧⪅ཧຍ・ࣝࢹࣔ

2 回のプログラムは、前半をロールモデルからの

話題提供、後半をロールモデル・参加者間のトーク

セッションとして展開し、交流の場を設定した。そ

の⤖果、↓回⟅を㝖く 23 名全員が⫯定的に評価し、

その内 15 名（65.2%）から「‶足」という回⟅を得

た（図 6-6）。自由記述から、評価の᰿拠となった気

づきを分類すると、交流の中で様々な立場・考えの

人と話をした⤖果として、「地域にアンテࢼを張るき

っかけになった」「地域の方の考えを知れた」「多様

な価値観を持つ魅力ある人たちとの出会い」がᣲげ

図 6-6 プログラムにếẟềのᚸ̖ 
（ロールモデル・参加者との対話・ʩ流） 
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られ、プログラムを通して直接、人と繋がることで得られた気づきがあったことが理解で

きる。その詳細を表 6-4 として記す。 

表 6-4 プログラムにếẟềのൢづẨ（ロールモデル・参加者との対話・ʩ流） 

大Ў 内 容 

Ṟ地域にアンテἜ 

 を張るきっかけに 

・地域のಮ々なイベントについてはμく知らなかったので、今後アンテἜを張って参加しようと考えるきっかけとな

った。 

ṟ地域の方の 

考えを知れた 

 ・地域の方もボート部の活動に理ᚐがあり、興味をਤっていることが知れてよかった。 

 ・普段、練習や大会でᬳがしくしているため、迷惑をかけていると思っていたが、ڤ感をਤってくれていることも知

れて、嬉しかった。戸田の方からのボート部に対しての意識は気になっていたので、知れて良かった。 

Ṡ多ಮな̖͌観を 

ਤつ魅力ある 

人たちとの 

出会い提供 

ᵿ）ボート部の「知らない世မ」を知れた 
 ・学生さんの生活を知れたこと、ᧈ年、戸田に住んでいても、ボートのことを知らない人が多いことも意外な気づき

だった。 

ᶀ）ီなる立場の人の̖͌観を知れた 
 ・テーブルをんで参加者のಮ々な立場からの考えを聞いて、子どもがいない世࠘の人の気ਤちに気づいた。 

 ・地域密着で仕事（活動）を楽しく活力をਤって行っている方々の時᧓の作り方の߽みさを学ố機会となった。 

ᶁ）魅力ある人との出会い 
 ・自分の住んでいる（関わっている）地域を活性҄したい、魅力的にしたいと思っている人たちと出会え、Хນを

Ӗけた。 

 ・今後も、こういった交流機会をᚨけて、もっと魅力的な人・場所・コトを共有していきたいと感じた。 

 参加者は、プログラムを通して、多様な価値観を持つ人との出会いによって、自分自身

に関すること、地域に関することへの気づきを得たようである。例えば、「①地域にアンテ

を張るきっかけに」は、これまで地域に関心をもっていなかったことへの反省と今後へࢼ

の指針を得たことが示される。「②地域の方の考えを知れた」「③多様な価値観を持つ魅力

ある人たちとの出会い提供」は、これまで関わりのなかった人、存在は知っていたが、詳

しくは知らなかったロールモデルとの交流を通して、新たな世界が広がったことが語られ

ている。いずれも、このプログラムの特徴でもあるロールモデルからの話題を聞くだけで

なく、ロールモデル、参加者間の対話・交流によって、

直接、様々な人の価値観を知り、共有することが可能

になった点が評価されたといえる。 
 
㸦㸳㸧ཧຍ⪅のᚋの⏬のཧຍពྥ 

11 ᭶ 21 日、28 日のプログラム１・２において、

今後も同様の企画があった場合の参加意向についてᑜ

ねた。その⤖果、24 名全員が参加意向を示し、その

内 12 名（50.0%）から「ࡦࡐ参加したい」という回

⟅を得た（図 6-7）。ここからは、若年層を対象とし

た企画の開ദに適したスケジュール調整の重要性が窺

えるが、参加意向を示す理由として、「まち意識」の

中でも「地域との繋がり・ネットワーク欲求意欲」

「地域活動・地域での学びへの意欲」の高さがあると

推察できる。その詳細を表 6-5 として記す。 
  図 6-7 ʻࢸのӷ様の˖ဒồの参加ॖӼ 
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表 6-5 ʻࢸのӷ様の˖ဒồの参加ॖӼのྸဌ 

大Ў 内 容 

⏷
⏭
⏲
␙
␢
⏙
欲
൭
意
欲 

Ṟ
地
域
⎛
⎡
繋
⍿
⎽
␡ 

 ᵿ）地域の人との繋がり・交流が欲しい 
  ・戸田市のみなさんと交流したい。 

  ・自分自៲の実になっただけでなく、戸田市民の皆ಮにボートを知ってもらえる機会がおもしろかった。 

 ᶀ）ỡるやかな交流機会がネットワークನሰに有意義 
  ・᩼今後も戸田市の後援・ңឃ・合同イベント等一ደに行いたい。スἦーỽーとỼーディỺンス両者にとって楽しめる有意

義な関係になるとᄩ̮できる。やる気のある市民を活かしたい。 

 ᶁ）ネットワークを広げたい 
  ・普段、出会えないಮ々な大人との関わりをਤちたい。  

  ・色々な立場の方と話をしたり、考えを聞いたりすることにより、普段見ているᚌ度とはᢌう考えや見方があることに気˄かさ

れるから。またХນになるから。 

学
⎦
⎫
⎡
意
欲 

ṟ
地
域
活
動
␡
地
域
⎚
⎡ 

 ᵿ）地域での活動への動機づけ 
  ・もっとφ体的な活動に繋げたいと感じたため。 

  ・都会に行かなくても自ܡ、コワーỿングスἬースで仕事をするメリットを多いに感じ、もっと多くの情報、知औをࢽて、自分で

も実現したいと思った。 

  ・地域ҥˮで業ᆔや立場のီなる方々のご意見やお考えにᚑれて自らの学びをขめたいと感じた。 

 ᶀ）参加のしやすさ・居場所機能 
  ・何となくἡーἛルが᭗いかなと思っていたのですが、自分の中のἡーἛルが少しɦがったため。 

  ・会ᅈ帰りにふらっと立ち݃って話をしたり、交流できるような場所があったらいいなと思う。 

 「①地域との繋がり・ネットワーク欲求意欲」では、地域の人との交流機会を持つこと

への意欲が高まったこと、このような場がネットワーク構築に有意義であるという示唆を

得たこと、ᬑ段出会うことのない市民との関わりに刺激を受けてネットワークを広げたい

という意欲を持ったことが語られる。「②地域活動・地域での学びへの意欲」では、ロール

モデルや市民との交流を通して、自分自身の地域での活動への動機づけが得られたこと、

今回のプログラムを通して、ゆるやかな交流の場の有用性に気づき、参加のしやすい企画

が若年層のᒃ場所となり得ることへの気づきが指された。このように参加者は、今回の

プログラムの意義を受け止め、自身の地域でのネットワーク構築、地域での活動・学びへ

の意欲を高める場所・機会への今後の参加意欲が高まったようである。それは、告知ポス

ターのデࢨインや表現を工夫し、「ゆるやかな交流機会」の創出を目指した「まち意識育成

プログラム」（パイロット版）の効果であると考えられる。 
 
㸦㸴㸧ཧຍ⪅ࡽのྛ࣒ࣛࢢࣟࣉのᕤኵ・ᨵၿⅬのពぢ 

各プログラムのいずれにおいても、工夫・改ၿ点への意見を参加者に求めた。その⤖果、

「ゆるやかに集うことが可能となる機会の継続実施」を求める意見が目立った。また、プ

ログラムの意義を実感したからこそ、「行政が市民の声をᣠう、市民の考えを伝える機会を

設ける」ことをッ求する意見も得られた。これらの意見からも、「まち意識育成プログラム」

（パイロット版）の効果が読み取れるだろう。 
その他、「情報発信の工夫」、「運営上の工夫・改ၿ点」については、今後の課題として受

け止めていく必要がある。具体的な記述の一部を以下に記す（表 6-6）。 
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表 6-6 プログラムのپ・ોծ点ồのॖᙸ 

大Ў 内 容 

Ṟỡるやかに 

集うことが 

可能となる 

機会のዒዓ実施 

 ・参加者の同·や友人に口コミで広げていけるように、今回のようなワークショップを定的に開催する。 

 ・行が中心となり今日みたいなワークショップを定的に行う。 

 ・定的に開催されれば、今回参加した人や口コミで参加しようと思った人、新たなメンバー等、地域を考えるが広

がる。 

ṟ市民の声を 

ਢう，市民に 

行の考えを 

ˡえる機会を 

ᚨける 

 ᵿ）行が市民目ዴで情報発̮する機会づくり 
  ・行がまちづくりのために何を行っているかについての情報発̮をする。自分たちの住んでいるまちを行がどの

ように考えて、どのようなӕりኵみをしているのかを知ることがとても大切。 

 ᶀ）市民の声を届ける機会・場所をつくる 
  ・気が˄いたことを提కすることはできるが、どこに提కしていいのかわからない。 

 ᶁ）ଏ存の公共施ᚨを有効М用する 
  ・ここૠ年で地域に新ᚨされたཋを有効に活用し、ἏフトのΪ実をれば、市民が有意義に̅用できる場になる

はẵ。 

Ṡ情報発̮の 

 ોծ点・پ

 ᵿ）若者へ情報を届けることを意識して欲しい 
 ・情報がなかなかࢽられない。ᵱᵬᵱ 等（ᵧᶌᶑᶒᵿᶅᶐᵿᶋ、ᵲᶕᶇᶒᶒᶃᶐ、ᵤᵿᶁᶃᶀᶍᶍᶉ 等）、若者のメディアに向けた発̮に力を入

れてみるのが良い。 

 ・行、˖業、教育ͨに情報を的ᄩにਘできる人を育てることが必要だと思う。 

 ᶀ）情報発̮・ԓ知の᧓のોծ 
 ・ἓラシ等の発ᡛよりもଔい段᨞で、ᵤᵿᶁᶃᶀᶍᶍᶉ 等の ᵱᵬᵱ を̅った情報発̮があっても良かったのかもしれない。口

コミをするにしても、情報のἏースが明ᄩな方がܤ心して参加等のЙૺがしやすい気がする。 

 ・プログラムを直前まで知ることが出来なかった。とても良い機会なので、今後の動きも ᵤᵿᶁᶃᶀᶍᶍᶉ 等を活用して発̮

してほしい。 

 ・自分は ᵲᶕᶇᶒᶒᶃᶐ で知ったが、それ以外にどこでԓ知されていたのかがわからない。もっとଔくからԓ知して欲しい。 

ṡᢃփ上の 

 ોծ点・پ 

 ・一部のスタッフの方しかごኰʼいただけなかったので、皆さんがどのようなお立場の方か知りたかった。 

 ・μ体的に参加者、スタッフのғКがつきにくく、話しかけにくい空気があったので、スタッフは ᵲ シἵを着ている等

の、明ᄩな目Үがあるともっと良いかと思った。  

 ・進行のタイムスケジュールを明ᄩに提示して᪬ければ。また、人ૠがفえた場合、グループに分ける等すれば、も

う少しディスỽッションができたのかなと思う。 

参加者の多くは、今回のようなプログラムへ初めて参加した。それは、情報が若年層に

届いていなかったという側面もあるが、これまでは市が発信する情報をそれほど気に留め

ていなかったとも考えられる。しかし、今回のプログラムの意義を感じ、「①ゆるやかに集

うことが可能となる機会の継続実施」に対する期待とそのためにもっと多くの人に情報を

広めて欲しいという声、市民と行政の関わりの強化を求める「②市民の声をᣠう、市民に

行政の考えを伝える機会を設ける」ことへの要ᮃが寄せられた。「③情報発信の工夫・改ၿ

点」「④運営上の工夫・改ၿ点」にあげられた内容を踏まえ、このような市民の期待を前提

とするならば、「今後、若年層にどのようにすれば、より的確に情報を届けられるのか」は、

大きな課題である。 
 
㸦㸵㸧ཧຍ⪅࠼⪄ࡀる若࠸ୡ代ࡀ㞟ࡸࡾࡲす࡞࠺ࡑ⏬ 

プログラム１・２において、どのような企画であれば、若い世代が集まりやすそうかを

ᑜねた。寄せられた意見は、「①地域リソースの活用・体験型イベント」「②వᬤ・レクリ

エーションを軸にしたイベント」「③「食」を軸にしたイベント」「④仕事を軸にしたイベ

ント」の 4 つに分類できた。そこからᾋかび上がるのは、第 4 章の事例研究でも指され

た若年層のライフスタイルや趣味等と関連する「行ってみたくなるテー࣐・場所」を設定

することの重要性である。以下、参考材ᩱとして、参加者の意見の一部を掲㍕する（表 6-
7）。 
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表 6-7 ᒉẟɭˊがᨼộりởすẸạễ˖ဒồのॖᙸ 

大Ў ׅሉ内容 

Ṟ地域リἏースの

活用・ 

体᬴イベント 

・その地域での体᬴で楽しめる何かと、地域や若者とコミュニケーションがとれるようなイベント。例えば、ボート体᬴を

してからᆆ動して᠉食をとりながらᩃᛩという࢟であれば、より話が入ってきて関心もਤてるのではないか。 

・戸田公園で外ライブ・外映画上映会。戸田の良いϼ発見Ỹỻークラリー、戸田の፦味しいもの食べഩきの会等。 

・皆で地域をフィールἛワークするイベント等。 

ṟ余ୗ・レクリỺ 

ーションを᠆ 

にしたイベント 

・大人も楽しめる内容の「᪦楽をききながらめるイベント」、「アỸトἛアイベント」。 

・子どもをਤつパパさん等ターἄットをって、パパさんᶣṺṺ（何か、フットἇル、公園、ྶ、おもちゃ ᶃᶒᶁ.）等、テー

ἰ・イシューで興味をਤちତくする。 

Ṡ「食」を᠆に 

したイベント 

・おいしい食べཋをだせば学生はくいつくと思う。学生向けの食フỹス、ラーメン祭り。 

・以前Ӗᜒした市内の公民でワイン教ܴのように、ワインやἓーἌ、日本酒、クラフトἥール等のᜒࡈがあったら嬉し

い。 

・テーἰをൿめてီ業ᆔ交流会。知っているようで知らない世မのシリーἌ҄。  

ṡ仕事を 

᠆にした 

イベント 

・市内に住む、こんな仕事をしている人ὲのトークイベント。近所に「こんな個性的な仕事をしている人がいるのか？」と

か「こんな大˖業でこんなことをしている人がいるのか？」という話、仕事に対するՋ学、流Β等は興味が集まると感じ

る。そこで生まれるコミュニケーションは仕事をʼしているので、今後の仕事の人Ꮶにもなるし、集まる人たちが仕事で

もᧈできるきっかけになる。やり方、テーἰに分けて、戸田や地域在住者に声掛けしたり、ኰʼͨにしたりして、トーク

イベントのを育むイベントにしたら良いと思う。 

・仕事のपみを語り合うイベント。  

・仕事をしながらも日々子育てにもᡙわれている方が、どんな時᧓のやりくりをしながら、楽しみをみつけていくか、リフレ

ッシュの方法等。 

「①地域リソースの活用・体験型イベント」「②వᬤ・レクリエーションを軸にしたイベ

ント」「③「食」を軸にしたイベント」「④仕事を軸にしたイベント」とバリエーションに

富んだ意見は、参加者の「地域」への関心の高まりを示唆している。参加者が提示した「ボ

ート場」「戸田公園」は、プログラム１の対象であり、本プログラムを通して気づいた地域

の魅力をもっと探したいという欲求が「ウ࢛ークラリー」「フィールドワーク」といった内

容へと繋がっていると考えられる。その他、子育て中の若年層、働き世代となる若年層と

いった様々な立場に応じたニーズが提示された。ここからも、プログラムの設計段階で、

どのような若年層をターゲットとするのかを十分に検討する必要性があることが窺える。 
以上、プログラム１・２は総じて⫯定的な評価を得ており、自由記述の内容分析からも、

参加者それぞれの「まち意識」の気づきが見出せている 117)。 
 

ᮏ⠇における⾲୰のಶேᒓᛶ㸦年㱋ࠊ⫋ᴗ➼㸧にࠊࡣ࡚࠸ࡘಶே報ಖㆤのほⅬࠊࡽ

ಶேࡀ同ᐃࢀࡉるࣜ᭱ࢆࢡࢫ大㝈ᅇ㑊する࠺ࡼ⥙けຍᕤࢆ࠸࡚ࡋるࠋ㩭᫂࡞༳㇟

 ࠋࡃお࡚ࡗ᩿ࠊる᪨࠶ᯝ࡛⤖ࡓࡋのⅬに㓄៖ࡇࠊࡣる⟠所࠼ࢆ

 

                                                
117) 個別に記述内容を分析した⤖果、プログラム参加前と参加後で「まち意識」に変化がみられる参加者も

いる。具体的には、参加者の中には、本プログラムへの参加をきっかけに、地域への関心を持ち、戸田

市民大学に参加した参加者がその一例である。 
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㸰㸬若年層ྥけࡕࡲࠕព㆑⫱ᡂ࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦ITFP for YWG㸧ࠖ のタィ・㐠用 

 ࣥࣛࢻ࢞

 
本節では、パイロットプ

ログラム 2 種の施行とその

⤖果を踏まえた上で、若年

層を対象に「まち意識」を

孵化・育成するための仕掛

け（以下、若年層向け「ま

ち意識育成プログラム」を

略して、「ITFP for YWG」
118)と称す）を設計・運用す

る際の留意ポイントを、ガ

イドラインとして取りまと

め、提案する（図 6-8）。 
 当ガイドラインは、第 5
章において、5 つの枠組み

に沿って設計した 2 種のパ

イロットプログラムを実際

に施行し、その運用プロセスや効果を多ゅ的に考察した⤖果を取りまとめた内容である。 
ガイドラインで特に重視すべきは、図 6-8 の中ኸ部に提示した「Ϩ：中軸的ガイドライ

ン」（参加想定層に適合したプログラムの提供）である。筆者らは、中軸的ガイドラインを

ITFP for YWG を試行する際に留意すべき最優ඛ事項と捉え、この点をまさに中軸としつ

つ、適宜、ϩ～ϭを⿵足的ガイドラインとして活用することを提案する。 
 

㸦㸯㸧ITFP for YWG のタィ・㐠用のࡵࡓの୰㍈ⓗࣥࣛࢻ࢞ 

㸯㸧ࡕࡲࠕព㆑ࠖのẁ㝵ᛶࢆᤊ࠼るᇶ‽ 

本研究では、第 5 章で詳述した通り、「まち意識」を、「地域リソース（人・場所・ライ

フスタイル・イベント等）への好奇心・興味関心」、「繋がり・ネットワーク・交流志向」、

「動き出したいとする志向（地域活動・まちづくり志向）」の総称と定義しているが、ITFP 
for YWG を効果的に設計・運用するためには、中心的対象層の「まち意識」レベルをある

程度、想定ないしᢕᥱしておく必要がある。「まち意識」レベルは、図 6-9 の 6 段階モデル

から捉えることができる 119)。まず、多くの若年層がヱ当すると考えられる〈地域よりも仕

事が優ඛ〉されている第Ϫࢰーンにおいて、「まち意識」は大よそ 4 段階から区分される。

具体的には、「地域リソース（人、場所、イベント、ライフスタイル等）への好奇心」やそ

れらをベースとした「住民間での交流志向」を潜在的に有している「まち意識Ỉ面下（↓

                                                
118) 若年層向け「まち意識育成プログラム」は “Interest in Town Foster Program” for Younger Working 

Generation とⱥ文表記されるため、「ITFP for YWG」と略す。 
119) 第 5 章で௬説的に提示した段階図をパイロットプログラムの施行⤖果を踏まえてモデルとして再検討し

たもの。 

図 6-8 ᒉޖ࠰Ӽけ「ộちॖᜤᏋ成プログラム」の施ᘍ 
（ᚨᚘ・ᢃဇ）のたỜのɶ᠆及びᙀܦႎỾイἛライン 
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意識）段階」（アンケート

等でㄡかにその志向性を

問われれば㢧在化されて

くる程度）を「Level 0」、
それらの意識を「ࡰんやり

とでも自身が自ぬできて

いる段階」を「Level 1」、
その一歩ඛとして、やや受

け身ながらも地域情報の

収集等の具体的活動への

志向性がⱆ生え始める段

階を「Level 2」、さらに、

地域情報へのアクセス等

の活動への志向性を強め

つつ、地域を起点とする動

き・活動を単発的に始動させる段階（ణし、動き・活動はᮍ成⇍に留まり体⣔的に展開さ

れるところまでは至らない段階）を「Level 3」とする、の 4 段階である。次の、〈仕事と

地域への関心がᣕᢠしながらバランスよく志向〉されている第ϩࢰーンでは、地域を起点

とする動き・活動がビジネスにせよ、非ビジネスにせよ本᱁的に始動させている段階を

「Level 4」、その一歩ඛの、〈ビジネス・非ビジネスを問わず地域を起点とする動き・活動

に価値〉を見出し、それらを主体的に࣐ネジメントしている段階を「Level 5」としている。 
 参考までに、今回の 2 種のパイロットプログラムに関係した若年層（プログラム受講者

としての参加、ロールモデルとしての参加、スタッフとしての参加を含む）を、このモデ

ルに当てはめᕸ置させて

みると、それぞれ図 6-10
の通りとなる。プログラ

ム１には、Level 0、1 に

ヱ当する人が中心に関わ

っており（A グループ、B
グループ）、プログラム２

には、Level 2 以上の層、

すなわち、受け身ながら

も地域情報の収集等の活

動への志向性がⱆ生えて

いる層（C①グループ）や、

その志向性を強めつつ地

域を起点に動き・活動を

ランダムに始動させてい

る層（C②グループ）、さら

図 6-9 ᒉޖ࠰の「ộちॖᜤ」ᾅെ᨞モデル図 

図 6-10 パイロットプログラム１・２の関̞者の 
ộちॖᜤ・࣓ӼࣱのЎࠋ 
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には、それらの動き・活動を主体的かつ本᱁的に展開している層（D グループ 120)）が主に

関わったことになる。このように若年層の「まち意識」は一概には捉えられず、振りᖜが

大きいことは今回の参加者をみても明白である。ITFP for YWG を施行（設計・運用）す

る際、この振りᖜをዴ何に想定し、見定め、そしてそれにዴ何にᰂ㌾に対ฎできるかを織

り込んでおくことは、プログラム効果を最大化する上での重要要件といえる。 
 

上記を踏まえ、࠙  。を提示するࠚ㸯ࣥࣛࢻ࢞

ṲITFP for YWG を効果的に設計・運用するには、᭱ึに、プログラムの中心的ター䝀ットを、ᅗ

6-12 の「若年層のまち意識 6 段階モデル」を基準にある⛬度想定しておく、あるいは⤠り込

䜣でおくᚲ要がある䚹 

䕔状況がチせ䜀、ITFP for YWG の設計段階や運用段階で、想定される参加者の「まち意識」

について 6 段階モデルを基準に把握し、その結果を設計や運用にフィードバックできれ䜀よ

り有用なプログラム効果を生み出すことが可能となる䚹 

䕔若年層全般に開かれた ITFP for YWG を施行する㝿は、ணめ中心的ター䝀ットを設定してお

くことや⤠り込䜐ことは㞴しいが、6 段階モデルによってその振りᖜを想定しておくことは可能

である䚹振りᖜの想定は ITFP for YWG の㉁・効果をᢸಖする要௳と心ᚓる䜉きである䚹 

 
㸰㸧ࡕࡲࠕព㆑ࠖのࣞࢡࢵ࢙ࢳࣝ࣋のࢢ࣑ࣥࢱཬࡧලయⓗᡭἲ 

上記の通り、若年層向け「まち意識育成プログラム」の施行に当たっては、状況がチせ

ば、参加者（あるいは参加想定者）の「まち意識」レベルをチェックし、ターゲットの実

像をᥗみ（可能な限り正確にᢕᥱ）、その⤖果を ITFP for YWG の設計や運用に反映させ

ることがᮃまれる。 

࠙レベルチェックのタイ࣑ン

グࠚは、プログラムの設計前（つ

まりは、設計時に対象層の「まち

意識」がより確かにᢕᥱされてい

ること）が理想であるが、条件が

整わず対応がᅔ難な場合は、プロ

グラム施行の直前もしくは施行途

中にチェックができれば、参加者

の実像に適したプログラムの設計

や運用が担保されることになる。

なお、࠙ チェック方法ࠚとしては、

アンケート方式、インタビュー方

式、観察方式及びそれらの組み合

わせ、のいずれかを諸条件を加味

して㑅ᢥし実施することが適当である。アンケート方式の場合、図 6-11 のフ࢛ー࣐ット等

                                                
120) パイロットプログラム 2 において、ロールモデルの役割を担った 3 名は、当ヱ層にヱ当する。 

図 6-11 チェックの૾ඥ（Ỵンἃート૾ࡸ）例 
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を利用し「まち意識」レベルのチェックを行い、その⤖果を、目前の ITFP for YWG の設

計・運用に反映させることになるが、他方で、こうしたデータの積を通じて、中長期視

点から、ITFP for YWG の開発・改ၿに寄与するスタンスも、プログラム提供者に求めら

れるところである。 

 

上記を踏まえ、࠙  。を提示するࠚ㸰ࣥࣛࢻ࢞

䕔参加想定者の「まち意識」のレベルチェックはプログラムの設計๓が理想である䚹ణし、ᅔ㞴

な場合は、プログラム施行๓後から施行㏵中において、適ᐅタイミングを計って実施する䚹 

䕔レベルチェックは、状況に応じて、アン䜿ート方ᘧ、インタビュー方ᘧ、ほᐹ方ᘧ、それ䛮れの

適ᐅ組み合わせ方ᘧの 4 ✀から選ᢥし、実施する䚹 

 

㸱㸧ཧຍᐃ⪅のẁ㝵ᛶに応ࡓࡌ ITFP for YWG のᥦ౪ 

上記でみた通り、ITFP for YWG の施行（設計・運用）に際して重視すべきは、若年層

の「まち意識」の振りᖜの大きさを適宜想定し、織り込んでおくことである（既出：図 6-
9）。その上で、参加想定者のレベルに適したプログラムの細部（プログラムのテー࣐、仕

掛け、運用及び情報の届け方等）を検討し、提供することである。 
この点は第 4 章の事例研究からも示唆されたことであるが、Level 0～1 の対象層に、ま

ちづくりや地域活動を正面に据えたテー࣐でプログラムを提供しても、「まち意識」の孵

化・育成上、効果的とは考え難い。参加者の「まち意識」レベルから㐲く離れたプログラ

ムの提供は、かえって参加者のモチベーションダウンをᣍきかねないからである。例えば、

「Level 0～1」相当の若年層をターゲットにする場合であれば、まちづくり・地域活動等

を連想させるテー࣐・内容よりは、「地域リソース（場所、人、イベント等）」についての

興味関心や、「住民間の繋がり・交流」への志向・欲求にッ求するテー࣐・内容を軸にプロ

グラムを設計する方が、当ヱ層の参加意欲を高める効果や、⤖果的に「まち意識」をワン

ランクアップさせる効果等が期待できる。今回のパイロットプログラム１はこうした考え

に基づき設計している。つまり、「戸田ボート場のことは知っているが、詳しくはわからな

いから話を聞いてみたい」と参加者に思わせるような、一見すればまちづくり・地域活動

とは関連のない、ゆるやかでㄡもが接近しやすいテー࣐・内容を設定することで、⤖果的

に、若年層の当プログラムへの参加意欲を高め、参加プロセスを通じて、地域の場所的資

源である「戸田ボート場」と「そこを起点に活動するボート部の大学生たち」に関心を寄

せるきっかけを与え、それを通じて最終的に、「まち意識」の孵化・育成を企図するプログ

ラムである。 
なお、若年層を対象とするプログラムでは、上記のዴくそのテー࣐・内容を若年層の「ま

ち意識」のレベルに応じて設定することは一義だが、開ദの告知方法が極めて重要で、そ

のプログラムにどのようなタイトルをつけ、気楽でゆるやかな༳象（難しさ、面ಽさ、ハ

ードルの高さを軽ῶ）をどのように与えられるかで、プログラム自体への親近感や接近意

欲が左右されることも心得ておくべきである。 
 
以下では、若年層の「まち意識」のレベル別にプログラムの提供例をᣲげておく。  
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࠙㸿ࣉ࣮ࣝࢢ層に㐺࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡋᥦ౪ࠚ 

図 6-10（既出）の「A グ

ループ層」には、まちづく

り・地域活動というよりも、

若年層の興味関心が喚起さ

れる題材をテー࣐に据え、

ニイベント仕立てでプロ࣑

グラムを企画し、そこに集

まった参加者同士が自然発

生的に対話や交流を楽し

み、「地域を起点に時間を過

ごす意味や価値」を発見で

きる、ゆるやかな༳象のプ

ログラムを提供すること

が、「まち意識」を一段高め

る上で効果的である。 
例えば、図 6-12 は第 4 章

の事例研究でᢅった NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワーク（以下、ユース）

が、若年層の関心が高い「食」（地元の生産ᴗ者、㈍ᴗ者、飲食店等が取りᢅっている

パン、チーズ、ワイン・日本㓇・ビール、野⳯等のこだわりの食材）や、若年層にとって

身近なイシューである「働くスタイル」（コ࣑ュニケーション、仕事の哲学・流・ᝎみ

等）、「ポップカルチࣕー」（映画、㡢楽等）、「レジࣕー・スポーࢶ」（ᩓ歩、自転㌴、

ニインベント仕࣑に࣐ラソン、ᩓ歩、フットサル、サッカー、野⌫、ボート等）をテー࣐

立てで提供しているプログラムである。このプログラムでは対象を、「20～30 代の⛣住者

（新つ転入者）や日々の生活に‶足していない方」と限定している。テー࣐・内容でゆる

やかな༳象を与え、対象層を明確に区ษることで、参加想定者に、この࣑ニイベントへの

親近感を持ってもらい、地域の新しい情報や同世代に接近できる期待感をᢪかせることが

可能となる。今回のパイロットプログラム１・２も、基本的には同様の性᱁性をもたせて

いる。地元で注目の場所（スポット、施設、イベント等）やキーパーソン、グループ、ネ

ットワーク等をトリガーとするワークショップ（ሀⱞしくないゆるやかな集いの場）等で

あれば、〈場所〉や〈人との繋がり・交流〉への関心や接近動機等から若年層の参加意欲を

比較的高めやすく、また、参加者に「地域で過ごすல細な楽しさ」を実感してもらい、そ

の⤖果、「まち意識」をഹかでも上げる効果が期待できる。 
上記の通り、A グループ層にとっては、まちづくり・地域活動を前面にᡴち出して、そ

れらを直接的に考えてもらうプログラムではなく、むしろ若年層が潜在的に有している〈場

所〉への興味や〈人との繋がり・交流〉への志向性にッ求していく、いわば「ゆるやか交

流型プログラム」を体験してもらうことで、地域で時間を過ごす楽しさや意義を実感して

もらい、その実感を通じて、地域（あるいは地域で過ごす時間）への関心を高めてもらう

ステップへと誘うことが可能となる（「まち意識」をワンランク上げる契機を提供すること

に繋がる）。 

図 6-12 ᾐグループử対ᝋとするプログラム例 
ͤユース提供の材ᩱを加工して掲㍕ 
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࠙㹀ࣉ࣮ࣝࢢ層に㐺࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡋࠚ 

B グループ層は、地域に

対する好奇心や地域住民と

の交流欲求を自認し始めて

いる一方で、そうした「ま

ち意識」を、実際の地域で

の動き出し・活動へ転換で

きない、⤖び付けられない

若年層を指している（図 6-
9（既出））。そこで、B グル

ープ層には、地域に内在す

る様々なリソース（「場所」

「人」「地域のサークル・地

域活動」「地域の組織（行政・

民間等）」「地域動向・課題」

等）の多面的側面を、ファ

シリテーターやキーパーソ

ンを介在させながら、」合的に提供する、あるいは単一イシューを連続的に提供し、参加

者に「地域での興味・関心を探⣴するきっかけを与えるプログラム」等が効果的である。

例えば、図 6-13 はユースが、「何となく何かしてみたい」と㢪う若年層（B グループ層に

相当）に対して່めている「興支援のボランティア活動プログラム」（FukuFuku） 121)

である。当ヱプログラムは、地域への興味関心や問題意識が不明░な若年層が、ボランテ

ィア活動、つまりは地域で試験的に動いてみて、その活動を通して出会った人たちに触発

され、自分の方向性（興味関心・問題意識）を見出していく上で効果的とされる 122)。今回

のパイロットプログラム 2 も、同様の意図で運用することが可能である。すなわち、地域

で仕事や地域活動を実践している同世代のロールモデルから、「地域での活動状況」や「地

域で活動する意義・思い・楽しさ」等について語ってもらい、その内容を題材にケースス

タディを行いながら、ロールモデルと参加者が対話を重ねていくワークショップ型プログ

ラム等を、地域での一歩が踏み出せない若年層に、自身の興味・関心や問題意識を探り当

ててもらうきっかけ、つまりは、現段階の「まち意識」をഹかでも高める場・機会として

提供するイメージである。 
 

࠙㹁ࣉ࣮ࣝࢢ層に㐺࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡋࠚ 

C グループ層の「Level 2」はやや受け身ながらも地域情報の収集等の具体的活動への意

欲がⱆ生え始める段階、「Level 3」は地域情報へのアクセス志向を強めつつ、地域を起点

とする動き・活動を単発的に始動させる段階（ణし、動き・活動はᮍ成⇍に留まり体⣔的

に展開されるところまでは至らない）である。つまり、C グループ層は、程度のᕪこそあ

                                                
121) 2012 年 7 ᭶にᰣ木県内の大学生や若手社会人とともに立ち上げた、⚟ᓥ県で生まれた興支援の手仕事

商ရをᰣ木に紹介し㈍するプロジェクト。 
122) ユース事務局長古河氏のインタビューより。 

図 6-13 ᾑグループử対ᝋとするプログラム例 
ͤユース提供の材ᩱを加工して掲㍕ 
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れ地域への興味関心から、地域情報を探る意欲が出てきており、得られた情報や知人から

の誘い等をトリガーに地域の現場で単発的に動く経験（各種プログラム・イベントへの参

加、まちづくり・地域活動等への参加等）も持ち始めている。こうした「まち意識」をさ

らに一歩進めるためには、地域でのフィールドワーク（現場への⮫場、対ᓖ行Ⅽ）を通じ

て、地域課題に当事者性をもって接近するプログラムや、テー࣐性のある既存の地域活動

に参加し、その体験を通じて活動の意義を内省するプログラム等の「地域フィールドワー

ク／体験型プログラム」が有用である。図 6-14 は、ユースが、「地方に関わってみたいが

方法がわからない」、「“がっつり”よりは“気楽な気分で”、地方と関わりたい」、「⛣住は

まだ現実的ではないが地方に関心がある」、「地方で活躍するローカルモデルに会いたい」、

「地方の現状・ᬽらしを体験したい」と考えているᮾி在住の若年層に່めているプログ

ラムで、ᰣ木（地方）で᭶ 30 日のうち 3 日間過ごしてもらうライフスタイルの提案をව

ねて提供・運用している。戸田市の C グループ層は、上記のターゲットに限りなく近い性

᱁性を有しているといえ、「地域に関わってみたいが方法がわからない」、「気楽な気分で関

わりたい」等の層と捉えられる。このような層には、まちづくりや地域活動に、「プログラ

ム」として試験的に参加体験してもらうタイプの機会提供が適している。例えば、第 4 章

の事例研究でᢅった HSP プロジェクト 123)を、この層をターゲットにアレンジして提供す

るのも有用と思われる。今回

のパイロットプログラムを経

験した参加者からも、「地域に

興味はあるが、どのように関

わっていったらいいかわから

ない」、「戸田で実際に活躍し

ているロールモデルにもっと

会いたい」との意見があった

ことから、戸田市で若年層が

実際にまちづくりや地域活動

に対ᓖしている現場を、フィ

ールドワーク 124 )の一環とし

て見学・観察させてもらう、

あるいは、現場でそうした活

動の一部を体感させてもらう

等のプログラムであれば、C
グループ層の地域の現場での本᱁的な動き出しを後ᢲしし、支援する上で効果的だと考え

られる。このタイプのプログラム設計・運用で重要な点は、ユースの事例にもあるように、

「いきなり、がっつりではなく気楽に」という༳象をいかに若年層に与えられるか、であ

る。そのためには、実際の地域で、まちづくりや地域活動で成果を上げ、若年層の受け入

れにも意欲的な実践者の協力を得ながら、プログラムの内容的検討が十分に図られる必要

                                                
123) さいたま市岩槻区の「人形のまちいわつき まちかど雛めぐり」イベント最中に、地域情報拠点をᯫ設

的に࣑ニイベント形式で開ദするプロジェクトをプログラム仕立てで実施。 
124) 実際に感を使って現場へ㉱き、現状や課題を体感しながら探る行Ⅽ。 

図 6-14 ᾒグループử対ᝋとするプログラム例 
ͤユース提供の材ᩱを加工して掲㍕ 
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がある。 
 

࠙㹂ࣉ࣮ࣝࢢに㐺࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡋࠚ 

D グループ層は、〈仕事と地域への関心がᣕᢠしながらバランスよく志向〉され始めてお

り、地域を起点とする動き・活動をビジネス・非ビジネス（地域活動、ボランティア活動、

まちづくり活動等）に関わらず本᱁的に始動させている段階である。D グループ層に対し

ては、現在の動き・活動を発展的に継続展開できるよう支援するプログラム、例えば、〈地

域で活動する意味・価値・哲学〉を改めて問い直し、確認するエンカレッジ型のプログラ

ムや、思いやアイディアを地域で実現していくための起ᴗ支援型のプログラム等があれば、

地域での中心的な活動主体となる「Level 5」へステップアップしていく一助になり得ると

考えられる。 
図 6-15 は、ユースが、「社

会をよくしたい・楽しくした

い」と思っている若年層や「社

会課題の解決に向けてアイデ

ィアを持っている」若年層を

対象に、そのアイディアをプ

ランとして実現可能なレベル

まで練り上げ、それをコンテ

スト形式で県内の実践者・経

営者にプレゼンして事ᴗ化の

チࣕンスをᥗむまでを支援す

る プ ロ グ ラ ム （「 iDEA →

NEXT」）125)である。ユースで

は、このプログラムを、「ソー

シࣕルアクションへの入口」

と位置づけており、ビジネス・非ビジネスに関わらず、地域課題の解決に向けて具体的な

事ᴗや活動を展開しようとする若年層のキックオフ段階を実質的かつ多様に支援する仕掛

けとして機能させている。戸田市の D グループ層は、このプログラムの対象層ともほࡰ合

⮴するといえ、戸田市において、この種のプログラムを提供することによって、D グルー

プ層にⱆ生えつつある地域における活動・事ᴗの種（シーズ：問題意識）の孵化・育成を

支援することが可能となる。換言すれば、この種のプログラムは、若年層の「まち意識」

の最終段階（地域問題解決意欲）の後ᢲし、つまりは、地域での活動・事ᴗの着手や継続

を支援することに繋がるととともに、若年層の地域への愛着・関係・定着に係る各志向を

相対的に高める効果をも期待される。 
 

上記で見てきたように、ITFP for YWG を設計・運用する上では、若年層の「まち意識」

                                                
125) 地方自治研究機構（2015：17）では、社会をよくする若者のアイデアプランコンテストであり、「とち

ぎの新しい物語をつむぐ」をテー࣐に、若者のアイディアの孵化を、ᰣ木県内の実践者や経営者が約 3
か᭶間、క㉮者となり☻いていく、地域に᰿ࡊした、地域のための事ᴗと紹介されている。 

図 6-15 ᾓグループử対ᝋとするプログラム例 
ͤユース提供の材ᩱを加工して掲㍕ 
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の振りᖜ、多様性を見極めなが

ら、ターゲットのレベルに適応

したプログラムの提供が㘽と

なる。 
図 6-16 は、若年層にみられる

「まち意識」の階層化と各層に

適した ITFP for YWG の提供イ

メージをモデルとして図式化

したものである。 
行政あるいは NPO 等が主導

し、ITFP for YWG を提供（設

計・運用）する際には、本モデ

ル（つまりは若年層の「まち意

識」の振りᖜ・多様性を踏まえ

たプログラムの提供のあり方）

を関係者間で十分に理解・共有しておくことが⫢要である。 
 

上記を踏まえ、࠙  。を提示するࠚ㸱ࣥࣛࢻ࢞

䕔ITFP for YWG を施行（設計・運用）する㝿には、想定される若年層の「まち意識」の階層に

適合したプログラム提供を᭱ඃ先課題とする（「まち意識」と㞳したプログラム提供は参加

者の地域への愛着や⯆関心、地域活動への接近意欲のῶ㏥をᣍきかねない点は༑分に

࿘知される䜉きである）䚹 

䕔ୖグを๓提としながら、他地域で施行されている若年層向けのプログラム事例を参考にする

場合、①༢に形ᘧ知を┿ఝるのではなく、プログラム❧者の若年層に対する「ᛮい・考え・

評価」等をᑀにỮみ取り、その点を踏まえて適ᐅᚲ要なアレンジを加えてᑟධする、②そ

のᑟධに㝿しては、ヨ行後のシミュレーションを踏まえ、効果の᭱大化に༑分配慮す䜉きで

ある䚹 

 

㸦㸰㸧ITFP for YWG のタィ・㐠用のࡵࡓの⿵ⓗࣥࣛࢻ࢞ 

若年層向け「まち意識育成プログラム」の施行（設計・運用）に際しての中軸的ガイド

ラインは、（１）の通り、中心的ターゲット（参加想定層）となる「まち意識」の段階性に

適合したプログラム提供を図ることである。 
以下では、中軸的ガイドラインに対して、それをより細分化してプログラムを検討・提

供していくための⿵的ガイドラインを 5 つの視点から提言する。 
 

㸯㸧若年層に࡚ࡗッồᛶの㧗ࠊ࣮ࣗࢩࠊ࣐࣮ࢸ࠸ෆᐜのタᐃ告▱のᕤኵ 

若年層の多くは、仕事と地域の比重でみれば、仕事に重点が置かれるライフスタイルを

㏦っている。この点を前提に、ITFP for YWG の特に設計段階では、どちらかといえば仕

事重点型の若年層へのッ求性が高いテー࣐、イシュー、内容を、2015 年度に筆者らが実施

図 6-16 ᒉޖ࠰の「ộちॖᜤ」のെ᨞ࣱにࣖẳた 
プログラム提供のイἳーἊ 
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した若年層対象の社会調査 126)等や、若年層と地域を繋ぐ各種事ᴗを展開している実践者

や専門集団（例：NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワーク 127)等）のඛ行事例、

さらには、若年層との直接的な接触・交流から得た質的な感触等を手掛かりに検討する必

要がある。優ඛされるべきは、若年層の、その時代・その時点での興味関心やライフスタ

イルの実像をできるだけ正確に捉えることであり、

またそれらをプログラムにできるだけ反映させるこ

とである。そして、そのプログラムの出来映えは、最

終的には、そこに参加した若年層自身が、それを通じ

て、ഹかな時間でも地域で楽しく（あるいは有意義

に）過ごすライフスタイルに価値を見出し得るかど

うかでุ᩿される。この点も、プログラム構成を検討

する際のメルク࣐ールとして注視すべきである。加

えて、そうして設計されたプログラムを効果的に若

年層に伝え、届けるための「情報の作り込み（ネー࣑

ング、ワーディング、デࢨイン、ロࢦ等）」や「伝達

のあり方・届け方」については、専門ᐙも交えた十分

な検討と創意工夫が求められる。この点は行政がプ

ログラムの提供側・情報発信側になる際に、どちらか

といえば軽視されがちな配慮仕ษれてこなかった観

点なだけに、改めてその重要性については認識の共

有が必要である。 
 

上記を踏まえ、࠙  。を提示するࠚ㸲ࣥࣛࢻ࢞

䕔ITFP for YWG のヨ行（設計・運用）にᙜたっては、若年層の意識や行動の実ീに㏕る既Ꮡ

の「社会調査」、「マー䜿ティング調査」 128 )や、ᙜヱ分㔝のᑓ門ᐙや実㊶ᐙ等の知見を有効

に活用し、それらを手掛かりに、若年層への訴求性を᭱大化しᚓるプログラム（テーマ、イシ

ュー、内容、仕掛け等）の検討がཎ๎となる䚹 

䕔ୖグのཎ๎によって設計されたプログラムのᏑᅾ自体を、若年層に効果的に知らしめ、プロ

グラムへの参加意欲を引き出すためには、ୖグ同ᵝ、若年層への訴求性を༑分に考慮し

た、「プログラムのネーミング・ワーディング・ロ䝂・デザイン等のᡴち出し方・告知のあり方」

等を検討するᚲ要がある㸦ᅗ 6-17㸧ࠋ 

䕔なお、ITFP for YWG の告知においては、若年層のコミュ䝙䜿ーション䝒ール（SNS 等）を✚ᴟ

的に活用する等、「若者が若者を呼䜆仕掛け」にプライオ䝸ティをおくことをཎ๎とす䜉きであ

る䚹 

                                                
126) 詳細は第 1 章を参照のこと。戸田市政策研究所／目白大学社会学部地域社会学科(2016)：戸田市におけ

る 20 代・30 代の若年層に関する基礎研究（共同研究中間報告書） 
127) 第 4 章 1 節で、若年層と地域の࣐ッチング支援に取り組むඛ行事例として、当 NPO に詳しく触れてい

る。 
128) 自治体が単体で、若年層の意識・行動面に着║した社会調査、࣐ーケティング調査を実施するケースは

少ないため、他の専門機関等の調査を活用して、若年層の実像をᢕᥱすることが重要となる。 

図 6-17 ᒉޖ࠰ồのᚫ൭ࣱửᎋॾẲề 
˺成ẲたԓჷဇἯἋター「とẻプラἋ」 
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㸰㸧Ẽ࡙ࡾࡀ⧄・ࡁ・ὶに㓄៖ࡓࡋけのタᐃ 

筆者らの 2015 年度調査 129)からは、戸田市の若年層は潜在的に、「まちづくり・地域活

動等」へ関心を有しており、「地域での繋がり・ネットワーク・交流」を求める志向が決し

てపくないことが特徴として見出されている。また、₍然とはしているものの、「地域を知

る、地域で気づく」ことへの欲求等も確認されている。この点は、今回のパイロットプロ

グラム１・２の参加者とも➢合して

おり、「戸田の知らない世界（場所、

人、ライフスタイル等）を知る意義や

႐び」、「戸田の同世代との交流への

欲求」は㢧ⴭである。この点は ITFP 
for YWG を設計する際の前提として

改めてᢚえておく必要がある。また、

このような「戸田の何か（場所的資

源、人的資源等）に改めて気づいたと

する実感」や「参加者同士で交流・繋

がりを持てたとする実感」を参加者

に提供するためには、プログラムの

仕掛けとして、参加者が気楽に発話

と傾聴を⧞り返すプロセス、具体的

には、①ワークショップ形式（写真 6-1）、②インタビューゼࢼ࣑ール形式（写真 6-2）や、

共に場所やイベントを共有するプロセス、具体的には、③フィールドワーク形式（写真 6-
3）、④プロジェクト実習形式（写真 6-4）等の導入が有用といえる。 

上記を踏まえ、࠙  。を提示するࠚ㸳ࣥࣛࢻ࢞

䕔ITFP for YWG を効果的に施行（設計・運用）するためには、若年層が、プログラム内で「（地

域の場所的㈨※に対する）᪂たな発見・気づき」や「（地域の人的㈨※との）繋がり・交流」を

実ឤできる仕掛けのᑟධが有用である䚹具体的には、ワークショップ、インタビューゼミナー

ル、フィールドワーク、プロジェクト実⩦等の各形ᘧやそれらを䜶ッセンスとした応用発展形

ᘧが適している䚹 

 
㸱㸧࣮ࣟࣝࣔࣝࢹの㐺ษ࡞㑅ᐃά用 

今回のパイロットプログラム１・２は、戸田を起点に実際に活動している「大学ボート

部の学生たち」、「若年層と同世代の社会人たち」をロールモデルと捉え、それらを活用し

たワークショップ形式を᥇用している。ワークショップでは、ロールモデルに、「戸田で実

践しているライフスタイル、その目線から見えてきた地域の実像と課題、地域への思い等

についての話題提供」、並びに「他の参加者とのコ࣑ュニケーション」の主に 2 つの役割を

課したが、このことによって、ワークショップ内での参加者間の対話（発話・傾聴）が効

                                                
129) 戸田市政策研究所／目白大学社会学部地域社会学科(2016)：戸田市における 20 代・30 代の若年層に関

する基礎研究（共同研究中間報告書） 

ϙჇ 6-1 ワークショップࡸ࢟ ϙჇ 6-2 インタἥἷーゼἱἜールࡸ࢟ 

ϙჇ 6-3 フィールἛワークࡸ࢟ ϙჇ 6-4 プロἊェクト実፼ࡸ࢟ 



118 
 

果的に促され、参加者それぞれに多くの発見や気づき、繋がり・交流への実感がもたらさ

れたことが確認されている。この点は、筆者らがこれまでに関わってきたロールモデル導

入型のまちづくり学習プログラムの効果とも合⮴している 130)。 
従って、ITFP for YWG の設計においても、条件が整えば、次の３つの理由から「ロー

ルモデル（実際の話題提供者、実践者等）」の導入を検討することを提案する。すなわち、

①：地域のリアルかつ当事者固有の情報を直接的に提供してもらうことで、参加者が地域

の事（地域の人的・場所的資源に関する情報や課題等）により深く気づかされていく実

感を得ることが可能となる、②：参加者にとってはロールモデルを交えた直接対話・交流

を通じて、地域での新たな人的資源（ロールモデル及びそれをハブとする参加者全体）と

の繋がり・交流を体感できるとともに、元来有していた繋がり・交流志向が刺激されるこ

とにより、プログラムへの参加意欲や参加‶足度が高められる効果が期待できる、さらに、

③：①や②を通じて、参加者が地域での実際の動き出しや活動に実効性のある契機を得る

効果が少なからず見込まれる。 
ణし、「ロールモデル」の導入で重要なのは、（１）で見た通り、想定される参加者の「ま

ち意識」の段階やプログラムの目標（参加者の「まち意識」をどこまでᘬき上げるか等）

を踏まえた上で、その点に適合した「情報・知識・経験・実績・ライフスタイル等」を有

する人材（個人・組織等）をいかに㑅定し、交΅し得るか、という点である。参加者の「ま

ち意識」の段階やプログラムの目標に沿わないモデルを導入すれば、プログラム自体の効

果をᦆなうことにもなりかねないため、㑅定には慎重な検討を要する。表 6-8 は、筆者ら

のඛ行研究 131)において効果が確認されたロールモデル例（ロールモデルと㑅定理由）を

提示したものである。本表等は、ロールモデルを適ษに㑅定する際の目安として参考にな

るものと考えられる。 

表 6-8 ᇿ者らが関ỪẾたộちづくり学፼プログラムでјௐがᄩᛐされたロールモデル例 

ロールモデル ᢠ定理ဌ効ௐ 

地域活動を 
 めたばかりの市民ڼ

地域活動未ኺ᬴者を対ᝋに、地域デἥューへの心ࢽや楽しさ等を৺ᩧしてもらうためロ
ールモデルが実感している地域活動の動機・意義のӖ容に効ௐ的 

まちづくりイベントの 
˖画・ᢃփ者 

地域でのイベントづくりを学びたい対ᝋ者にイベントの実ោኺ᬴をˡしてもらうためロー
ルモデルのイベントの˖画ᢃփに関する知見のӖ容に効ௐ的 

市民ボランティアの 
ᛦૢਃ当者 

市民ボランティアとの関わりを学びたい対ᝋ者にኺ᬴からࢽたボランティアの実像をˡえる
ためロールモデルの市民ボランティアのཎ性の理ᚐに効ௐ的 

ᵬᵮᵭ のリーダー 
ᵬᵮᵭ のἰネジメントへのपみ・課題をৼえている対ᝋ者にそれらへのᚐൿነ口を教示する
ためロールモデルのἰネジメントスỿルのˡに効ௐ的 

市民活動の事業・ 
活動˖画ኺ᬴者 

˖画とは何かを学びたい対ᝋ者に˖画の心ࢽ・ἠỸἡỸを実ោ的にˡしてもらうためロ
ールモデルの˖画づくりの知見のˡに効ௐ的 

地域を起点に 
活動している学生 

地域の情報や人にᚑれたい若年層に対して、活動を通して知りࢽた情報や話題を提供し
てもらうため（若年層が気いなく話を聞くことができる対ᝋとして学生のロールモデルを用
意）ロールモデル視点からの地域情報のӖ̮に効ௐ的 

地域を起点にスἰートに 
活躍しているᅈ会人 

今後の自分のき方やライフスタイルに何がしかのヒントが欲しいと願っている対ᝋ者に対
して、実ោ知を提供してもらうためロールモデルが実ោしている地域をਵえるኵみ・視
点の理ᚐに効ௐ的 

                                                
130) 戸田市民大学の筆者ら担当講座や他の NPO から要請されたまちづくりリーダー養成講座等でも、ロール

モデルの導入が受講生の気づきの効果等を高める上で有用である点は明確となっている。 
131) 富澤浩樹・大西律子（2015）：観光まちづくりボランティア学習プログラムの試験的運用－活動に必要な

基礎力養成を目指した学習スキームの導入と実践を中心として－，日本観光研究学会全国大会学術論文

集，pp.13-16 他 
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上記を踏まえ、࠙  。を提示するࠚ㸴ࣥࣛࢻ࢞

䕔ITFP for YWG の教材（参加者への気づきの่⃭）としては、ロールモデル（┤接自らの⤒

㦂知・実㊶知の情報を提供できる者）のᑟධを可能な㝈り検討す䜉きである䚹ణし、ロール

モデルは、参加者の「まち意識」レベルやプログラムの᭱⤊目標に↷らして、適௵者（ಶ人・

組⧊）をᑀかつៅ重にྫྷ検討し、選定するᚲ要がある䚹 

 
㸲㸧ᆅᇦの⌧場の㑏ඖᛶࠊ᥋⥆ᛶに㓄៖ࡓࡋᵓᡂ・㐠用 

 ITFP for YWG のような

「まちへの気づき／まちへの

愛着・興味関心」を促すプロ

グラムの施行においては、プ

ログラムの運用自体が目的化

しないよう留意する必要があ

る。ITFP for YWG の᰿源的

目標は、あくまでも若年層の

「まち意識」に刺激を与え、

「地域ベースドの動き出し」

（地域の情報を主体的に得

る、地域のネットワーク・知

人を作る、知り合いと対話や

交流を重ねる、地域のイベン

トに参加する等のல細な動

き）を契機することによって、

若年層が自身のライフスタイルに「地域で楽しく（あるいは有意義に）過ごす時間」をഹ

かでも主体的に組み込み始めることにある。これを、筆者らは、「プログラムの地域（現場）

への㑏元性」、あるいは、「プログラムの現場との接続性」と呼び、プログラム提供者が、

その設計や運用段階において十分に配慮せねばならないཎ則と考える。 
この点を踏まえれば、ITFP for YWG においては、まず、参加者が地域ベースドで動き

出す可能性を多様な形（仕事、趣味、㐟び、ボランティア、まちづくり等を分野・形ែを

問わない）で実感できるよう、きっかけを創出し（出␒・役割を付与）、エンカレッジする

仕掛け等が有用だといえる。図 6-18 は、ITFP for YWG で想定される、「参加者」と「地

域の what」（何か：①地域リソース（人・ライフスタイル・場所・イベント等）、②ッ求性

のあるテー࣐・イシュー、③繋がり／対話・交流、④趣味活動・学ぶ活動、⑤地域課題・

問題、ն地域活動・まちづくり等）」との࣐ッチングイメージを図示したものである。ITFP 
for YWG の提供者は、このイメージ等を手掛かりに、プログラムが、参加者と地域の「what
（何か）」を⤖びつけるプロセス・機会である点を十分認識した上で、プログラム内で若年

層に地域の⯙ྎをなるべく具体的に提示する、あるいはその⯙ྎでの役割・出␒を付与す

る仕組みを検討する必要がある。 
  

図 6-18 ᒉޖ࠰の「ộちॖᜤ」のെ᨞にࣖẳた 
地域ồのዓのἰッチングイἳーἊ 
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上記を踏まえ、࠙  。を提示するࠚ㸵ࣥࣛࢻ࢞

䕔ITFP for YWG の᭱⤊目標は、参加者の「まち意識の向ୖ」と「実㝿の地域での動き出し」で

あり、᰿※的には、参加者が、地域ベースドで間を㐣䛤すことに႐びやᴦしさをឤじられる

ようになることである䚹このことを๓提として、プログラム提供者には、参加者を、地域のどの

ような現場・䝸ソース・テーマ・課題・人・活動等へ結びつけ、マッチングさせることが可能かと

いう、参加者を地域へ還元・接続させるコーディネート目⥺がᚲ要である䚹 

䕔ୖグを踏まえ、ITFP for YWG では、プログラム内で、若年層の動き出しを、「実㝿の地域の

現場における出␒・ᙺをする」ことで䜶ンカレッジする仕掛けづくりがポイントとなる

（ITFP for YWG に参加⤒㦂のあるメンバーをḟᅇのプログラムではスタッフとして参加しても

らう等も出␒・ᙺの例の一つ）䚹 

 

㸳㸧࣒ࣛࢢࣟࣉのຠᯝ ᐃ関㐃ࢱ࣮ࢹのࢢࣥࣅ࣮࢝ 

今回のパイロットプログラム１・２の試験的運用は、筆者らがこれまで取り組んできた

「まちづくり学習」132)に関する実証研究のᘏ長線に位置づくものであり、効果 定のあり

方についても既存の研究成果が参考となる。それによれば、この種のプログラムの効果は

一ᮅ一ኤでは れず、プログラムの施行直後に加え、中長期にரる定点観 が必要となる

ことがわかっている。従って、プログラム

１・２においても、まずは施行直後に参加

者にアンケート形式で「プログラムへの評

価」や「プログラムへの参加を通しての自

身の気づきや変化点」等を定㔞・定性の両

面から 定している（第 6 章 1 節で詳述）。

しかしながら、プログラムの実質的な効果

は、プログラムの施行直後だけではなく、

むしろ終後にᬑ段のそれぞれの生活シ

ーンにおいて、①参加者それぞれの「まち

意識」や「地域を起点とする動き出し」等

に変容がみられるのか、②その変容要ᅉと

して今回のプログラムがどのように影㡪

を与えているのか、等を確認することによ

り総合的に見定めていくことが必要とな

る。そのためには、プログラム提供者は、

プログラム施行終後においても、参加者
133 )に対して協力が得られる⠊囲で定期的

                                                
132) 市民が、まちづくりに主体的に取り組むための知識・意識・行動の各側面を養成するための学習機会。 
133) 参加者に対しては、終後においても同種のプログラム開発への協力を得られるかྰか確認を求め、ᢎ

ㅙが得られた場合は、その後の様子等について適宜情報交換及びプログラム後の変容を確認させていた

だく。 

表 6-9 ᇿ者らがӕりኵỮẻ 
ɥᚡワークショップでのܭ点ᚇย項目 

Ṟ10 年前の 

 のࡈᜒ

ਰりᡉり 

・地域との関わりをોめてᄩ認 

・参加した頃の生活のཞඞ，地域活動ཞඞ 

 に参加した動機・きっかけ・目的ࡈᜒ・

ṟこの 10 年 

᧓の報ԓ῍

現在の活動 

・どのような活動をしてきたか 

（スタートからӓளまでのኺዾ） 

・ਃってきた役割，ኵጢ作りのಮ子 

・10 年前のᜒࡈからӖけたࢨ᪪ 

 （は役立っていたかࡈᜒ）

Ṡ今後に 

ついて 

・やってみたい活動，学びたいこと 

・活動の中から見えてきたこと 

 

ϙჇ 6-5 ᇿ者らがӕりኵỮẻộちづくり学፼プログラム 
ኳʕ１࠰目ửራ目にẆ࢘の参加者に参ᨼẲềもらẟ 

ワークショップử開͵Ẳềẟる様子 
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に自身の「地域への思いや地域との関わり具合」等について情報提供を求め、定点観 を

継続できる体ไを確保しておく必要がある。写真 6-5 及び表 6-9 は、筆者らが取り組んだ

まちづくり学習プログラムにおいて、そこに参加した対象者を 10 年後に集めワークショ

ップを行っている様子と、その場で活用した対象者向けの観 項目である。プログラム提

供者には、こうした長期的視点からの効果 定の仕組みづくりを求めたいところである。 
また、今後、ITFP for YWG の開発・導入を効果的に図っていくためには、今回の 2 種

のパイロットプログラム施行時に入手した㔞的・質的データ（図 6-19，図 6-20）を体⣔的

にアーカイブしておき、今後の同種の研究や実践に生かしていくことも重要である。その

ためには、プログラムの設計・運用プロセスにおいて、関係者の協力・ᢎㅙが得られる⠊

囲で、アーカイビングをᛕ頭におき、適宜、テキスト、㡢声、画像、動画等で記㘓をṧし、

それらを体⣔的に整理し利活用できるデータとして積するᥐ置等が必要となる（写真 6-
6，写真 6-7）。 
 

 
 
 
 
 
  

図 6-20 ỴーỽイἨ対ᝋ②：参加者 
から提ЈされたỴンἃート実ཋ(一部) 

図 6-19 ỴーỽイἨ対ᝋ①：ӷᆔのᄂᆮở実ោồ 
МဇẲࢽるデータ（МဇにỊ関̞者の১ᜄがவˑ） 

ϙჇ 6-7 ỴーỽイἨのたỜの 
Ἃタッフによるପજࢨの様子 

ϙჇ 6-6 ỴーỽイἨのたỜのજࢨೞ 



122 
 

上記を踏まえ、࠙  。を提示するࠚ㸶ࣥࣛࢻ࢞

䕔ITFP for YWG をより効果的に設計・運用するためには、プログラム内に運用効果を測定する

仕掛け・体制を整えておくᚲ要がある䚹基本的には、ワークショップ内で参加者の⾲情や発

話をグ㘓に取るとともに、⤊には⫈き取り調査やアン䜿ート調査等を実施し、参加者の

応チェックを可能としておく䚹また、プログラム⤊後においても中㛗ᮇ的ど点から、可能

な⠊ᅖで参加者のኚ容等について定点ほ測を行うこともど㔝にධれる䚹 

䕔ITFP for YWG の開発をより発展的に㐍めるためには、プログラム提供者が、その設計・運用

プロセスを可能な㝈りグ㘓し、それらをḟのプログラム開発に活用できるよう体⣔化・アー

カイブ化しておくᚲ要がある（プログラム提供者の心ᚓとしてㄆ識しておく）䚹 

 
㸦㸱㸧ITFP for YWG にồࢀࡽࡵるࢺ࣮ࢿࢹ࣮ࢥᶵ⬟ 

前節では、若年層向け

「まち意識育成プログラ

ム」（ITFP for YWG）の

設計・運用に向けた中軸

的ガイドラインを 3 点か

ら、⿵的ガイドライン

を 5 点から提言してい

る。ただ、実際はこれら

の中軸的、⿵的ガイド

ラインのそれぞれは、図

6-8（既出）の通り、相互

に連関する事であり、

これらを適宜調整・調節

しながら ITFP for YWG
の設計・運用に当たるこ

とが、プログラム効果を

最大化する際の最重要課題となる。同時に、ガイドラインの調整・調節には、コーディネ

ーターの存在が必要不可Ḟとなる。 
図 6-21 は、ITFP for YWG のコーディネーターに求められる機能を大枠 3 点（細かく

は㸵点）から提示したものである。以下ではその機能について具体的に述べる。 
 

㸯㸧若年層ᆅᇦࡄ⧄ࢆᶵᥦ౪のࡵࡓの報㞟・ศᯒ 

ITFP for YWG のコーディネーターに求められる 1 つ目の機能は、「若年層と地域を繋

ぐ機会提供のための情報収集・分析」である。前述した通り、ITFP for YWG は、若年層

と地域を繋ぐプロセス・機会・場である。プログラムを提供（設計・運用）するためには、

地域の現場において、地域リソース（人・ライフスタイル・組織・場所・活動・イベント

等）及びまちづくり・地域活動に関する情報をᜏ常的に入手し、地域側が、いつ、どの場

所で、どのプロジェクト・組織が、どの若年層を、どんな風に求め何に期待しているか等

図 6-21  ITFP for YWG のἅーディートに൭ỜられるೞᏡ 
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を体⣔的にストックし、それらの情報を、ITFP for YWG の設計・運用へ生かすことが重

要となる。上記の情報収集に際しては、まちづくり・地域活動の主体である行政、NPO、

市民、企ᴗ等から発信される情報に対して、常にアンテࢼを張ってキࣕッチする構えが求

められる。キࣕッチする方法としては、SNS の活用、当ヱ者との意見交換・インタビュー、

当ヱ者が集まる場所・イベント等へのフィールドワーク等の各手法が有用である。 
 

㸰㸧若年層ᆅᇦ࣒ࣛࢢࣟࣉࡄ⧄ࢆのタィ・㐠用・ຠᯝᢕᥱ 

コーディネーターに求められる 2 つ目の機能は、「若年層と地域を繋ぐプログラムの設

計・運用・効果ᢕᥱ」である。つまり、前節（２）で詳述した 8 つのガイドライン（「若年

層のまち意識の振りᖜ・多様性に応じたプログラムの提供」等）を手掛かりに、若年層に

とって、より魅力的で、より参加しやすく、より効果が期待できるプログラムを追求する

ということである。また、そのためには、①若年層対象の各種プログラムの設計・運用に

経験値のある NPO、実践者、研究者等との連携を視野に入れること、②新しくプログラム

を設計・運用する際に、今後のプログラム開発に役立てていくという視座をもって効果 

定を織り込んでおくこと等が重要となる。 
 

㸱㸧若年層ᆅᇦࡄ⧄ࢆໟᣓⓗࢺ࣮࣏ࢧ 

コーディネーターに求められる 3 つ目の機能は、「若年層と地域を繋ぐໟᣓ的なサポー

ト」である。具体的には、ITFP for YWG に参加した若年層を、プログラム終後もネッ

トワーク化し、見Ᏺっていく（アフターケア）役割である。特に、プログラム終後のア

フターケアは、地域への最初の一歩にᩜᒃの高さを感じている若年層にとってプログラム

同様に重要である。例えば、参加者のその後の「まち意識」の変容等をᢕᥱした上で、変

容度合に応じて、①当ヱ者に必要とされる地域関連の情報を当ヱ者目線で適宜提供する、

②別のタイプの ITFP for YWG や、若年層を求めている実際の地域の現場（役割・出␒）

を紹介する等、プログラムや地域との࣐ッチングを支援する、③参加者からの実際の「地

域での動き出し・活動」等に関するᝎみや相談に応じ、助言を行う、等である。 
 
地域において ITFP for YWG を効果的に提供していくためには、ཎ則的には上記の１）

～３）の機能を有するコーディネーターが必要不可Ḟとなるが、一方で、この役割を果た

すためには相応の手間・時間がかかることが前提であることは、当ヱ分野のステーク࣍ル

ダー間で十分に認識しておく必要がある。また現実的には、この役割をㄡが、どういう形

で担っていくのか、行政と民間（NPO、市民／研究者等）の役割分担等も視野に入れた実

現可能性の検討が求められるところである。 
 

㸦㸲㸧ITFP for YWG のᚋのᒎ㛤のࡾ࠶᪉ㄢ㢟  

本節では、戸田市における、若年層向け「まち意識育成プログラム」（ITFP for YWG）

の今後の展開のあり方とそれに向けての課題をまとめる（図 6-22）。 
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㸯㸧ITFP for YWG の⥅⥆ᒎ㛤ࡑのࢪ࣮࣓ 

第 2 章や第 5 章で指

してきた通り、戸田市の

若年層の意識特性の一つ

として注目すべきは、「ま

ち意識」（「地域リソース

（人・場所・ライフスタ

イル・イベント等）への

好奇心・興味関心」「繋が

り・ネットワーク・交流

志向」「動き出したいとす

る志向（地域活動・まち

づくり志向）」の総称）が

それなりに高いという点

である。これらは現段階

では、地域を起点とする

動き出しへと直接⤖びつ

いてはいないが、きっかけさえあれば、何らかの動き出しを誘ᘬする優Ⰻな潜在ᅉ子にな

り得るものと考えられる。今回筆者らが、若年層の「まち意識」に着║し、その孵化・育

成を意図する ITFP for YWG のパイロットプログラム１・２の実証実験を着想した背景は

まさにここにあったといえる。 
今回の実証実験の参加者からは一様に、「このプログラムを通じて、地域での新たな動

き・活動をᶍ⣴するきっかけを得た」との声や「こうした取り組み（地域で若年層が集ま

り、対話・交流する仕掛け）を単発ではなく継続的に展開してもらいたい」との要ᮃが寄

せられている。このことは、「この種の機会に参加し、人と対話し、交流する中で、地域で

何ができそうか、何をすべきか、どう過ごせそうか、どう過ごしたら楽しそうか」等を試

行錯ㄗしてみたいとする若年層のニーズ・意向の「明らかなる現れ」とỮみ取ることがで

きる。 
ただ、パイロットプログラム１・２が、上記のように若年層をចきつけた理由をごくシ

ンプルに捉えれば、プログラムが持つ、親しみやすさ、ゆるやかさにあったことは前節か

らも明らかである。“仕事を持ち、自立的に働く若年層”が、今回のプログラムを、まさに

「同世代がゆるやかに集い、知り合いをつくり、対話・交流する機会」として前向きに評

し、「戸田市でこれまで提供されてこなかった新しいタイプの同性代同志のコ࣑ュニケー

ションの場・集いの場」であることを実感したことが、本プログラムの継続展開を要ᮃす

る声へと繋がったものと考えられる。このことは、ITFP for YWG が、今日の若年層のニ

ーズに適合した機会・場であることを示唆する証左として注目すべきである。 
戸田市において、ITFP for YWG のような若年層向けの仕掛けの導入は、今回のパイロ

ットプログラムがその➃緒である。今後、同プログラムが、行政、NPO、地域活動等の実

践者や研究者等の手によって、多様に、また継続的に展開されていくことが重要であり、

その中で、今後のプログラム開発に資する新たな課題や知見を見出し、それらを踏まえた

図 6-22  ITFP for YWG のᚾᘍからਁЈされた論点 
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プログラムのブラッシュアップが図られていくことが理想である。例えば、継続展開イメ

ージの一例としては、市政において、若年層の声を聴取したい、反映したい場面等で、ITFP 
for YWG の導入（適宜、当ヱプログラムを࣐イࢼーチェンジさせての運用）を図ること等

も考えられる。ITFP for YWG は、若年

層と地域をゆるやかに繋げる場、まちづ

くり・地域活動との接点づくりの場等と

して活用するだけではなく、戸田市政へ

関心を持ってもらう、あるいは巻き込む

ための「ᇉ᰿がపい、気楽でゆるやかな参

加の仕掛け」として、また各政策イシュー

に関する「若年市民の意見聴取や対話・交

流の場」等として十分に応用し得るもの

と考える（写真 6-8）。 
  

㸰㸧若年層にッồຠᯝの࠶る࡞ࣈࢸࢼࢱࣝ࢜報Ⓨಙのࡾ࠶᪉ 

今回のパイロットプログラム１・２の試行では、プログラムの設計・運用のみならず、

極めて実験的ながら、若年層への情報の届け方、伝え方という観点でのチェックも試みて

いる。その試みを通じて明らかになったのは、若年層をターゲットとする ITFP for YWG
等の事ᴗ展開を効果的に進める上では、従来の情報発信とは異なるチࣕネルを意識したオ

ルタࢼティブな方法をᶍ⣴するスタンスが必要だという点である。ただ、それは情報を⣬

፹体から Facebook 等の SNS へ単⣧に転換していくといったࢶールの見直しに留まるこ

とではなく、ターゲットとする若年層に、より的確に届き、㡪く情報の見せ方・届け方・

伝え方をトータルに検討し直すことまでもが含まれる。具体的には、若年層へのッ求性を

ϙჇ 6-9 関̞者からڤᚸửࢽた 
ITFP for YWG（パイロットプログラム１・２） 

ἯἋター（ɺ内） 
（地域のਫ਼示ெにᝳられềẟる様子） 

ᇹ � ƸŴԓჷ᧓ȷ᫁ࡇƷ౨᚛ưƋǔŵʻׅƷᚾǈưƸŴ

ᇹᲫׅƷ͵ଐƕ �� உ �� ଐưƋƬƨƕŴऴإπƸ �� உ

�� ଐǛᢅƗƯƓǓŴԓჷ᧓ƕჺƘऴإƕˡછƠƖǕƳƍƱ

ƍƏբ᫆ƕƋƬƨŵƲƷᆉࡇƷ᧓ƕ࢘ڲƳƷƔƷ౨᚛ƕ࣏

ᙲƱƳǔŵǇƨŴᒉޖ࠰ƴƸǤȳǿȸȍȃȈƕஊјƩƱƠƯ

ǋŴ505 ƸऴإǛႆ̮Ơƨქ᧓ƔǒŴऴإƕૼƞǕƯƍƘ

ƨǊŴɟࡇŴԓჷǛႆ̮ƠƨƩƚưƸŴǿȸǲȃȈƷႸƴഥ

ǇǒƳƍƜƱƕٶƍŵƲƷǑƏƳ᫁ࡇưጮǓᡉƠऴ̮ႆإǛ

ƠƯƍƘƷƔǛ౨᚛Ƣǔ࣏ᙲƕƋǔŵ 
 

ᇹ � ƸŴǿȸǲȃȈƴऴإǛފƚǔໝƷႆ̮ΨƷ౨᚛ưƋ

ǔŵ̊ƑƹŴࢫࠊǍܖٻƷӸЭǛ̅Ƒƹࣱ̮᫂ƕ᭗ǇǔƔ

ǋƠǕƳƍŵɟ૾ưŴƜǕǇưᘍǍܖٻɼ͵ƷǤșȳȈƴ

ӋьƠƯƜƳƔƬƨޖǛǿȸǲȃȈƱƢǔƳǒƹŴࢫࠊǍ

ƖƋƛƯƠǇƏӧᏡࡽƷӸƕᡞƴӋьǁƷȏȸȉȫǛܖٻ

ࣱǋƋǔŵ˂૾ŴࢫࠊǍܖٻƱƍƏӸǛ᩼πƴƢǔƱऴ

Ƣ̮ႆإǁƷࣱ̮᫂ǛƳƏӧᏡࣱǋЈƯƘǔŵǇƨŴऴإ

ǔƜƱƕႸႎưƸƳƘŴऴ̮ႆإƸᨼܲƷƨǊƷെưƋǔ

ƜƱǛᎋƑǔƳǒƹŴžᛡſƕႆ̮ƢǕƹŴৎဋࠊƷᒉޖ࠰ƴ

ऴإƕފƖǍƢƘŴ᪪ƖǍƢƘƳǔƷƔŴƍǘǏǔžᒉᎍƕ

ᒉᎍǛԠƿˁੑƚſሁǋ౨᚛ƞǕǔǂƖưƋǔŵ 
 

Ẕʻׅの ITFP for YWG（パイロットプログラム１・２）で実᬴ႎにᚾỚたऴإ発̮から提示されたᛢ題ẕ 

ϙჇ 6-8 ᒉޖ࠰にዒዓޒ開がஓộれềẟる 
ITFP for YWG（ỡるởか地域ồの参加のˁੑけ） 
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考慮した、コンテンࢶ・ワーディング・ロࢦ・イラスト・፹体種類等をセットとする「地

域情報デࢨイン」の視点に立った検討である。ITFP for YWG の設計・運用とともに、筆

者らがඛ㠴をつけた「若年層に届く情報発信のあり方へのᶍ⣴」は、今後、当ヱ層が戸田

市での中心的世代になることを想定すれば、継続的に検討していくべき重要課題と捉える

べきである。 
 

㸱㸧若年層の࣮࣡ࣃࢺࣇࢯᚿྥに㐺ྜࡓࡋけసࡾ 

１）でも触れた通り、戸田市の若年層の意識特性でもう一つ注目すべきは、「コ࣑ュニテ

ィベースドで、知り合い・ネットワーク・௰間を作りたい、また、そうした環境を欲して

いる」ということである。それは、まちづくり・地域活動というカテࢦリーとは一線を画

す、もっとライトでゆるやかな繋がり・営みへの欲求とも解㔘できる。この点は、前年同

調査のみならず、今回の ITFP for YWG（パイロットプログラム１・２）からも確かに窺

えたところであり、参加者からは、「戸田市ではもう新しい施設（特に子育て関連）はいら

ないのではないか、子育て対策も十分。それよりも、若年市民がゆるやかに繋がれ交流で

きる場・機会・仕掛け等がもっともっと欲しい」等の声が聞こえている。このように、若

年層の意識の中に、明らかにソフトパワー（コ࣑ュニティベースドの知り合い・ネットワ

ーク・௰間づくり等）への志向がⱆ྿いていることは、戸田市の今後の若年層対策（地域

への愛着醸成、コ࣑ュニティベースドで楽しく過

ごすライフスタイルの実現支援、まちづくり・地

域活動への参加支援、転出ᢚไ定住促進等）を考

える上で、見㏨してはならない点といえる。戸田

市が、これを政策への知見として前向きに受け止

め、若年層のソフトパワーへの志向に合⮴した策

を今後講じられれば、当ヱ世代の戸田への愛着や

戸田への定住志向等を喚起・契機するファクター

に十分なり得る可能性がある。 
若年層のソフトパワー志向に応えていく場と

しても、また、その志向の程度をより細かく確かにᢕᥱしていく機会としても、ITFP for 
YWG の枠組は今後、戸田市の若年層対策において有効に機能し得るࢶールになり得るも

のと考えられる。 
 

㸲㸧若年層にᑐ応するࡵࡓのࢺ࣮ࢿࢹ࣮ࢥᶵ⬟のᩚഛ・ᙉ 

 ITFP for YWG を効果的に提供していくためには、前述の通り、プログラム設計・運用

のための 8 つのガイドラインを㑂Ᏺしつつ、それら 8 つを相互に調整・調節を図りながら、

プログラムをトータルにコーディネートできる人材（今回でいえば、筆者らの研究グルー

プが果たした機能）が重要不可Ḟである。その役割・機能を担える人材の発᥀・育成は ITFP 
for YWG 等の若年層対策を適ษに展開していく上でも大きな課題である。ただ現実的には、

若年層と地域を繋ぐ試みが本研究で緒にᑵいたばかりの戸田市において、そうした人材を

市の内部に限定してⓏ用する必要はないと思われる。今回のパイロットプログラム 2 種の

ϙჇ 6-10 ৎဋࠊのᒉޖ࠰対ሊにဇする 
ӧᏡࣱがҗЎᙸᡂộれる ITFP for YWG のኵ 
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試験的な設計・運用についても、

「戸田市」、「目白大学」及び「若

年層と地域を繋ぐ事ᴗ等に実績を

有する実践ᐙや専門ᐙ」という市

内外の経験・知見も異なるメンバ

ーによるプロジェクト体ไで進め

られたが、そうしたプロセスにお

いて、メンバーそれぞれが ITFP 
for YWG をコーディネートしてい

く実践知をえ、☻いていける可

能性があることも見出せている。

この点を踏まえれば、当面は、戸田市政策研究所が ITFP for YWG のコーディネート役を、

外部専門ᐙネットワーク（当ヱ分野に実績のある民間組織、実践ᐙ、研究者等）の助言や、

市民ネットワーク（例えば今回のパイロットプログラム 2 種の参加者等）の助力を得て試

験的に担っていきながら、プログラムを実際に動かしていくプロセスの中で、コーディネ

ート力のある人材をOJT方式で育成していくこと等が適当なᥐ置と考えられる（図 6-23）。 
 

ただ最終的には、ITFP for YWG やそのコーディネーターに関わる今後の展ᮃや課題を

どう捉えていくかは、若年層に対する戸田市の政策目標やビジョンの設定次第で大きく左

右されることになる。今回

の ITFP for YWG パイロ

ットプログラム 2 種の試

験的導入を中心とする実

証研究をむしろ契機とし

て、戸田市において中長期

的視点から若年層対策の

方向性やあり方を改めて

検討していく気運が生ま

れていくことを大いに期

待するところである。 
 

 

 

࠙➨㸴❶ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ 

大西律子・富澤浩樹(2011)：まちづくりの現場での問題解決を前提とした「まちづくり学習」 
の設計と運用-インタビュー実習工程を導入した講座の提案-，地域活性研究，2 号，pp.3- 
16. 

大西律子・富澤浩樹(2016)：観光まちづくりリーダーの養成を目途とした学習装置に関する基

礎研究－共同活動の促進に有用なファシリテーション能力の養成に着目して－，地域活性

学会研究大会論文集，第 8 号，pp.160-163． 
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